
論

説世
界
経
済

の
ジ

レ

ン
マ
を
ど
う
す
る
か

1

ー

世

界

恐
慌

・
サ

ミ

ッ
ト

・
累

積

債

務

の
諸

問

題

I
I

清

水

嘉

治

目

次

噌
、
な

に
を
問
題
に
す

べ
き
な
の
か

二
、
世
界
大
恐
慌
再
来
説
の
問
題
点

ω

株
価
大
暴
落
の

一
九
二
九
年
と

一
九
八
七
年

②

『
89
年

・
世
界
同
時
不
況
』
説
を
吟
味
す
る

三
、

一
九
八
八
年

サ
ミ
ッ
ト

『経
済
宣
言
』
の
問
題
点

ω

一
九
八
八
年
サ
ミ
ッ
ト
開
催

の
世
界
経
済
的
背
景

②

一
九
八
八
年

サ
ミ

ッ
ト
の

『
経
済
宣
言
』

の
検
討

四
、
途
上
国

の
累
積
債
務
問
題
の
政
策
的
対
応
を
吟
味
す
る

ω

中
南
米

の
累
積
債
務
の
現
実

ω

累
積
債
務
国
救
済
方
式
の
有
効
性
と
限
界
性

①

債
務

の
株
式
化
と
は
何
か

②

べ
ー
カ
ー
の

「
メ

ニ
ュ
1

・
ア
プ

ロ
ー
チ
」
批
判
と
今
後
の
課
題

25
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な
に
を
問
題

に
す
べ
き
な
の
か

ど
う
考
え
て
も
現
代

は
激
動

の
時
代
で
あ
る
。

い
ま
経
済

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
古
典
派
、
近
代
派

の
経
済
学
は
も
ち
ろ
ん
の

ヘ

へ

こ
と
、
従
来

の
経
済
理
論

で
は
、
現
代
を
分
析
す
る
道
具
と
し
て
、
限
界
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
改

め
て
語
る
必
要
は
な

い
で
あ

ろ
う
。
現
代

は
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化

の
諸
問
題
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
せ
ざ
る
を
・兄
な

い
新
し
い
哲
学

な

い
し
価
値
観
を
要
請
さ
れ
て
い
る
時
代
な

の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

世
界
経
済

の
分
析

に
当

っ
て
も
、
事
情
は
同
じ
で
あ

ろ
う
。
だ

か
ら
と

い

っ
て
従
来

の
経
済
学

の
否
定

で
は
な
く
、
そ
れ
を
踏
ま
・兄
て

新
し
い
現
実
が

つ
き

つ
け

る
諸
問
題

に
つ
い
て
、

一
方
で
検
証
し
、
他
方
で
、
そ
れ
を
越
え
る
問
題

に
つ
い
て
新

し
い
ビ
ジ

ョ
ソ
の
提
示

を
し

つ
つ
、
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。
社
会
科
学
と

し
て
の
経
済
学
派

の
さ
ま
ざ
ま
な

理
論
体
系
を
み
る
と
時
代

の
子
た
ら

ざ

る
を
え
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

の
認
識
な
し
に
、
従
来

の
経
済
学
を
発
展
的

に
継
承
す
る
こ
と

は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
で
あ

ろ

う
か
。

わ
た
く
し
は
、

こ
う
し
た
社
会
科
学
と
し
て
の
経
済
学
を
秘
め
て
、

こ
の
と

こ
ろ
現
状
分
析

に
徹
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
最
近

の
世
界

経
済

に
つ
い
て

の
問
題
提
起

に
つ
い
て
も
、
従
来

の
国
際
価
値
論

で
あ
れ
、
比
較

生
産
費
論
で
あ
れ
、
不
均
等
発
展
論
で
あ
れ
、
国
際

不

均
衡
論
で
あ
れ
、
そ
れ
な
り

の
有
効
性
を
も

っ
て
は
い
る
が
、

い
ず
れ
も
限
界
性
を
も
た
ざ
る
を
え
な

い
こ
と
を
、
私
た
ち
現
状
分
析
者

は
自
覚

し
て
い
る
。

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
他

の
機
会

に
論
述

し
た
の
で
、

い
ま
く
り
か
え
す
こ
と
を
さ
け
た
い
。
も
ち
ろ
ん
従
来

の
す

ぐ
れ
た
経
済
学

の
思
想
体
系
を
絶

え
ず
秘

め
て
現
状
分
析

の
ト

ゥ
ー
ル
に
し
て
い
る
。

わ
た
く
し
は
、
『
世
界
経
済

の
新
構
図
』
(
一
九
八
三
年
、
以
下

『
新
構
図
』
)
に
お
い
て
、

一
九
七
〇
年
代
の
世
界
は
、
そ

の
構
造
的
ぜ

い

弱
性
を
表
面
化

し
た
こ
と
を
、

七

一
年

の
通
貨
危
機
、
七
三
年
と
七
九
年

の
二
度

の
石
油
危
機

に
直
面

し
た
世
界
経
済

の
実
証
分
析
を
通
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じ

て
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
三

つ
の
危
機

は
、

一
〇
年
以
上

に
わ
た

っ
て
、
先
進
国

の
経
済
体
質

に
浸
透

し
た
。

こ
の
危
機
を
克
服
す
る

た
め
に
、
先
進
国

は
、

サ
ミ

ッ
ト
を
通
じ
て
、
当
面

の
国
際
経
済

の
不
均
衡
を
、
政
策
的
調
整
を
も

っ
て
対
応
し
て
き
た
。
だ
が
、
世
界

市

場
は
、
先
進
国
間

の
政
策
調
整
を
越
え
て
多
国
籍

企
業

に
よ
る
市
場

の
分
割
、
再
分
割

の
経
営
戦
略

の
場
で
あ
り
、
国
家
間

の
協
調
を

混
乱
さ
せ
な
が
ら
動

い
て
い
る
と

い

っ
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。

三

つ
の
世
界
経
済

の
危
機
を
も
ろ

に
か
ぶ

っ
た

の
は
、
非
産
油
発
展
途
上

国
で
あ

っ
た
。
途
上
国
は
先
進
国
か
ら
の
輸
入
品

の
価
格
上
昇
と
輸
出
品

(
一
次
産
品
)
の
価
格
低
下

に
よ

っ
て
、
累
積
債

務

の
増

大

の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を
作
り
上
げ
ざ

る
を
え
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
世
界
経
済

の
新
し
い
構
図
を
展
開
す

る
に
あ
た

っ
て
、
先
進
国

の
国
際
的
不
均
衡

の
経
済
政
策
的
調
整
は
、
当
面
す
る
ア
メ

リ

カ
、

E
C
、
日
本

の
為
替
相
場
の
不
安
定
性
を

一
時
的

に
解
決
す
る
こ
と

に
あ

る
が
、
そ

の
構
造
的
不

一
致
を
解
決

で
き
ず

に
い
る
。

そ
れ
は
先
進
諸
国
の
多
国
籍
企
業
間

の
激
烈
な
競
争
を
背
景
に
、
途
上
国

の
犠
牲

の
も
と

で
、
解
決

し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
も
ち

ろ
ん
、

一
九
七
〇
年
代
の
三

つ
の
危
機

は
、

八
〇
年
代
に
も
ち
こ
さ
れ
、
そ

の
場
、
そ

の
場
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
、
先

進
国
経
済

の
実
相
な

の
で
あ
る
。

『
新
構
図
』

の
中
で
、

と
く

に
強
調

し
た
問
題

は
こ
う
で
あ
る
。
現
代

の
世
界
経
済

の
ア
キ

レ
ス
腱
は
、

国
際
通
貨
体
制

の
改
革
を
の

ば

し
て
い
る
点

に
あ
る
。

こ
こ
で
も
I
M
F
の
本
質
と
は
何
か
。
ド

ル
の
価
値
が
実
質
的

に
低
下

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
ド

ル
が
基
軸
通
貨
体
制
を
維
持

し
て

い
る

の
か
。

こ

の
点

を

分
析
し
た
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
論

理
構
成
を
踏
ま
え
て
こ
う
指
摘

し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
の
新
し

い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
、
国
際
収
支

の
安
定
、
失
業
率

の
減
少
、
産
業

の
国
際
競
争
力
強
化
、
賃
金
抑
制
、
輸

入
課
微

金
導
入
、
投
資
減
税
な
ど

の
措
置
を
選
択
し
た
」
と
。

に
も

か
か
わ
ら
ず
、

一
九
八
七
年

か
ら
八
八
年

の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支

は
、
依

然
と
し
て
不
安
定

で
あ
り
、
部
分
的

に
圏
際
経
済
政
策
の
調
整

に
よ

っ
て
ド

ル
高
を
支
え
た
が
構
造
的

に
ド

ル
の
価
値
は
低
下
を
続
け
て

い
る
。
産
業

の
国
際
競
争
力

は
低
下
し
、
八
八
年

の
政
策

目
標
は
実
現
さ
れ
な

い
で

い
る
。
輸

入
課
徴
金
政
策

の
選
択
は
し
な
か

っ
た
も
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の

の
、

包

括
貿

易
法

(
一
九
八
八
年
八
月
)
を

通
じ

て
、
輸

入

の
抑

制
と

輸
出

の
拡

大

を

め
ざ

し
て

い
る
。

こ

の
包
括

貿

易
法

は
、

ア
メ
リ

カ
が

世
界

に
保

護
貿

易

主
義

を
宣

言

し
た

に
等

し

い
。
も

ち

ろ

ん
、

そ

れ

は

ア

メ
リ

カ
の
産

業

の
国
際

競
争

力
強
化

を

目
的

に
し

て
い
る
。

だ
が

そ

の
パ
ー

フ

ォ
ー

マ
ン

ス
は
、

ア

メ
リ

カ
が
対

外
経

済

政
策

に
お

い
て
、
政

治
権

力

を
武

器

に
、

優
位

に
立
と

う
と

す

る
保

護

主
義

的
選
択

の
表

明

で
も

あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て

『
新
構

図
』

で

の
問

題
提
起

は
、

正

し
か

っ
た
と
考

え

て

い
る
。

と

く

に
三

つ
の
危

機

を
も

ろ

に
か

ぶ

っ
た
非
産

油
発
展

途

上
国

の
問

題

は
、
よ
り
深

刻

に
先

進
国
と

の
格

差

を
拡

大
さ

せ
ら

れ
た

だ
け

で
な

く
、

新

興
国

(N
I
E
S
)

と
最
貧

国

と

の
格

差
拡

大

に
ま

で
発

展

し
て

い
る
。

こ

こ
で
は
、

「
発
展

理
論

」

の
本
質

が
改

め
て
問
わ

れ

て

い
る
。

こ
う

し
た
問
題

は
、

一
九

八
〇

年

代
後

半

の
世
界

経
済

の
体

質

の
中

に
顕

在
化

し

た
。

こ

の
問

題
を

世

に
問
う

た

の
が

『
世
界

経
済

の

再
建
』

(
一
九
八
七
年
、
以
下

『
再
建
』
)
で
あ

っ
た
。

わ
た
く

し

は
、

こ
こ
で
、

世
界

経
済

は
、

「
無
気

味

そ

の
も

の
で
あ

る
」

と

か

い
た
。

「
世
界
経

済

は
、

い

つ
大
恐
慌

が
起

っ
て
も

不
思

議

で

は
な

い
」

こ
と

を

い
く

つ
か

の
論

拠

を
踏

ま
え

て
示

し
た
。

一
九

八
五
年

は
世
界

経
済

の
転

機

で
あ

っ
た
。

こ

の
こ
と

は
、

本
論
文

の
展

開

に
と

っ
て
も

重

要
な
意

味
を
も

つ
の
で
、
あ

と

で
述

べ

る
。一

九

八
七
年

八
月

の
時
点

で
、

世

界
経

済

の
主
要

な
展

望

を
み

る
と

、

激
動

そ

の
も

の
で
あ

っ
た
。

と

く

に
資

本

主
義
世

界
経

済

の
主

役

だ

っ
た

ア

メ
リ
ヵ
経

済
が

相
対

的

に
弱

体
化

し

た

こ
と

で
あ

る
。

国
際

収
支

の
赤

字
、

と
く

に
貿
易
収
支

の
構
造

的

赤
字

に
基
づ

く

ド

ル
の
価
値

の
低
下
、

世
界

一
の
対

外

債
務

国
家

に
な

っ
た

こ
と

、
高
金

利

政

策

に
よ

る
E

C
、

日
本

の
短

期
資

金

の
吸
収
、

軍
拡

を
主
因

と
す

る

二
〇
〇
〇

億

ド

ル
前
後

の
財
政

赤
字
、

三
〇

〇
〇

余

の
中
小

銀
行

の
破
産

状
態

、
「
日

本

た
た
き

」

に

み

る

ア

メ
リ

カ
議
会

の
保

護

主
義
、

失
業
率

の
現

状
維

持
、

イ

ソ
フ

レ
再

燃
、

株
価

の
乱

高
下

な
ど

の

ア
メ
リ

ヵ
病
が

体
質

化

し
た
。

こ
う

し
た

ア

メ
リ

カ
病

が

世
界

経
済

の
再
建

を

お
く

ら

せ
た

こ
と
を

『
再

建
』

の
中

で
展

開

し
た
。

一
方
、

ア

メ
リ

カ
政
治

に
組

み
込

ま
れ
た

日
本
経

済

は
、
円

高

・
ド

ル
安

の
構
造

の
中

で
、

八
六
年

か

ら

八

七

年

に

か

け

て
、

輸
出

関
連
産

業

の
不
況

と
輸

入
関
連

産
業
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の

「
好
況

」
と

い
う

二
重

の
性

格

を
も

っ
て
進

行

し
、

「
内
需

拡

大
」
政

策

の
中

で
、

製
造

業

主
体

の

「
好

況
」

を
迎

え

る
状

況

を
作

っ

た
。

だ
が

財

テ
ク
ブ

ー

ム
の
普

及
、

金
融

自

由
化

の
中

で

の
東

京
圏

の
土
地
価

格

の
騰
貴

、

財
政
赤

字
、

租
税
負

担

の
不
公
平
、

教
育

費
、

住

宅
費

の
負

担
増

の
中

で
、
国

民
生

活

は

「
不
安
定

し

に
さ
ら
さ
れ

た
。

つ
ま

り
生

産

力

一
流

と

生
活

水
準

二
流

の
日
本

経
済
体

質
を

作

り
あ

げ

た
。

こ
の

こ
と

を
世
界

経
済

の
視

点

か
ら
展

開

し
た

の
が

前
述

の

『
再

建
』

の
第

一
部

の
論

理

で
あ

っ
た
。

そ

の
後

事
態

は
、
進

ん
だ
、

わ
た
く

し

の
指
摘

は

一
方

で
妥
当
性

を
証

明

し

た
。

だ
が

他

万
で
、

世
界
経

済

の
し
た

た
か
な
再

生
ぶ

り

の
中

で
、

と
く

に
市

民
的
視

点

か
ら

日
本
と

E
C
、

N
I

E
S

の
相

対
的

景
気

上
昇

を
正

し
く
位

置
づ

け

て
い
な

か

っ
た
。
そ
れ

は
短

期

的

な
性

格

の
も

の
で
あ

り
、

世

界
経
済

の
不
均

衡

を
抜
本

的

に
調
整

で
き

る
も

の
で
は
な

か

っ
た
。

一
九

八
七
年
末

か
ら

八

八
年

十
月

ま
で
先

進
国

の

一
時
的

景
気

回
復

を

も

た
ら

し
た

の
は
政

策

担
当
者

が
、

八

七
年

一
〇

月

の
プ

ラ

ヅ

ク

・
マ
ソ
デ

ー
の
教
訓

を
、

こ

の

一
年

間

に
自

ら

の
課
題

と

し
て
受
け

と

め
た
か
ら

で
あ

ろ
う
。

こ
の
点

を
無
視

し
て
、

八
七

年

か
ら
八

八
年

の
先
進

国
と

中
進

国
を

中

心
と

す

る
世
界
経

済

の
相

対
的

「
景
気

回
復

」

を
評

価
す

る

こ
と

は

で
き

な

い
で
あ

ろ
う
。

だ
が

構
造

的

視

点

か

ら
み

る
と

、

世
界
経

済

の
ジ

レ
ン

マ
は
続

い
て

い
る

の
で
あ

る
。

と

く

に

一
九

八
七

年

一
〇
月

一
九

日

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ソ
デ

ー

に
対
す

る
反

賓

を
、

先
進
国

の
政

策

担
当
者

は
ど

の
よ

う

に
示

し

て

い
る

の
か
、

一
九

八
八
年

一
〇

月

の
時
点

で
も

不
明

で
あ

る
。

あ

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ソ
デ

ー

の

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
株

式
市

場

の
株
価

の
大

暴

落

は
、

ア
メ
リ

カ
経

済

の
み
な

ら
ず
、

日
本
、

E
C
諸

国
、

中
進

国
な

ど

の
株

式
市

場

に
さ

ま
ざ

ま
な

打
撃

を
与

え

た
。

ア

メ
リ

カ

の
株

式
市

場

は
、

八

七
年

一
〇

月

以
前

の
株
価

水
準

に
戻

し
て

い

な

い
。
あ

の
株
価

暴
落

は
、

外

国
為

替
市

場

に
対

し

て
混
乱

を
も

た

ら
し
、

ド

ル
下
落
、

円
高
、

マ
ル
ク
高

と

い
う
各

為
替

レ
ー

ト
を

よ

り

不
安

定

に
し
た
。

そ

の

こ
と
が

同

時

に
国
際

経
済

の
不
均
衡

を

加
速
化

さ

せ
た
。

と

く

に
極
端

な

ド

ル
下

落

は
、

世
界

大
不
況

の
到
来

を
予
測
す
る
ほ
ど

の
不
安
感
を
与
え
た
。

そ
れ
は
、
現
在

の
時
点
で
も
、
財
政
赤
字

の
解
消
も
、
貿
易
赤
字

の
解
消
-

部
分
的

に
解
消

す

る
傾

向

を
見

せ
た
も

の

の
ー
ー

も

、
抜

本
的

解
決

を

で
き

な

い
状

況

に
あ

る
。

た

だ

E
C
と

日
本

の
内
需

拡

大
と

ア

メ
リ

カ
自

体

の
内
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需

好
転

に
よ

っ
て
世
界

経

済

の
景
気

回
復

が
示

さ
れ

て

い
る
だ

け

で
あ

る
。

だ

か
ら

ラ
ビ

・
バ

ト
ラ
氏

は
、

一
九

八
七
年

の
ブ

ラ

ヅ
ク

・

マ
ン
デ

ー
を

八
九
年

か
九
〇

年

に
起

こ

る

で
あ

ろ
う

「
大

暴
落
」

の

「
予
兆
」

に
す
ぎ

な

い
と
受

け
と

め
て

い
る
。

彼

の

一
九
九
〇

年

の

大

恐
慌

説

は
、

私

た
ち

の
世

界
経

済

の
構
造

分

析

の
立

場

か
ら

の
そ

れ
と

は
違

っ
て
、

彼
独

得

の

「
社
会

循
環

の
法

則
」

に
基
づ

い
て

一

九

九
〇

年
大

恐
慌
再

来

説
を

主
張
す

る
。

彼

は
、

W

・
C

:

ミ
ッ
チ

ェ
ル
、

C

・
ジ

ュ
グ

ラ
ー
、

S

・
ク
ズ

ネ

ヅ
ツ
、

N

・
D

・
コ
ソ
ド

ラ
チ

ェ
フ
の
そ

れ
ぞ
れ

の
景
気
変

動

論

に

は
規

則
性

が
な

い
と

批
判

す

る
。

こ

の
批
判

自

体

に
も
問
題
が

あ

る
。

だ
が

こ
こ

で
は
省
略
す

る
。

と

に
か
く
、

彼

は
社
会

周
期

の
法
則

に
基

づ

い
て
人
間

を
所

得
と

富

に
よ
る

の
で

は
な
く
、
気
質

と
能

力

に
よ

る
四
大
階
級

、
す
な

わ

ち
労
働

者
、
軍
人
、
知
識

人
、

利

欲
者

に
分

け

て
、
各

階
級

の
支

配

の
循

環
論

法

で
展
開

す

る
。

こ
う

し
た
四

大
階

級

の
周
期
性

で
循

環

の

論

理
を
構
成

す

る

こ
と

は
無

理

で
あ

ろ
う
。

に
も

か
か
わ

ら
ず
貨

幣

増
加
率

、

イ

ソ
フ

レ
ー

シ

ョ
ン
、

政

府
規

制

の
長
期

循
環

と
社
会

周

期

の
法

則
と

の
整

合
性

を

図

っ
て

い
る
。

だ

が
、

三

つ
の
経
済

変
数

の
関
連

は

不
明
確

で
あ

る
と

い
わ
な

け
れ

ぽ
な

ら
な

い
。

も
ち

ろ

ん
、

ア

メ
リ

カ
に
お
け
る

一
〇

年

ご
と

の
貨

幣
増

加
率

の
長
期
循

環
、

イ

ン
フ

レ
率
、

卸
売

物

価
指
数

の
解

明

は
説
得

的

で
あ

る
が
、

ど
う

し

て
社
会

周
期

の
法
則
と

の
関
係

を
結
び

つ
け
な

け
れ

ぽ
な

ら
な

い
の
か
。

一
九
九
〇

年

恐
慌

の
到
来

を
示

す

ユ
ニ
ー

ク
な

分
析

は
、

景
気

循

環

の
三
〇

年

ま

た
は

六
〇
年

ご
と

に
大
恐
慌

が

到
来
す

る
と

い
う
持

論

に
加

え

て

「
富

の
集

中
現
象

と

不
況
」

分
析

に
あ

る
。
富

の
分

配

の
極
端
な

不
均

等
が

恐

慌
時

に
発

生

し

て

い
る

と

い
う
。

だ

が

世

界
経

済

の
構

造
変

化

、
社

会
資

本

の
活
用

の
豊
富

化

、

「
福
祉

」

の

定

着

化
、

設

備
投

資

の
循

環
的

分
析

を

み

る

こ
と
が

で
き

な

い

(拙
評
、
『
エ
コ
ノ
、ミ
ス
ト
』

一
九
八
八
年
二
月
二
一一百

号
)。

ラ
ビ

・
バ
ド

ラ
は

『
一
九
九
〇

年

の
大

不
況

に
生
き

残

る
』

(
一
九
八
八
年
)

で
は
、

ア

メ
リ

ヵ
の
経
常
赤

字

の
継

続
ー

ド

ル
下

落
が

継
続

す
れ

ば
、

東

京

株

式
市

場

の
株

価

の
暴
落

を
招

き
、

そ

れ
が

日

本
資
本

の

ア
メ
リ

カ
か

ら

の
ド

ル
資
産

の
引
き

揚
げ

に

つ
な

が

る
。

さ
ら

に
こ
う

し

た
事

態

は
、

ド

ル
の
続

落

を
導
き

、

ア

メ
リ
カ

の
金

利
上
昇

に
発
展

し
、

景
気

後
退

を

招
ぎ
、

大

不
況

に
直
面

す

る
と

い
う
構

図
を
示

し

て

い

る
。

果

た

し
て
、

こ
う

し

た
構

図
が

単

線
型

を

も

っ
て
進
む

か
ど

う

か
が

大
き

た
課

題

で
あ

ろ
う
。

彼

は
現

在
採

用

し
て

い
る

ア

メ
リ

カ
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の
景
気
対
策

に
つ
い
て
は
説
得
的
な
解
明
を
行

っ
て
い
な

い
。

こ
う
し
た
問
題
を
射
程
に
お
い
て
世
界
経
済

の
構
造
問
題
を
考
え

て
み
た

い
。
私
た
ち

は
、
世
界
経
済

の
諸
問
題
を
、
国
際
通
貨
制
度

の
危
機
と
先
進
国
間
の
経
済
摩
擦

に
基
づ
く
国
際
経
済

の
不
均
衡
問
題
、
三

つ
の
国
際
経
済
危
機

の
構
造
問
題
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国

の
経
済
格
差

の
問
題
、

そ

の
典
型
的
経
済
指
標
と
し
て
の
累
積
債
務

問
題
、
社
会
主
義
諸
国

に
お
け
る
計
画
経
済
と
市
場
経
済
の
関
連
性

の
問
題
を
究
明
す
る
必
要
が
あ

る
。
社
会
主
義
経
済

の
問
題
に

つ
い
て
は
、

一
九
七
四
年

か
ら
中
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
開
放
政
策

に
注

目
し
た

い
。

従
来

の
社
会
主
義
計
画
経
済
を
踏

ま
え
た
社
会
主
義
的
市
場
経
済

の
導
入
は
、
す
で
に

一
〇
年
を
経
過
し
、
定
着
し

つ
つ
あ

り
、
他

の
社
会
主
義
国
も
注
目
し
て
き
た
が
、

ソ
連

に
お
い
て
も

一
九
八
五
年

ゴ
ル
バ

チ

ョ
フ
政
権
が
誕
生
し
て
以
来
、
ペ

レ
ス
ト

ロ
イ

ヵ

(構
造
改
革
)
路
線
が
展
開
さ
れ
、

社
会
主
義
計
画
経
済
と
市
場
経
済
と

の
関
連
性
が
問
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

社
会
主
義
諸
国
と

資
本
主
義
諸
国

の
経
済
協
力

の
問
題
が
新
し

い
次
元

で
展
開
さ
れ
る
時
代
と
な

っ
た
。
米

・
ソ
の
I
N
F
全
廃
条
約
を
出
発
点
と
し
て
、

世
界
軍
縮
を
真
面
目
に
実
践
し
な

い
限
り
、

ア
メ
リ
カ
の
経
済

の
活
力
を
発
揮
す
る
こ
と

は
で
き

な
い
の
で
は
な

い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
他

の
資
本
主
義
国

に
と

っ
て
も
同
じ
課
題

に
直
面
し
て

い
る
。
そ

の
こ
と
は
社
会
主
義
国

に
と

っ
て
も
軍
縮

を
通
じ
て
社
会
主
義
経
済

の
活
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
要
性

に
迫
ら
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
諸
国

の
経
済
改
革

の
問
題
は
他

の
機
会

に
考
え
た

い
。

と
も
あ
れ
世
界
経
済

は
、
当
面
、
米

・
ソ
の
平
和
共
存
を
前
提

に
、
先
進
資
本
主
義
国

の
諸
問
題
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
、
ど

の
よ
う

な
政
策
課
題
を
示
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
安
定
を
保
持
で
き
る
か
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
最
近

の
世
界
経
済

の
主
要
な
問
題
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
当
面
す
る
世
界
経
済

の
ジ

レ
ン

マ
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
視
角

か
ら
、

三

つ
の
世
界
経
済

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

本
稿

で
は
、
第

一
に
世
界
大
恐
慌
再
来
説

の
問
題
点
を
示
し
、
第

二
に
、
八
八
年
五
月

の
先
進
国
の
国
際
経
済
政
策
調
整

の
課
題
と
し

て

の

「
サ
ミ

ッ
ト
」
の
経
済
宣
言
を
検
討
し
、
第
三
に
世
界
経
済

の
重
要
課
題
と
し
て
の
累
積
債
務
問
題
解
決

の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
問
題
を
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検
討
し
、
今
後

の
課
題
を
考
え
て
見

た

い
。

一
一

世
界
大
恐
慌
再
来
説
の
問
題
点

①

株

価
大

暴

落

の

噛
九

二
九
年

と

一
九

八
七
年

八
七
年

一
〇

月

一
九

日

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ソ
デ

ー

の
株

価

暴
落

を
、
当

時

の
数

カ
月

の
動
向

を
見

て
、
二
九
年

一
〇

月

の
大

恐
慌

に
共
通

し
た
現
象

で
あ

る
と

主
張

し
た

の
は

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
た

ち

で
あ

っ
た
。

例
え

ぽ
、
八

七
年

一
〇

月

の
株

価
大
暴

落

の
評
価

を

み
る
と

、
同

年

ニ

ュ
1

ヨ
ー

ク
ダ

ウ
が

ピ

ー

ク
を

示

し
た

の
は
、

八
月

二

五

日
の
二

・
七

二
ニ

ド

ル
か
ら
、

一
〇

月

一
九

日

の
五
〇

八

・
三

ニ
ド

ル
の

大
暴

落
を

し
た

期
間
が

約

五

五
日
、
一
方
、
二
九
年

当
時

の
最

高

値
を
付

け

た
九

月
三

日
か
ら
五

五

日
を
経
過

し
た

一
〇

月

二
八

日

に

「
暗

黒

の
木
曜

日
」

を
迎

え
た
。

下
げ

幅

の
割

合

は
、

八
七
年

の

一
〇

月

一
九

日
が

一
日

で
二
二

・
六

%
で
あ

っ
た

の
に
対

し

て
、

二
九
年

は
、

そ
れ

を
上

回
る

二
三

%

で
あ

っ
た
。

ま
た
暴
落

後
、
二
日
続

伸
、
三

日

目

に
反

落

し

た
点
は
共

通

し
て

い
る

(第
-
図
参
照
。
な
お
念
の
た
め

第

一
表
の
主
要
国
の
経
済
指
標
を
参
照
さ
れ
た
い
)。

こ
れ

は
あ

く

ま

で
も

株
価

の
上

下
落

の
動
き

の
共
通

し

た
点
を

い

っ
た
だ
け

で
あ

っ
て
、

そ

の
株
価

の
上
下

降

の
経
済

的
構

造

の
背

景
と

の
関
連

の
説

明
な

し

に
、

株

価
変

動

の
み

の
共
通
性

を

示
す

だ
け

で

は
不
十
分

で
あ

る
。

一
九

二
九
年

十
月

の

「
大
恐
慌

」

は
、

ア

メ
リ

ヵ
資

本

主
義

の
歴
史

の
み
な

ら
ず
、

イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ソ
ス
、

ド

ィ

ッ
、

日
本
な

ど

の

当
時

の
資

本
主
義

の
歴
史

に
お

い
て
も

、

従
来
経

験

し
た

こ
と

の
な

い
深

刻
な

「
循

環
性

恐
慌
」
と

い
わ

れ

て

い
た
。

つ
ま

り
物
価
が

好

況

期

に
上
昇

し
、
不
況
期

に
下
落

す

る
と

い
う
循

環

の
パ

タ
ー

ン
で
あ

る
。

さ

ら

に
失
業
者

は
好

況
期

に
吸
収
さ

れ
、
不
況

期

に
増

大
す

る
。

と

く

に
大

不
況

期

に
は
、
産

業

の
利

潤

は
極
端

に
低

下
す

る
だ

け

で
な

く
、

賃

金
も

ま

た
低
下

す

る
。

労
働
者

に
と

っ
て
は
、

賃
金

の
低

下
だ
け

で
は
な

く
、

雇

用
機
会

の
縮

小
、

社
会

不
安

の
拡

大
再

生
産

を
伴

う
。

一
九

三
二
年

の

ア

メ
リ

カ
産
業

は
、

二
九
年

の
半

分
以

下

の
生
産

に
低

下

し
、

賃

金

は
六
〇

%

に
低

下
し
、

配

当
金
も

六
〇

%

に
低
下
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し
た
。
当
然

の
こ
と
で
あ
る
が
株
価

の
暴
落
を
み
る
と
、
例
え
ぽ
、

二
九
年

の
恐
慌
以
前

の
繁
栄
期

に
は
、
七
ニ
ド

ル
四
分

の
三

セ
ソ
ト

で
あ

っ
た
G
M
の
普
通
株
は
、
恐
慌
時

に
三
六
ド

ル
に
下
が
り
、
三
二
年

に
は
、
な

ん
と
七
ド

ル
以
下

に
下
が

っ
た
。
電
機
株
も
、
恐
慌

前

に
は

一
〇
〇
ド

ル
で
あ

っ
た
が
、
恐
慌

に
よ

っ
て
二
六
ド

ル
に
、
さ
ら
に
ニ
ド

ル
半

に
下
落
し
た
。
小
麦
や
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど

の
農

産
物
価
格
も
四
分

の

一
に
低
下
し
た
。
農
民

の
大
多
数
が
、
莫
大
な

不
動
産
抵
当
債
務

に
し
ば
ら
れ
、
身
動
き
も

で
き
な
か

っ
た
。
そ
し

て
最
大
の
惨
状
は
、
約

一
三
〇
〇
万
人

の
失
業
者
を
だ
し
た
こ
と

で
あ

る
。
歴
史
学
者

で
あ

る
A

・
シ

ュ
レ
ジ

ン
ガ
ー
は

一
九
三
三
年

の

ア
メ
リ
カ
社
会

の
実
相
を
こ
う
叙
述

し
た
。

「
い
た
ま
し

い
情
景
が

ア

メ
リ

カ
国
内

の

第1図1929年 と1987年 の株価 の比較

〔出所〕 日本 経 済 新 聞1987.11.2.

い
た

る
と

こ
ろ

に
み
ら
れ

た
。

閉

鎖

さ
れ

た

店
、
職

を
求

め

て
さ

ま

よ
う
人

の
群
、
靴

の
破

れ

目
を
新

聞
紙

で
ふ
さ

い
で

い
る
姿
、

給
食

所

の
前

に
な

ら

ん
だ

浮

か
ぬ
人

の
行
列
、

一

椀

の
あ

た
た

か

い
ス
ー
プ

に
、

し
ば

し
寒

さ

を

し

の
ぐ

人

々
、

ご
み
捨

て
場

に
も
え

る
焚

火

に
か
ざ

す
垢

で

よ
ご
れ

た
手
、

フ
ー
バ

ア

の
政

策

に
対
す

る
憎
悪
と

無
関

心
…

…

つ
か

ま
え

ど

こ
ろ

の
な

い
頼

り
な

さ
と

恐
怖
と

が
、

あ
ら

ゆ
る
と

こ
ろ

に

充
満

し

て

い
た
」

(}

Gり
o置
Φ。。ぎ
αq
。さ

℃
o簿
一畠
一

p乱

。。o息
巴

鴨
〇三

げ
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第1蓑 主要国の経済指標の比較

貿 易 収 支

GNP比

経 常 収 支

GNP比

支

支

収

比

収

比

P

P

易

N

常

N

G

G

貿

経

国際収支(GNP比 は%,▲ は赤 字)

「 米国(百 万 ドル)「
1927年19281929

6801,437842

--0
.8

72'11,027760

--0
.8

「 日 本(億 ドル)「

19841981986

443560928

3.54.14.6

350492859

2.83.64.3

「 英国(百 万Oン ド)「
192719281929

-,366×350×382

▲7.5▲7.2▲7.7

101124103

2.12.52.1

「 米 国(億 ドル)「

19819851986

▲1,224▲1,336▲1,562

f3.2×3.31ｺ3.6

▲1,065▲1,177▲1,424

f,2.8e2,91ｺ3.3

米 国

英 国

ド イ ツ(西 独)

日 本

卸売物価(対 前年上昇率%,▲ は下落)

1927年1928

f4.22.1

▲4。1▲1.4

3.014.9

f5.00.7

1929

f1.4

×2.2

2,2

×2.8

1985

0.9

5.5

2.2

t,1,1

198619877～9月

rｺ1.43.3

4.53.

X3.OX1.6

▲9.3▲1.2

鉱工業生産(対 前年増加率%,▲ は減)

米 国

英 国

ド イ ツ(西 独)

日 本

1927年1928

×2.04.2

-▲1 .0

25.91.7

-8
.2

19291985

7.91.9

5.04.6

LO4.0

1L54.6

198619877～9月

1.14.9

4～6月

2.02.8

2.IXO.2

7～9・

▲0.44.6

米 国

英 国

ド イ ツ(西 独)

日 本

公 定 歩 合 年(%)

19271928

5.4814,H3

4.504.50

7.00z.00

5.505.50

1929

5.66

5.54

7.00

5.50

Ei.5-6.0一ｺ5.5一ｺ6.0

86/786/887/9

9.5→9.0→10.0→9,5

87/587/887/IO

4.0→3.5→3.0

86/387/1

4.0→3.5→3.0→2.5

86/486/1S7/2

〔出 所 〕 日本経 済 新 聞1987.11.2.
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o
{
〉
ヨ
㊦旨
雪

需
。
蔦
ρ

一。。Φ
。。～
同逡
P

お
念
・)
と

い
う
。

こ

の

こ
と

は
、

ロ
バ

!
ト

・
ネ

エ
サ
ソ
の

『
い
ま

ひ
と

た
び

の
春
』

に
も

、
当

時

の
恐
慌

に
お
そ

わ
れ
、

生
活

に
困

っ
た
人

々
の
情

景
が

見
事

に
描

か
れ

て

い
た
。

こ
の
情

景

は
、

政

策
担

当
者

の
市

場

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
の
政

策

失
敗

の
み
な

ら
ず
、

市

場
経

済

の
放
任

性

の
矛
盾
が
、

一
般

市

民

の
犠

牲

に
お

い
て
展
開

さ
れ

た

こ
と
を

示

し
て

い
る
。

二
九
年

恐

慌
は
、

そ
れ

以
前

の
銀

行
恐

慌
1
↓

産

業
恐
慌

と

い
う
形
態

で

は
な

く
、

株

式

恐

慌
1
↓

産
業

恐
慌
1
↓

農
業

恐
慌

-
↓

銀

行

恐
慌

と

い
う
形
態

を

と

っ
て

い
る

の

で
、

単
純

な

国
民
経
済

に

お
け

る

「
循
環

性
恐
慌

」

で
は
な

く
、

当
時

の
イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ソ

ス
、

ド

イ

ツ
、

日
本
な

ど

へ
の
イ

ソ
パ
ク
ト
を
与

え

た
点

で
、

世

界
恐

慌

と

い
う
性

格
を

示

し

た

の
で
あ

る

(
こ
の
点
の
重
厚
な
分
析
に
平
田
喜
彦

・
俺
美
光
彦
編

『
世
界
大
恐
慌

の
分
析
』
有
斐
閣
が
あ

る
、
一
九
八
八
年
。)。

こ
こ
で
二
九
年

恐
慌

論

の
問
題

点
を

敢
え

て
指
摘

す

る
と

す
れ

ば
、

大

恐
慌

は

「
循

環
性
」

と

同
時

に

「
世
界
性
」

を
も

っ
て
展

開
し

た
と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

一
方

、

二
九

年
恐

慌

の
背
景

と

八
七
年

の
株
価

大

暴
落

と

の
違

い
は
、

株
式

恐
慌

か
ら
産

業
恐

慌

へ
、

さ
ら

に
金
融

恐
慌

へ
と
発

展

し

な

か

っ
た
点

に
あ

る
。

も

ち

ろ

ん

一
九
九
〇

年

の
射

程

を

入
れ

て
考

え

る
と
、

大
恐

慌

の
可
能

性

は
、

現

時
点

で
、

ア

メ
リ

ヵ
政
府

の
恐

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

慌
克
服

の
政
策
選
択
が
不
十
分
な
ら
ば
、
大
恐
慌

の
可
能
性

は
十
分

に
あ

る
と

い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

と

こ
ろ
で
、
二
九
年

の
為
替
制
度
を
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は

「
金
本
位
制
」
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時

の
資
本
主
義
を
支

え
、
市

場
経
済
を

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
す
る
柱

で
あ

っ
た
。
現
象
的

に
い
う
な
ら
ぽ
、
先
進
国
の
中
央
銀
行
が
も

っ
て
い
る
金

の
量

に
見
合
う

だ
け
の
通
貨
を
発
行
す
る

シ

ス
テ

ム
が

「
金
本
位
制
」

で
あ

っ
た
。
「
金
本
位
制
」

は
当
時

の
国
際
経
済
を
統

一
し
た
価
値
尺
度
と
国
際

的
流
通
手
段
と
し
て
の
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
当
時
、
産
業

の
競
争
力
が
強
く
て
輸
出
が
増
加
す
る
と
、
金
が
流
入
し
、

通
貨
供
給
量
も
増
加
し
、
し
た
が

っ
て
物
価
も
上
昇
す
る
。
逆

に
産
業

の
競
争
力
が
弱
く
な
れ
ぽ
、
輸
入
が
増
加
し
、

国
際
収
支
が
バ
ラ

ン
ス
す
る
と

い
う

メ
ヵ

ニ
ズ

ム
が
成
立
し
て
い
た
。

し
た
が

っ
て

「
金
本
位
制
」

の
も
と
で
は
、
各
国
の
中
央
銀
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
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貨
を
、
金
を
仲
介
者
と
し
て
為
替
相
場
を
決

め
て
い
た
。
そ
し
て
当
時

の
世
界
経
済

の
経
済
的
主
導
権
を
も

っ
て
い
た
の
は
イ
ギ

リ
ス
で

あ
り
、
当
然

イ
ギ

リ
ス
ポ

ソ
ド
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
基

軸
通
貨

で
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
は
、
ポ

ン
ド
を
テ

コ
に
国
際
通
貨
体
制
に
お
い
て
指
導

権
を
発
揮
し
た
。
ま
た

イ
ギ

リ
ス
は
、
す

で
に
国
際
経
済
力

の
地
位
が
低
下
し
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
支
配
力
を
も

っ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
基
軸
通
貨
国
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
ポ

ン
ド
高
政
策
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
輸
入
が
増
大
し
て
も
金

の
量
は
減
ら
ず
、

国
内
物
価

は
高
値
安
定
基
調
を
示
し
、
貿
易
赤
字
を
増
大
さ
せ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ポ

ン
ド
相
場

の
変
動
は
、
国
際
的
金
移
動
を
招

き
、
そ
れ
が
国
際
的
資
本

の
絶
対
的
過
剰
生
産
を
も
た
ら
し
た
。

一
方

ア
メ
リ
カ
は
、
当
時
世
界
で
最
大

の
貿
易
黒
字
国
で
あ

っ
た
。

ア

メ
リ
カ
の
企
業
は
、

こ
の
黒
字
資
金
を
株
式
市

場
で
の
株
式
投
資

に
ま
わ
し
た
。

そ
れ
は
ウ

ォ
ー
ル
街

の
株
式
市
場
に
お
け
る
異
常
な
株

価
騰
貴
と
な

っ
た
。
政
府
は
こ
の
事
態
を
放

っ
て
お
け
ば
、
市

場
は
半
ぽ
無
政
府
状
態

に
な
る
。

し
た
が

っ
て
政
府
は
、

こ
の
株
式
投
機

熱
を
抑
制
す
る
た
め
、
積
極
的
な
金
融
引
締
め
政
策
を
実
施
し
た
。
だ
が

こ
の
こ
と
が
総
合
的
経
済
政
策

の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
な

い

た
め
に
、
国
内
需
要
を
抑
制
し
、
貿
易
黒
字
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
政
府

の
高
金
利
政
策
に
よ

っ
て
欧
州

の
短
期
資
金
が
流
入
し
た

(『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
八
八
年

一
一
月
二
日
畢
)。

こ
う
し
た
背
景

の
も
と

で
、

二
九
年

一
〇
月

一
.四
日
の
株
価

の
大
暴
落
が
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
な
お
、
欧
州

に
投
資
し
て
い
た

ア
メ
リ

カ
の
企
業
家
が
、
国
内

の
高
金
利

の
た
め
、
欧
州
か
ら
資
金
を
引
き
上
げ
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
三

一
年

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
銀
行
破
産
を

招
来
し
た
り
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ッ
へ
と
恐
慌
が
波
及
し
、
同
時

に
そ

の
反
作
用
が

ア
メ
リ
カ
に
お
そ

い
恐
慌
を
よ
り
深
刻
化
し
、
そ
れ

は
、
循
環
性
恐
慌
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
恐
慌

の
性
格
を
お
び

た
の
で
あ
る
。

当
時
、

ア
メ
リ
カ
は
黒
字
国
で
あ

っ
た
か
ら
利
子
率
を
引
き
下
げ
、
内
需
を
拡
大
す

べ
き
だ

っ
た
の
に
そ
れ
を
し
な
か

っ
た
が
ゆ
え

に
、

株
式
恐
慌

は
金
融
恐
慌
、
産
業
恐
慌
、
農
業
恐
慌
と
い
う
三

つ
の
相
乗
作
用
を
も

っ
て
進
行
し
た
。

一
九
二
九
年
恐
慌
は
、
従
来

の
変
形

し

た
循
環
性
恐
慌

の
性
格
と
同
時

に
世
界
恐
慌
的
性
格
を
同
じ
に
内
包
し
て
い
た
と
い

っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
で

一
九
八
七
年
問
題

に
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入

る
。

一
九
八
七
年

の

ニ
テ

〒

ク
の
株
価
大
暴
落

は
社
会
経
済
的
背
景
と
そ

の
諸
条
件
が

か
な
り
違

っ
て
い
る
。
資
奎

義
ま
た
は
市
場

経
済
と

い
う
本
性

に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
本
性

の
実
現
形
態
は
異
な

っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
今
日
G
5
や
G
7
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
・
国
際
的
政
策
調
整
機
能
を
活
用

し
て
い
る
点
で
、

か
な
り
相
違

し
て
い
る
。

二
九
年
当
時
は
、

こ
う
し
た
調
整
機
能

は
存
在

し
て

い
な

か

っ
た
・

と

く

に
為
替

¥

ト
、

投

資
、

イ

ソ
フ

レ
抑
制

、

雇
用
、

財
政

・
金

融

な
ど

の
分
野

で

の
政
策

嚢

作

用
を

展
開

し

て

い
る
点

で
、

あ

る
程
度

の
有

効

性
を

示

し

て

い
る

よ
う

に
み
ら

れ

る
。

だ
が

一
方

で
・

ア

メ
リ
ヵ
・

西
ド

イ

ツ
、

日
本
、

イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ソ

ス
な
ど

の
政

策
担

当
者

が
、

そ

れ
ぞ
れ

の
ナ

シ

ョ
ナ

ル
な

イ

ソ

タ

レ
ス
ト
を
基
礎

に
お

い
て

の
国

際
的

調
整

作
用

を
期

待

し
て
も
、

そ

れ

は
限

界
性

を
も

た
ざ

る

を
え
な

い
。

そ

れ
ぞ

れ

の
参

加
国

は
、

ど
う

し

て
も

ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
を
優

先
し

て
対
応

せ
ざ

る
を
え
な

い
。

と

く

に
ア

メ
リ

ヵ
の
保
護

主
義
的

態
度
が

目
立

っ
て
い
る
。

G

5
、

G

7
に
お

い
て
も
・

ア

メ
リ

ヵ
の
保

護

主
義
を

ど

の
よ

う

に

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
か
が

た
え
ず

問

題

に
な

っ
て
い
る

の
み
な

ら
ず
、

G

5

や

G
7

に
お
け

る
国
際

的
政

策
協

調
政

策
が

展
開

さ

れ

て
も

、
多

国
籍

企
業

や
多
国
籍

銀
行

を

中

心
と
す

る
国

際
的

機
関

投
資
家

に
よ
る

世
界
市
場
支
配
優
先

の
原
票

作
用
し
て
い
る
限
り
、
そ

の
協
調
肇

機
態

必
然
的

に
限
界
性
を
も
た
ざ
る
を
え
な

い
。

一
九

八
七
年

一
〇

月

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ソ
デ

ー
が

そ

の
事

例

に
当

る
と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

一
九
八
七
笙

○
月

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
三

て

を
招
来
し
た
構
造
要
因
を
、

こ
う
整
理
し
て
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

ア
メ
リ
ヵ
の
経
常

収
支
構
造
が
赤
字
で
あ

る
と
同
時

に
財
政
構
造
が
赤
字
体
質
で
あ

る
こ
と
、
最
大

の
債
務
国
家

に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
基
軸
通
貨

と
し
て

の
ド

ル
の
価
値
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど

の
相
乗
作
用
に
よ
る
も

の
と

お
も
わ
れ
る
。

さ
ら

に
こ
う
し
た
諸
要
因
を
生
み
だ
し
た

メ
ヵ

ニ
ズ

ム
を
み
る
と

こ
う
で
あ
る
。

{
九
六
〇
年

代
か
ら
、

ア
メ
リ
ヵ
企
業
の
世
界
市
場

進

出

に
よ

っ
て
・

ア

メ
リ

ヵ
国
内

に
お
け

る
産

業

の
空
洞

化
現
象

が

始

ま

っ
た
。

そ
れ

は
、
自

動

車
、

宇
宙
肇

、

化

学

工
業

、
石
油

産
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業
、

電

子
工
業
な

ど

の
分

野

に
お
け

る
大

企
業

が
積

極
的

に
西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

へ
の
投
資

活
動

を
展

開

し
た
。

当
時

の

ア
メ
リ

カ
多

国
籍

企

業

の
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

へ
の
直

接
投

資

に
よ

る
現

地
生
産
方

式

は
、

現
地

市
場

で

の

ア
メ
リ

カ
企
業

の
集
中
化

を

促
進

し

た
だ
け

で
な
く

、

E

C
企
業

の
集
中

化
も

促
進

し
、

E
C

の
域
内

貿

易
を

活
性
化

さ

せ
た
。

一
方

ア

メ
リ

カ
多

国
籍

企
業

は
、

現
地

で

の
生
産

し
た
商
品

を

ア

メ
リ

カ

へ
輸

出
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

ア

メ
リ

カ
の
国
際
収

支

の

マ
イ

ナ
ス
要

因
を

も

た
ら
す

こ
と

に
な

っ
た
。

つ
ま

り

ア

メ
リ

カ
の

西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

へ
の
資

本
輸

出

に
よ

る
資

本
収

支

の
赤

字
と

ア

メ
リ

カ
商
品

の
逆
輸

入

に
よ

る
商

品
収
支

の
赤

字
が

国
際

収
支

構
造

を
変

形

さ

せ
た

の
で
あ

る
。

さ
ら

に

一
九

七
〇
年

代

の
国
際

通
貨

危
機

と

二

つ
の
石
油

危
機

は
、

ア
メ
リ

カ
の
国
際

収
支

の
赤

字
構
造

を
促
進

し
た
。

い
や
逆

に
こ

の
構
造

が
基

軸

通
貨

で
あ

る
ド

ル
の
価
値

を

低
下

さ

せ

て

い

っ
た

の
で
あ

る
。

一
方
、

七
〇

年
代
後

半

か
ら

八
〇

年

代

に
か
け

て

の
ド

ル

高

の
構
造

は
、

ア
メ
リ

カ

の
輸
出
体

制

を
動

揺

さ
せ
、

日
本
、

西
ド

イ

ッ
の
貿
易

黒
字
体

制

の
構

造

を
作

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

他

方
、

八
〇
年

代

に
入

っ
て

の

ア
メ
ロ
.
カ
の
高

金
利

政
策

は
、

他

の
資

本
主

義
諸

国

の
短

期
資

金

の
流

入
を
招
き

、
資

本
収
支

の
赤

字
要

因

を
作

り
だ

し
た
。

の
み
な

ら
す
、

発
展

途

上
国

に
お

い
て
は
、

累
積

債
務

危
機

を
発

生

さ

せ
た

の
で
あ

る
。

こ
う

し
た
背

景

の
中

で
、

八
〇

年

代

に
入

っ
て
日
米
経

済
摩

擦

は
深

刻
化

し
た
。

そ

れ
だ

け

で
な
く
、

米

・
E
C
経
済

摩
擦

を
も

た
ら

し
、

世
界
経

済

に
お
け

る
先

進
国

間

の
経

済

摩
擦
が

恒
常

化

し
た
。

と

く

に

ア
メ
リ

カ
は
財
政

赤

字
と

貿
易
赤

字

を
ど

の
よ
う

に
解

消
す

る

か
を
問
わ

れ

た

の
で
あ

る
。

八
七
年

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ン
デ

ー
を
も

た

ら

し
た
要

因

は
、

こ
う

し
た
論

理
を

前
提

に
考
え

る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

し
た
が

っ
て

「
円

と
ド

ル
」

の
技

術

的

対
応

の
問
題

で
は
な

く
、
構

造

的
問
題

な

の
で
あ

る
。

つ
ぎ

に
私

た
ち

は
、

八
七
年

の

ア
メ
リ

カ
経

済

を
点
検

し

て
み

よ
う
。

一
九

八
七
年

の
貿

易
赤

字

は

一
、

七

一
二
億

ド

ル
で
あ

り
、

ア
メ

リ
カ
貿

易
史
上

最

高
額

を
記

録

し
た
。

だ

が
実

質

ペ
ー

ス
で
貿

易
収

支

を

み
る
と
、

輸
出

が
前

年

比

一
一

.
五

%
伸
び

る
な
ど

不
均
衡

是

正

の
兆
候

も
示

し

た
。

構
造

的

に
は
変
化

を

み
る

こ
と
が

で
き

な

い
。
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八
七
年
は
、
製
造
部
門
が
順
調

に
伸
び
、
「
生
産
誘
発
効
果
」

の
大
き

い
輸
出

の
増
加
を
も
た
ら
し
、

設
備
投
資
も
伸
び
、

雇
用
は
、
五

%
台

に
回
復

し
た
。

八
八
年

の
製
造
業

の
設
備
投
資

は
、

前
年
度
よ
り
、

一
〇

%
近
く
増
大
し
た
。
短
期
的

に
、

ド

ル
安

に
よ
る
輸
出
増

加
を
見
せ
た
こ
と
を
評
価
し
て
よ

い
。
だ
が
次

の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し

て

い
る

(昭
和
六
三
年
新
書
版

『通
商
白
書
』

一
三
ー

一
四
ペ
ー

ジ
。
図
表
を
略
す
)
の
で
検
討

の
対
象

に
す

る
。

①

ア
メ
リ
カ
の
労
働
生
産
性
上
昇
率

は
回
復
し

つ
つ
あ

る
も

の
の
、

日
本
、

西
ド
イ
ッ
を
下
回

っ
て

い
た
期
間
が
長
く
、
競
争
力

の

低
下
が

み
ら
れ
る
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
雇
用
削
減

に
よ

っ
て
生
産
性
上
昇
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

一
般
的

で
あ
る
こ
と

に
も
留
意
す
る
必

要
が
あ

る
。
労
働

コ
ス
ト
の
面
で
は
、

ド

ル
安

に
よ
り

ア
メ
リ
カ
製
造
業
が
相
対
的

に
有
利
化
し
て
き

て
お
り
、
価
格
が
競
争
力
を
左
右

す
る
商
品

の
国
際
競
争
力
を
高

め
て

い
る
が
、
商
品
差
別
化
が
進
み
品
質
等
非
価
格
競
争
力
が
大
き
な
意
味
を
持

つ
商
品
で
は
必
ず
し
も

競
争
力

の
回
復

に

つ
な
が

っ
て

い
な

い
。

こ
れ
は
、
競
争
力
指
数

の
回
復

の
度
合

い
が
、
化
学
製
品
、
原
料
別
製
品

に
お
い
て
大
き
く
、

機
械

・
輸
送
機
器
で
小
さ

い
。

②

八
七
年
ま

で
の
設
備
投
資
を
見

る
限
り
、
製
造
業

の
設
備
投
資

の
内
容

は
合
理
化

・
効
率
化

の
た

め
の
投
資
が

主
体
で
あ

っ
た
。

生
産
財
耐
久
財
投
資
で
は
、
合
理
化

の
た
め
の
情
報
処
理
関
連
機
器
が
中
心
で
あ

り
、
建
物
投
資

で
も
工
場
向
け
投
資
は
む
し
ろ
減
少
し

て

い
る
。

③

ア
メ
リ
カ
の
輸
出
比
率
は
、
回
復
傾
向
に
あ

る
も

の
の
、
依
然
低

い
水
準

に
あ
る
。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
ヵ
の
内
需
が

相
対
的
に
強

い
こ
と
、
為
替

レ
ー
ト
の
変
化
が
急
速
で
あ

る
た
め
企
業

の
対
応
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
等

に
加
・兄
、
基
本
的

に
企
業
の
輸
出

マ
イ
ン
ド
が
乏

し
い
こ
と
を
指
摘
で
き

る
と
。

こ
の
指
摘
は
合
理
性
を
も

っ
て

い
る
。

問
題
は
、
製
造
業

の
回
復
力
が
従
来

の
ア
メ
リ
ヵ
産
業

の
底
力
と
し
て
で
て
こ
な

い
の
は
な
に

か
、

こ
の
点

の
分
析
が
十
分
で
な

い
と
お
も
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
産
業

の
空
洞
化
の
中
で
、
そ
れ

に
対
応
で
き
な
く
な

っ
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た
点
を
明
確

に
し
て

い
な

い
。

依
然
と
し
て
ド

ル
の
価
値
が
弱
体
化
し
て
い
る
の
は
、

ア
メ
リ
ヵ
の
政
策
担
当
者
が
、
日
本
、

E
C

に
協
力
を
求
め
て
、
為
替

レ
ー
ト

の
調
整
を
図

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸

入
が
拡
大
し
た
こ
と

に
あ
る
。
前
述

し
た

『
通
商
白
書
』

で
も
、

ア
メ
リ
カ
の
対
外
不
均
衡
は
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
下
で
の
個
人
消
費
、
政
府
支
出
の
増
加
が
、
供
給
能
力

の
増

加

(設
備
投
資
の
増
加
)
に
比
べ
て
速

い
テ
ソ
ポ
で
進

ん
だ
こ

と
に
よ

つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と

い
う
。
特

に
、
個
人
消
費
が
貯
蓄
率

の
低
下

を
伴
う
形
で
長
期
間
拡
大
し
続
け
た

こ
と

は
、
消
費
を
中
心

と
し
た
輸

入
を
増
加
さ
せ
、

ま
た
、
民
間
純
貯
蓄

の
赤
字
を
も
た
ら
し
た
。
そ

の
結
果
、
八
七
年

に
は
政
府
部
門

の
赤
字
は
相
対
的
に
減

少
し
た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
対
外

不
均
衡
は
拡
大
し
た
と
。

他
方
、

八
五
年
か
ら
八
七
年
央
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
株
価
上
昇
は
、

一
時
的
金
利
低
下

に
よ
る

「
金
融
相
場
」

に
よ
る
と
考
え
ら

れ
た
が
、

八
七
年
央
よ
り
、
市
場
金
利

の
上
昇
傾
向

に
対
し
、

F
R
B

(
ア
メ
リ
カ
連
邦
理
事
会
)
は
、

八
七
年
九
月
四
日
、
公
定
歩
合
を

引
き
上
げ
た
。
そ

の
結
果
、

一
〇
月

一
九
日
に
、
株
価

は
暴
落

し
た
。
も
ち

ろ
ん

一
〇
月

一
四
日
発
表

の
貿
易
収
支
赤
字
が
予
想
を
上
回

っ
た
こ
と
、

一
層

の
金
利
上
昇
懸
念
を
招

い
た
こ
と
も
、
株
価
大
暴
落

の
原
因
と
さ
れ
た
。
そ
れ

に
は
、
前
述
し
た
、
財
政
赤
字
、
貿
易

赤
字
お
よ
び
家
計
部
門

の
赤
字

の
相
乗
作
用
に
よ
る
と

う
け
と

め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

財
政
赤

字
は
、

ア
メ
リ
カ
経
済

の
体
質

に
あ
る
。

八
五
年

に
は

一
七
〇
〇

億
ド

ル
台

で
あ

っ
た
が
、
八
七
年
度

に
は
、
約

一
五
〇
〇
億

ド

ル
に
急
減
し
た
。
そ

の
後
歳
入
増
を
み
た
が
、

こ
の
増
加
は
、
『
通
商
白
書
』
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
税
制
改
革

に
よ
る
駆
け
込
み
的

な
歳
入
増

に
よ
る
も

の
も
あ
り
、
財
政
赤
字
削
減
が
軌

道
に
乗

っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
」

(同
上
、
二
〇
ペ
ー
ジ
)
と
。

こ
の
点
は

同
感
で
あ
る
。
財
政
赤
字

の
主
要
な
要
因
は
、

レ
ー
ガ
ン
が
主
張
し
た

「
力

の
あ

る
」

ア
メ
リ
ヵ
の
名

の
も
と

に

「
軍
拡
」
政
策
を
選
択

し
た
か
ら

で
あ

る
。

一
九
八
〇
年

の
国
防
支
出
総
額

は
、
約

一
、
四
四
〇
億

ド

ル
、
で
あ

っ
た

の
が
八
三
年

に
は
約
二
、
四
〇
〇
億
ド

ル

そ
し
て
八
六
年

に
は
約
二
、

八
五
七
億

ド
ル
に
上
昇
し
た
。

八
六
年
度

の
国
防
費
は
全
予
算
構
成
比
の
二
九

・
三
%
で
あ

る
。
社
会
保
障
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費

の
二

七

・
七

%
を

上
廻

っ
て

い
る
。

い
う

ま

で

も

な

い
が
、

八
五
年

四
月

ア

メ
リ

ヵ

下
院

予
算

委
員

会

(ジ
ョ
ー
ズ
委
員
長

.
民
主
党
)

は
、

こ
う

し
た
事

態

を
恐
れ

て

「
経
済

政

策
と

成
長

に
関

す

る
特

別
研
究
」

を

報
告

し
た
。

そ

こ
で

は
国
防
支

出
が

高
水
準

を
続

げ

る
と
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

雇

用
、

イ

ソ
フ

レ
ー

シ

ョ
ン
の
両

面

に
わ
た

っ
て
悪

い
イ

ン
パ
ク

ト
を
及
ぼ

す
だ

け

で
な
く
、

と
り

わ
け

長
期
的

な

経

済
成

長

に
は

マ
イ

ナ

ス
に
働

く
、

と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
だ

け

で
な

く
民

間

部
門
技

術
者

が

国
防

部
門

へ
流
出
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

民

間
部
門

の
国
際

競
争

力

を
低

下

さ

せ
る
要

因

に
も

な

っ
て

い
る
。

国
防

費
支

出
増

大

は
、

ア

メ
リ

カ
経

済

の
体

質

を
硬
直

化
さ

せ
、

鉱

工
業
生
産

性

の
低
下
と

労

働
意

欲

の
低

下
を
招

い
た

の
で
あ

る
。

そ
れ

は

ア

メ
リ
カ

の
大

不
況

の
間

接
的
な

要

因
と
も

な

っ
て

い

る
。

こ

の
点
、

国
際

的
与

論
も

さ

る

こ
と

な
が

ら
、

レ
ー

ガ

ン
政
府

は
、

八

七
年

=

一月

八

日
、

ソ
連

の
ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
書

記
長

と
、

中

距

離

核

ミ
サ
イ

ル

(I
N
F
)
を

全
廃

す

る
条
約

に
調
印

し
、

八
八
年

五

月
末

か
ら

六

月

に

か
け

て

の
モ

ス
ク

ワ
で

の
米

・
ソ
の

サ
ミ

ッ

ト

で
批

准
書

を
交
換

し
た
。

そ
れ

は
両

国

の
軍
縮

へ
の
表

明

で
も
あ

っ
た
。

こ
の
前

提

に
は
、

八
七
年

一
一
月

二
〇

日
、

政

府
が

財

政
赤

字
削

減

を
、
株

価

の
大

幅
な

下
落

に
対

応

し

て
、

議
会

と

の
間

で
、

八
八

年

に
三
〇

〇
億

ド

ル
程
度

の
赤

字

を
削

減

す

る

こ
と

に
合

意

し

た

い
き

さ

つ
が

あ

っ
た
。

八

八
年

一
二
月

二
二

日

に
は
、

予
算

調
整
法

及

び

一
括
歳

出
法

が

成

立
し
、

財
政

赤
字

削

減
額

は
、

結
局

八

八
年
度
、

三

三
三

億

ド

ル
、

八
九
年

四

五
九
億

ド

ル
と

さ
れ

て

い
る
。

ア

メ
リ
カ
経

済

は
、

ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ン
デ

ー
と

い
う
、

一
時
的

大
不
況

を

表
面

化

さ

せ
た
が
、

そ

の
後

部

分
的

に
立

ち
直

り
、
鉱

工
業

生
産

性

の
回
復

、

失
業

率

五
%
台

、
輸

出

の
増

大
、

成
長

率

四

%
台

の
回
復

な

ど

ア
メ
リ

カ

の
景
気

好
転

の
兆

し
を

み
せ

て

い
る
。

だ
が
、

そ

れ

は
、

前
述

し
た

よ
う

に
、

本

格
的

景

気

回
復

で

は
な

い
。

ブ

ッ
シ

ュ
新

大
統
領

の
経
済

政
策

が

改

め
て
問

わ
れ

る

で
あ

ろ
う
。

②

『
89
年
世

界

同
時

不
況

』
説

を
吟

味

す

る

こ

こ
で
、

一
両
年

中

に
、
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ン
デ

ー
以

上

の
大
暴
落

が
あ

る
か
ど

う

か
。

今
後
二
九
年
大
恐
慌
再
来
説

に
対
す
る
ア
メ
リ
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カ
の
経

済

学
者

の
見
解

を

み
て

み
よ
う
。

本
題

の
検
討

に
入
る

に
あ

た

っ
て
、

八

七
年

一
〇

月

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ソ
デ

ー

に

つ
い
て

ア

メ
リ

カ
の
代
表
的

経

済
学

者
、

サ
ム

エ
ル

ソ
ソ
と

ガ

ル
ブ

レ
イ

ス
の
見
解

を

み
て

み
よ
う
。

両

教
授

と
も

コ

九

日

の
米

国

株
価

の
大

幅

下
落

は
、

市

場

に
投

機

色
が
強

ま
り

過
ぎ

た
結

果
」

と

指
摘

し
、

信
用

保
全

機
構

が

発
達

し

て

お
り

「
金
融

不
安

に
な

る
よ
う

な

こ

と

は
な

い
」

と

み

て
、

一
九

二
九
年

の
大
恐

慌

と

は
似

て
非
な

る
現
象

と

の
見

方

を
示

し
た
。

こ

の
点

を

『
日

本
経

済

新

聞
』

(
一
九
八
七
年

一
〇
月
二

一
日
号
)

の

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
特

派

員
斉

藤
記

者

に
よ

る

一
問

一
答

方
式

の

一
部

を
紹

介

し

て
お
く
。

ー
1

一
九
日
の
五
〇

八
ド

ル
の
ダ
ウ
平
均
株
価

の
下
落
を
ど
う
受
け
と

め
て

い
る
か
ー

サ

ム

エ
ル
ソ

ソ
教

授

l
i

通
常

な

ら

一
五
年
間

か

か

っ
て

上
昇
す

る

よ
う

な
株

式

の
上
げ
が

過

去

四
年
間

に
世

界
的

に
起

き

て

い
た
。

だ

れ
も
が

随

分
高

い
水
準

に
な

っ
て

い
た
と
思

っ
て

い
た
。

調
整
が

あ

っ
て
も

不
思
議

で
は
な

い
。

ガ

ル
ブ

レ
イ

ス
教

授

i
ー

私

は
こ
う

し
た

可
能

性

を

こ
れ

ま

で

も
論

文

(米
ア
ト
ラ
ソ
チ

ッ
ク
誌

一
月
号

「
一
九
二
九
年
と
の
類
似
」)

に
書

い
て
き

た
。

あ

る
程

度
予
想

さ
れ

た

こ
と

だ
。

つ
ま

り
投
機

的

で
、
暴

落
が

起

こ
る
前

に
逃
げ

出

そ
う

と

い
う
人

々
が

市

場

に
山

の
よ
う

に

い
た

か
ら
だ
。
基

本

的

に
不

安
な
状

況

に
あ

る

と

い
う

こ
と

だ
。

し
か
も

ド

ル
に
対
す

る
不
安

を
抱

い
た
外
国

投
資

家
が

大

量

に

い
る
。

言

葉

を
換

え

れ
ぽ

(借
金
経
済
を
生
ん
だ
)

レ
ー

ガ

ン
流
経
済

学

の
帰

結
と

い
え

る
だ

ろ
う
。

l
l

大
恐
慌

の
再
発
を
心
配
す
る
声
も
あ

る
が
ー
ー

サ
ム

エ
ル
ソ
ソ
教

授
-

確

か

に

一
九

二
九
年

一
〇

月

の
ウ

ォ
ー

ル
街

の
パ

ニ
ヅ
ク
と
似

て

い
る
面
も

あ

る
と
思

う
。

し
か

し
、

二
九

年

の
パ

ニ
ッ
ク
そ

の
も

の
と
、
そ

の
後
、
三
三
年

ま
で
の
大
恐
慌
と
は
違
う
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
自
由
放
任
経
済

の
下
に
生
き
て

い
る
と

い
う
な
ら
、
二
九
年

の
あ
と

の
よ
う
に
激
し

い
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
自
由
放
任
主
義
的
な
資
本
主
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義

の
下

で
生
ぎ

て

い
る
わ
け

で

は
な

い
。

(以
下
略
)

ガ

ル
ブ

レ
ィ

ス
教

授

1

ー
確

か

に
、

一
九

日

の
ウ

ォ
ー

ル
街

で
、
あ

る
程

度

の
パ

ニ
ッ
ク
が
起
き

た
。
将

来
、

思

い
出

さ
れ

る

日
と
な

る
だ

ろ

う
。

ま
た

二
九
年

当
時

に
発

生

し
た
状
況

と
似

た

よ

う
な

こ
と

が
起

き

て
き

た

の
は
確

か
だ
。

し
か

し
、

も

う

一
度
大

恐
慌
が

起

き

る
と

は
思

わ
な

い
。

政
府

の
経
済

活
動

に
対

す

る
責
任

は
大
き

く
な

っ
て

お
り
、

現

代

の
経
済

メ

カ

ニ
ズ

ム
の
中

に
安
全
弁

が

組

み
込

ま
れ

て

い
る
。

両

教

授

は
、

現

代
経
済

は
、

一
九

二
九
年

の
よ
う
な
恐

慌

を

回
避

す

る
要
因

を
も

っ
て

い
る
と

い
う

認
識

で
あ

る
。

た

し

か

に
現
代

の

資

本
主

義

は
、

世
界
経
済

政

策

に

お

い
て
も
、

為

替
変

動
率

の
調
整

を
目
的

と
す

る
通
貨
政

策
、

G

5
、

G

7
が

そ
う

で
あ

る
。

世

界
銀

行

、

O

E
C

D
な

ど
が

、

国
際

経
済

摩

擦
な

ど

に

つ
い
て

の
調
整

的
提

言
、

先

進

七

力
国

の

サ
ミ

ッ
ト
、

ア

ン
ク

タ

ッ
ト

(国
連
貿
易
開

発
会
議
)
に
お
け

る
発
展

途

上
国

の
新

国
際
経

済
秩

序

の
要

求
、
東

西
貿

易
を

通
じ

た
資

本

主
義

諸

国

と

社

会
主
義
諸

国

と

の
経
済

協
力

関

係
、

さ
ら

に
世
界
市

場
経

済

に
お
け

る
価

格

調
整
機

能
、

そ

の
他

E

C
な
ど

の
共
通
市

場

の
調
整

策
、

E
C
と

A
C
P
と

の
経
済
協

力
、

南

南
経

済
協

力

機
構
、

国
際

的

経
済

協

力

の
た

め

の
組
織

な

ど

の
政

策
実
践

が
、

世
界
的

大
恐

慌

を
回
避

す

る
直

接
的
、

間
接
的

な
要

因

に
な

っ
て

い
る
と
考

え

ら
れ

る
。

だ

が

多
国
籍

企
業

や
多

国
籍

銀

行
、

国
際

投
資

家
、

国
際
的

投
機

家

グ

ル
ー
プ

の
世
界
市

場

の
分
割

.

再
分
割

、

国
際

株
式

市

場

の
需

給
関

係

の
独
占

的
支

配
、

国

際
商
品

市

場

に

お
け

る
巨

大
資
本

の
支

配

な
ど

に
対
す

る
国

際
的

抑
制
政

策

が

な

い
点

は
、

大
き

な
欠

陥

で
あ

ろ
う
。

多
国
籍

企
業

の
運

動

と
規

制

の
問
題

は
、
依

然
と

し
て
未

解

決

で
あ

る

(梱
昌

O
虞
コ
旨
同コ・q
髄昌畠
"

男
。
寓
β

、.竃
ロ
三
話
臨
8
巴

O
。壱
。
掃
紳葺

。。
睾
匙
国
霞
8
①磐

図幕

σq
唖巴

。p
..
』
。霞
昆

。
h
O
。目
日
8

ζ
践
冨
け
◎。
g
飢
冨

0
8
§

冨
き

お
。。"
)。

一
方

、

先
進

国

に
お

い
て
は
、

二
九

年
当

時

に
は

み
ら
れ

な

い
連

邦

銀
行

、

中
央

銀
行

の
通
貨

政

策
、

政
府

の
証
券

金
融

政
策
、

財
政

政

策
、

産

業
政

策

、
労

働
政

策
、

社
会

保
障

政

策
、

景
気

政
策
、

中
小

企
業
政

策

な
ど

の
政
策

だ
け

で
な
く

自
治
体

の
地

域
経
済

政
策

も

機
能

し
て

い
る
。

企
業

自
体

の
経

営
管

理

政
策
、

経

営

計
画

な
ど
市

場
経
済

に
お
け

る
極
大

利
潤
獲

得

を
前

提
と

し
な
が

ら
も
、

自

己
抑
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制
政
策
も
機
能
し
て

い
る
。

と
く

に
市
民
的
政
策
対
応

に
注
目
し
た

い
。

こ
う
し
た
国
内
外

の
諸
政
策

は
、
二
九
年
当
時

の
状
況
と
多
く

の
点
で
違

っ
て

い
る
と

い

っ
て
も
よ

い
。

こ
の
点

で
、

ガ
ル
ブ

レ
イ
ス

が

い
う
よ
う

に
今
日
の
市

場
経
済
は
自
由
放
任

の
経
済
で
は
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
的
計
画
性
を
採
用
し
て
い
る
。
だ
が
資
本
主
義
的

市
場
経
済
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
巨
大
資
本
中
心
の
政
策

で
運
用
さ
れ
る
限
り
、

恐
慌

の
可
能
性
は
あ

る
。

(
1

)

現

在

の
国
際
協

調

体
制

で
あ

る
G

5
や

G

7
が
完

全

に
守

ら

れ

る
国
際
的

保

証
が

な

い
か
ぎ

り
、

現
在

の
世
界
経

済

の
ジ

レ
ソ

マ
は
継

続
す

る

で
あ

ろ
う
。

と

こ
ろ

で
、

最
近

、

「
景
気

循

環
論
」

に
よ

る

シ
、ミ
ュ
レ
ー

シ

ョ
ソ
を
行

っ
て
ま
と

め
た
嶋

中
雄

二
氏

を
中
心
と

す

る

日
本

経
済

研
究

セ
ン
タ
ー
グ

ル
ー
プ

の
労

作

『
89
年

.
世
界

同
時

不
況

』

(日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
八
八
年
)

の

一
部
を
紹

介

し
、

検
討

し
た

い
。

第

一
に

こ
の
グ

ル
ー
プ

は
世

界
同

時
不

況

の
発
火

点

を

ア
メ
リ

ヵ
に
求

め

て

い
る
。
も

っ
と

も

一
般

的

シ
ナ
リ

オ
は

「
ド

ル
暴

落
1
↓

米

国

イ

ン
フ

レ
懸
念

1
↓

金

利

上
昇
ー
↓

景
気
後

退

・
累

積
債

務
危

機
発

生
1
↓

世
界
的

不
況

・
世
界

金
融
危
機

」

と

い
う
図
式

ま

た
は

「
貿

易
赤

字

i
↓

保

護

主
義
台

頭

・政

策
協

調
崩
壊

ー
↓

一
層

の
ド

ル
不
安

と

世
界
的

不
況

1
↓

世
界
金

融
危
機
」

と

い
う

図
式
を

示

し
て

い
る
。

こ

の
点

の
見

解

を
裏

付
け

る
も

の
と

し

て
、
ス
テ

ィ
ー
ブ

ン

・
マ
リ

ス
説
が
引

合

い
に
出

さ
れ

る
。
「
ド

ル
の
大

幅
な

下
落

1
↓

物

価

上
昇
ー
↓

金
利

上
昇
1

↓

イ

ソ
フ
レ
型

不
況
」

と

い
う

シ
ナ

リ
オ
が

紹
介

さ

れ

る
。

だ
が

こ

の
点

は
、
前
述

し

た
よ
う

に
、
最

近

の
ア

メ

リ

カ
の
経

済

指
標

を

み
る
限

り
、
八
七
年

の
貿

易
赤

字

は

一
、
七

一
二
億

ド

ル
と

史

上
最

高

を
記

録

し
た
が
、
前
年

比

一

一
・
五
%
輸
出
が

伸

び
、

八
八
年

前
半

に
お

い
て
設
備

投
資
も

伸

び
、
生

産

性
を

回
復

し
、
失

業
率

も

五

%
台

と

好
転

し

て

い
る
と

い
う

短

期
的
景
気

指
標

か
ら

見

る
限

り
、

ひ
と
す

じ

の
図

式

で
は
説

明

さ
れ
な

い
と

い
う
。

八
七
年

一
〇

月

の
株
価

大
暴

落

の

シ
ナ
リ
オ

に
関

し

て
は
、
説

明

で
き

る
。

第

二

は
、

最
近

で

は
、

『
エ

コ
ノ
ミ

ス
ト
』

(
一
九
八
八
年

一
月

一
二
日
号
)

の

ス
テ

ィ
ー
ブ

ン

・
マ
リ

ス

の
見

解

に
基

づ

い
て
二

つ
の

シ

ナ

リ
オ
を
紹

介

し

て

い
る
。

コ

九

八
八
年

は
危

険

水
域

に
入

っ
た
と

し
、

①

堅
調

な
内
需

1
↓

イ

ン
フ

レ
不
安
1
↓

金
利

上
昇

1
↓

ウ
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第2図 為替 レー トと米 国の物価 ・金利

実効為替 レー ト(IMF算 定)

/ (左 上 目盛)

　

鮒

6

4

2

0

【

198G年 一1

揃

蜘

蜘

㎜

㎜

11

10

858687(年)

〔出 所 〕IMF,internationalFinancialStatistics,U.S.DeptofLabor,BureauofLaborStatistics.

F.R.B。rFederalReserveBulletin,嶋 中 雄 二 ・ 日 本 経 済 研 究 セ ン タ ー 編 『89年 ・世 界 同 時

不 況 』 日 本 経 済 新 聞 社 刊,1988年,14ペ ー ジ 。

一一
オ
ー
ル
街
再
暴
落
と
ド

ル
下
落
、
②
超
過
需
要

1
↓

イ
ソ
フ
レ
不
安

・
貿
易
収
支
悪
化
1
↓

ド

ル
低
下
1
↓

金
利
高
騰
1
↓

ウ

ォ
ー

ル
街
再
暴

落
と

い
う
二

つ
の
シ
ナ
リ
オ
L

で
、
そ

の
行
き

つ
く
先
は
、

リ
セ
ッ
シ
ョ
ソ

(景
気
後
退
)

で

あ
り
、
そ

の
景
気
後
退
が
対
外
要
因

に
よ

っ
て

誘
発
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
特
徴

が

あ

る
と

い
う

(同
書
四
八
ペ
ー
ジ
)
。

こ
こ
で
は
①

の
図
式

の
可
能
性
が
大
き

い
と

わ
た
く
し
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
前
述

し
た

通
り
で
あ

る
。

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支

の
赤
字

の
部
分
的
解
消
、
設
備
投
資

の
活
性
化
、

失
業
率
低
下
に
み
ら
れ
る
堅
調
な
内
需
拡
大
に

よ
る
九
%
の
物
価

上
昇
率

に
対
す
る
公
定
歩
合

引
上
げ

の
傾
向
が
進
ん
で

い
る
。
そ
れ
が
、
八
七

年

一
〇
月

の
よ
う
な
株
価
大
暴
落

に
連
結
す
る

か
ど
う
か
は
今
後

の
ア
メ
リ
ヵ
の
経
済
政
策

の

選
択

に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
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②

の
図
式

は
、
今

後
考

え

ら
れ

る
課

題

で
あ

ろ
う
。

第

三

は
、

本

書
が
独

自
な

図
式

を
示

し
た
点

に
あ

る
。

第

一
と
第

二

の

シ
ナ
リ

オ
は
、

ア

メ
リ

ヵ

の

イ

ソ
フ

レ

(予
想
)
と

金
利

上
昇

を

媒
介

し

て
経

済

の
危
機

(ド

ル
の

一
層

の
暴
落
、
株
再
暴
落
、
不
況
等
)
が

発

生
す

る
と

い
う

も

の
で
あ

っ
た
。

こ

の

シ
ナ

リ
オ
も
、
現

実

に
起

こ
る

可
能

性

は
否
定

で
き

な

い
。

と

い
う

の
は
、

「
ド

ル
安

局

面

に
お
け

る
失
業
率

の
低
下
、

製
造

業
稼

動
率

の
上
昇
な

ど

か
ら
、

輸

入

イ

ン

フ

レ
、

賃

金

イ

ソ
フ

レ
や

ボ

ト

ル
ネ

ッ
ク

・
イ

ン

フ

レ
を
懸

念

し
、

金
利

上
昇

を
予
想

す

る
向
き

は
強

い
。

し
か

し
株
式

市

場

は
、

八

七
年

の

一
〇

月

に
こ
う

し
た

図
式

を
先
取

り

し

て
、

局
面

は
次

の
段
階

に
移

っ
た
と

み
る

こ
と

は
で
き

な

い
だ

ろ
う

か
」
(同
上
四

九
ぺ
ー
ジ
)
と

し

て
、
第

二

図
を

踏

ま
え

て

こ
う

述

べ
る
。

こ

の
図

は

八
五
年
第

1
四
半

期

か
ら
第

4
四
半
期

ま

で

の
実

効

レ
ー
ト

(I
M

F
算
定
)
と

物
価

上
昇
率

・
金
利

の
動

き

を
表

し
た

も

の
で
あ

る
。

八

七
年

の
第

3
四
半
期

に
は
、

物

価

・
金
利

は
上
昇

し
た
が
、

総

じ

て

レ
ー

ト

の
持
続

的

下
落

に
も

か
か
わ
ら

ず
、

物
価

・
金

利

は
安

定
的

に
推
移

し

て

い
る
と
。

こ

の
理
由

を
四
点

に
求

め
て

い
る
。

「
第

一
に
、

輸

入
価
格

は
上
昇

し
た
が

、
物

価

上
昇
率

に
対
す

る
寄
与

度

は
相
対
的

に
低

く
、

必
ず

し
も
輸

入

イ

ン
フ

レ
を
も
た

ら
さ
な

か

っ

た
。

ま

た
輸

入
物

価
自

身
、

一
時
期

を
除

き
原

油
価

格

を
始

め
と

す

る

一
次

産
品

価
格

の
安

定

か

ら
大

き
く

は

上
昇

し

て

い
な

い
。

第

二

に
、

賃
金

上
昇
率

は
、

八

七
年

二

%
台

と

む

し
ろ

八
五
年

時

よ
り
低

い
水
準

で
推

移

し
、

賃

金

イ

ン

フ

レ
は
起

き
な

か

っ
た
。

第
三

に
、

単
位

当

た
り
労
働

コ
ス
ト
は
比
較

的

順
調

に
下
が

り
、

こ

の
生

産
性

の
上
昇
が

上
記

の

コ
ス
ト
プ

ッ
シ

ュ

・
イ

ン

フ

レ
要

因

を
十
分

に
相

殺

し
た
。

第
四

に
、

八
七
年

の

マ
ネ

ー

サ
プ

ラ

イ

の
伸
び

は
、
き

わ

め
て
低

く
、

こ

の
面

か
ら
株

暴
落

直
後

の
声

明

に
も

か
か
わ
ら
ず

、

全
体

と

し
て

F

R
B
は
引
き

締

め
基

調

で
あ

り
、

流
動
性

の
面

か
ら
も

イ

ソ
フ

レ
懸
念

は
な

か

っ
た
」
(同
書
五
〇
ペ
ー
ジ
)。

著
者

は
、

一

次

産
品

価
格

、
賃

金
上

昇
圧

力
、

流
動

性

の
点

で

七
〇
年

代
と

事
情

は
大
き

く
違

っ
て

い
る
と

い
う
。

こ
の
点

は

そ

の
通

り

で
あ

ろ

う
。

ま
た

イ

ン
フ

レ
を
現
実

化
さ

せ
な

か

っ
た

要
因

は

八

八
年

以
降

も
大
き

く
変
化

が
な

い
と

思

わ
れ

る
。

以
上
を
前

提

に
し
て
、
著
者

は
、

次

の
よ

う
な

独
自

の

シ
ナ
リ

オ

(第
3
図
)
を
設

定
す

る
。

そ

の
特
徴

は
、

「
第

一
に
、

米

国

の

景

気

後

退

と

い

う

実
体

面

(需
要
減
退
)
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を
引
き

金

に
、
世

界
経

済

の
不
況

が
始

ま

る
。

第

二

に
、
原

油

の

一
次

産

品
価

格

は
下
降

し
、

そ

こ
か
ら
累

積
債

務
問
題

に
発

展
す

る
。

第

三

に
、

し
た
が

っ
て
起

こ
り
得

る
不
況

は

イ

ソ

フ

レ
型

不
況

で
は
な
く
、

む

し

ろ
デ

フ

レ
型

で
あ

る
。

こ

の
よ
う
な
、

米

国
景
気
後

退

1
↓

需

要
低

下
1
↓

一
次
産

品

低

下
1
↓

一
次
産

品
輸

出

国

の
外
貨

減
1
↓

債

務

問
題

悪
化
と

い

う

シ

ナ
リ
オ
L

(同
書
五
〇

ペ
ー
ジ
)
を

描

く
。

こ

の
点
き

わ

め
て

ア
メ
リ

カ
経

済

を
越

え
た
国

際
的

性
格

を
も

っ
て
独
自

な

シ
ナ
リ

オ
を
設
定

し

て

い
る

こ
と

を
評
価

し
た

い
。
だ
が

問
題

は
な

い
で
あ

ろ

う

か
。

第

一
に
、

為
替

レ
ー

ト

の
持
続

的

下
落

に
も

か

か
わ
ら
ず
、

物

価

・
金

利
は
安

定
的

に
推
移

し

て

い
る

か
と

い
う

点

に

つ
い
て

は
、

若

干

の
問
題
が

な

い
わ

け
で

は
な

い
、
為

替

レ
ー

ト
は
低

下
し

て
も

(第
4
図
)、

八

五
年

か
ら
八

七
年

の
物
価

上
昇
率

を
物

価
指
数

で
み
る

と

(¢
.oり
・〉
.
ω
自
く2

。
h
9

墓

艮

じロ
匿

コ①。。』。』

Φ
。。。。)
、

一
九

八

二
ー

八
四
年

を

一
〇

〇

と

し
た

場
合
、

八

五
年

一
〇

七

・
六
、

八
六
年

一
〇

九

.
六
、

八
七
年

=

三

.
六
で
あ

り
、

八

五
年

か
ら
八

七
年

の
二
年
間

に
、

四

%
上

昇

し

て

い
る
し
、

公

定
歩
合

を

み
る
と
、

八

五
年

七

・
五

で
あ

っ
た

の
が

八

七
年

六

%

に
低

下

し
、

八
八
年

八
月

に
○

・
五

%
あ
げ

て
六

・
五

%

に
な

っ
て

い
る
。

金

利

は
安
定

し

て

い
る

が

、
物

価

は
上
昇

圧

力

で
推

移

し

て

い
る
。

し
た
が

っ
て
輸

入
価

格
が

物
価

上
昇

率

に
対
す

る

イ

ソ
パ

ク
ト
を
考
慮

せ
ず

に

い
ら

れ
な

い
。

こ

の
点
、

七
〇

年

の
石
油

価

格
上
昇

率

に
よ
る
物
価

上
昇
率

へ
の
連

動

作
用
と

は
違

っ
て
、

価
格

上

昇
圧

力
は
、

消
費
需

要

の
堅
調
と

八
七
年

後
半

か
ら

失
業
率

低

下

に
基

づ

く
賃

金

の
相
対
的

上
昇

に
あ

る
と
考

え

る
。

例

え
ば
、

八
八
年

六
月

の
週
当

り
平
均

賃
金

は
、
前

年
同

月
比

で
三

.
六

%
を
上

回

っ
て

い
る
。

最
低

賃
金
引

き

上
げ

法
案
が

成

立

し
た
場

合
、

八
九
年

一
月

か

ら
、
=

一%
上
昇

し
、
賃
金
上

昇
率

を
増
加

さ

せ
る

可
能
性

が
大

で
あ

る
。
賃

金

イ

ソ
フ

レ
に
は
な
ら

な

い
が

物
価

上
昇

率
が
あ

る

こ
と

を
忘
れ

て
は
な
ら

な

い
。

生
産

性

の
上
昇
が

、

コ
ス
ト
プ

ッ
シ

ュ
イ

ソ

フ

レ
を

吸
収

し
た
が
、

消

費
需
要

に
よ

る
四

%
台
以
上

の
物

価

上
昇

率
を
示

し
た

こ
と
を

改

め
て

考
慮

に
入
れ

る
必
要
が

あ

る
。

私

な
り

に
整

理
す

る
と
、

堅

調
な

内
需

(住
宅
投
資
、
消
費
需
要
増
大
、
賃
金
上
昇
、
設
備
投
資
拡
大
、
生
産
性
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ヒ
昇
)1
↓

輸
出
相
対
的
増
加
ー
↓

物
価
上
昇
1
↓

公
定
歩

合
引
き
上
げ
ー
↓

ド

ル
下
落
1
↓

「
イ

ソ
フ
レ
型
」

不
況
と

い
う
図
式
が
考
え

ら
れ
る
。

一
方
、

物
価
上
昇
i
↓

金
利
上
昇
1
↓

需
要
低
下
1
↓
輸
入
減
1
↓

景
気
後
退
ー
↓

一
次
産
品
低
落
1
↓
債
務
累
積
悪
化
と

い

う

シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
図
式

は
八
八
年
末

か
ら
八
九
年
前
半

に
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
、

つ
ま

り

イ

ソ

フ

レ
不
安
i
↓
貿
易
収
支
悪
化
1
↓

ド

ル
低
下

ー
↓

金
利
高
騰
-
↓
株
価
暴
落

の
可
能
性
も
考
え

て
の
こ
と
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

そ
れ
は
、
株
価
大
暴
落
、
大
幅
な
景
気
後
退
を
、

政
策
的

に
ど

の
よ
う

に
阻
止
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

す
で
に
ア
メ
リ
カ
議
会

に
お
い
て
は
、

一
貫
し
た
国
際
不
均
衡
是
正

の
た
め
に
、
権
力
的
保
護
主
義

の
表
明
と

し
て
「
包
括
貿
易
法
案
」

を
可
決

し
た
。

そ
れ
は
、
七
四
年
通
商
法
第
三
〇

一
条
、
同
法

二
〇

一
条
、
関
税
法
三
三
七
条
等
が
大
幅

に
強
化
さ
れ
た
内
容

で
あ

っ
た
。

8

第4図 為替 レー トの変動(円/ド ル)

脚

22

㎜

18

16

14

12

83～84858687

〔出 所 〕IMF,Tnte・nati・nabFinn・cial

よ り作 成 。

88(年)

Statistics,198

八
八
年
四
月
二

一
日
に
下
院

で
、
二
七
日
上
院
で
可
決
し
た
。

こ
れ
に
対

し
、

五
月

二
四
日

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、

工
場
閉
鎖

の
事
前
通
告
に
関
す
る
条
項

等
を
主
な
理
由
に
拒
否
権
を
発
動
し
た
。
だ
が
議
会
は
大
統
領

の
拒
否
権

の

部
分
を
修
正
し
、
八
八
年
八
月
二
三
日
、
議
会
が
可
決
し
た
包
括
貿
易
法
案

に
署
名
し
、
同
法
は
成
立
し
た
。
そ
れ
は
依
然
と

し
て
毎
月
平
均

一
〇
〇
億

ド

ル
を
超
え
る
貿
易
赤
字
が
続

い
て

い
る
中

で
、

ア
メ
リ
カ
産
業

の
国
際
競

争
力

の
低
下
を
ば

ん
回
す
る
た

め
の
権
力
的

「
保
護
主
義
」

で
あ

る
と
考
・兄

る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ

は
署
名
し
た

レ
ー
ガ

ソ
が
次

の
よ
う
に
い

っ
た
こ

と
で
も
明
ら
か
で
あ

る
。

「
包
括
貿
易
法
は
、
わ
れ
わ
れ

の
経
済

の
持
続
的
な
発
展

や

競
争
力

の
強
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化

に
役
立

つ
。

わ
れ

わ
れ
政

府
と

議

会

は
世
界

中

の
市

場
開
放

を
実

現
す

る
た

め
、

と

も

に
歩

ん

で
き

た
」

(Z
.毛
嶋
。吋犀
ゴ
日
.p

N
ド

》
、
,

αq
蝦
。。f

お
。。。。)
と

。

こ
の
法

律

は
、

ガ

ッ
ト
の
原
理

に
反
す

る

こ
と

は

い
う

ま

で
も
な

い
。

新
貿

易
法

は

「
不
公
正
貿

易

の
排
除
」

を

主
張

し
な

が
ら
、

貿

易
相

手
国

の
市

場

を
開

か
せ

る
輸
出

拡
大

策
と

ア
メ
リ

カ
市

場

を
相
手

国

か
ら
守

る
と

い
う
抑
制

策
が

目
的

で
あ

る
と

い

わ
ざ

る
を
え
な

い
。

間
接

的

に
は
、

ア
メ
リ

カ
自
体

の
大

不
況

を
阻

止
す

る
た

め

の
保
護

主
義

で
あ

っ
た
。

こ

の
点

は
あ
と

で
述

べ
る
。

こ
こ

で
は
、

八
九
年

大

不
況

の
可

能
性

に
ど

の
よ
う

な

問
題
点

が
あ

る
か
を

示

し
た
。

こ

こ
で
、

私

た
ち

は
、

こ

こ
三
年

か
ら

五
年

に

か
け

て

の
短

期
的

景
気

循
環

の
論

理

を
踏

ま
え
、

と

く

に
八

七
年

株

価
大

暴
落

の
再

来

の
問
題

を

焦
点

に
お

い
て
八
九
年
1

九
〇
年

の
景

気
後

退
、
と

く

に
大

不
況

の
可
能

性

の
問
題

点

を
多
面

的

に
論

じ

た
。

だ

が
決

し

て
暗

い
不
況

の
予
測

を

し
て

い
る

の
で

は
な

い
。
現

実

に
は
、

そ
う

し
た

可
能
性

を
超

え

て
、
経

済
政

策

の
選
択

い
か

ん

に
よ

っ
て

は
好
況

を
持
続

す

る

こ
と
も

可
能

で
あ

り
、

と
き

に
は
楽
観

的

見
方

も
成
立

す

る
。
最

近

の
I
M

F

の
主
要

先
進

国

の
八
八
年
実

質

成

長
率

の
見

通

し

に

よ

る

と

(カ

ッ
コ
内
は
八
九
年
予
測
)、

ア
メ

リ

カ
三

・
九
%

(二

・
七
%
)
、

西

ド
イ

ッ
一
一
・
三

%

(
一
・
八
%
)、

イ
ギ

リ

ス
三

・
二
%

(二

.
二
%
)、

日
本

五

.
八

%

(四

.
二
%
)
で

あ

る
。

八

八
年

の
日
本
、

ア

メ
リ

カ
、

西
ド

イ

ツ
、

イ
ギ

リ

ス
と

も

前
年

を
大

き
く

上
回

っ
た
。

世

界
景
気

が
拡

大

し

て

い
る
基

本
要

因

は
設

備
投
資

の
拡

大
基

調

に
あ

る

か
ら

で
あ

る
。

ア

メ
リ

カ
は
昨

年

に
比

べ

て

一
〇

・
六
%

の
増

加

で
あ

り
、

西

ド
イ

ッ
は
、

六
%

で
あ

り
、

フ
ラ

ソ

ス
は
、

八

四
年
以

来

の
上
昇

ぶ
り

で
八
%
、

イ
ギ

リ

ス

一
二

%
増

、

日
本

は

一
四

%
増

で
あ

る
。

世
界
経

済

は

八
五
-

八
七

年

の
財

テ
ク
景

気

か
ら
実

物
景

気

に
移
行

し
て

い
る
側

面

も
あ

る
。

だ
が
、

ア

メ
リ
カ
経
済

は
、

八
月

の
公
定
歩

合
引

き

上
げ
、

輸
出

の

鈍

化
、

失
業

率

の
漸
増

な
ど
景

気

下
降
懸

念
も

あ

る

こ
と

を
知

る

べ
き

で

は
な

か

ろ
う

か
。

三

一
九
八
八
年
サ
ミ
ッ
ト

『
経
済
宣
言
』

の
問
題
点

ω

一
九
八
八
年
サ
ミ

ッ
ト
開
催

の
世
界
経
済
的
背
景
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一
九

八
七
年

の
世
界

経
済

は
、

総
体

的

に
み
て
、

実

質
成

長
率

は
、

八

六
年

に
比
較

し
て
、

○

・
四

%
低

下

し
た
。

工
業

国

の
実
質

成

長
率

は

二

・
四

%

で
、
対

前
年

比
○

・
三

%
低
下
、

発
展

途

上

国

の
そ

れ

は
、

三

二
二
%

で
、

対

前
年

比
○

・
七
%
低
下

、
産
油

国
は

マ

イ

ナ

ス
○

・
六

%
、
対

前
年

比
プ

ラ

ス
○

・
五

%
、

非
産

油
発
展

途

上
国

は
四

・
八

%

で
、
対

前
年

比

一

・
○

%

の
低
下

で
あ

る
。

八
七
年

の
世
界

貿

易

は
、

堅
調

を

示

し
、

対
前

年

比

五

・
四
%

の
伸
び

を
示

し

た

(第

2
表
)。

世

界
経

済

の
中

味

を
み

る
と

、

ア

メ
リ

カ
経

済

は
、
内

需
が

堅
調

で
、

前
年

と

同
じ

二

・
九
%

の
成

長
率

を
記

録

し
た
。

E
C

で

は
イ

ギ

リ

ス
、

イ

タ
リ

ア
の
個
人
消

費

を
除

く
と
、

内
需

の
伸

び
が

低

く
、
輸

出

も
依

然

不
振

で
あ

っ
た
。

「
発
展

途

上
国
経

済

を
見

る
と

、

八
七
年

の
非
産

油

発
展

途
上

国

は
、

ア
ジ

ア
N

I
C
S

(韓
国
、
台
湾
、
香
港
、

シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
)
等

の

工
業

製
品

輸
出

の
好
調

に
よ
り

高

い
成
長

を
記

録

し
た
。

一
方
、

産

油
発
展

途

上
国

は
、

八

六
年

の
石
油

収

入

の
大
幅

な

減
少

に
伴
う

財

政

赤
字

に
対
処

す

る
た

め
、

緊
縮

的

な
財

政
運

営
が
実

施

さ
れ

た

こ
と

か
ら
、

八
六
年

に

マ
イ

ナ

ス
成

長
と

な

っ
た
。

共
産

圏

経
済

を
見

る
と
、

ソ
連

の
生
産

国
民

所
得

は
計

画
未

達
成

に
終

わ

る

一
方

、
中

国

で
は
前

年

に
引
き

続
き

計
画

を
大
幅

に
上

回

る
成
長

と

な
り
、

両

国

の
経

済
動

向

は
対

照
的
な

も

の
と

な

っ
た
」

(同
前
掲
書
、
二
⊥

二
ペ
ー
ジ
)
。

一
九

八

八
年
度

の

『
通
商

白
書
』

は
、

七
七
年

の
世

界
経

済

の
主

要
な
動

向

を
、
き

わ
め

て
表

面
的

に
描

写

し

て

い
る
と

お
も

う
。

全

体

と

し
て
ブ

ラ

ッ
ク

・
マ
ン
デ

ー

の
再

来

の
回
避

は
も

ち

ろ

ん
だ
が
、

一
九

二
九
年

大
恐
慌

の
再

来

を
回
避

し
よ
う
と

す

る
世
界
経

済

の

順

調
な

発
展

を
示

し
て

い
る
。

『
通
商

白

書
』

は
き

わ

め
て
楽
観

的
見

方

で
あ

る
。

と
く

に

ア
メ
リ

ヵ
の
景
気

回
復

過
程
と

日
本

の
内

需

拡
大

に
基

づ

く
高
成

長
、

E
C

の
中

成
長

の
中

で
、

八
八
年

六
月

一
九
1
ふ
=

日

の
三

日
間
、

ヵ
ナ
ダ

の
ト

ロ
ン
ト
で
、

サ

ミ

ッ
ト

(参
加
者
、
ア
メ
リ
ヵ

・
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
、
英
国

・
サ

ッ
チ
ャ
ー
首
相
、

フ
ラ
ソ
ス

.
、、、
ッ
テ

ラ
ン
大
統
領
、
西
ド
イ
ツ

・
コ
ー
ル
首
相
、
イ
タ
リ
ア

・
デ
ミ
タ
首
相
、
カ
ナ
ダ

・
マ
ル
ル
ー

二
首
相
、
日
本

・
竹
下
首
相
、
E
C

・
ド

ロ
ー
ル
委
員
長
)

が

開
か

れ
た

の
で
あ

る
。

と

く

に
あ

と

で
検
討

す

る
が

、
最

終

日

に
発
表

さ
れ

た

『
経

済
宣

言
』

は
、

八
八
年

一
二
月

ヵ

ナ
ダ

の
モ

ソ
ト
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第2表 世界経済 ・貿易の地域別動向
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(注)(ド ル ベ ー ス)の 対 前 年 比 伸 び 率

リ

オ
ー

ル
で

の
ガ

ッ
ト

へ関
税
貿
易

一
般
協
定
)

の
新

ラ
ウ

ン
ド
中

間
見
直

し
を
す

る

こ
と

を
前
提

に
、

農

業

分

野

に
お
け

る
各

国

の
同

意

へ
の
努

力
、

N

I
E

S

(Z
①乱
翼
H巳
島
酢吋芭
一N冒
σq
団
8
コ。
巳
窃
ー1
新
興
工
業
経

済
地
域
。

従
来

の
N
I
C
S
を
改
称
。

こ
れ
は
台
湾
、
香

港
も
含

め
て
国
と
表
現
す
る
こ
と
が
中
国

に
誤
解
を
与
え

か
ね
な

い
、

と

の
配

慮

に
基

づ
く
も

の
)
と

の
対

話
、

{
米
加

自

由
貿

易
協
定
L

と

欧

州

共

同
体

の
市

場
統

合

の
歓

迎
な

ど

を
盛

り
込

ん

で

い
る
。

だ
が
農

業

の

構
造

改

革

に

つ
い
て
は
参

加
国

の

「
調
整
」

が

つ
か

な

か

っ
た
。

い
わ
ゆ

る
政

治
的

妥
協

の
言

葉
と

し
て
、

「
大
枠

合

意
」

へ
努

力
す

る
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

八
八
年

六
月

の

サ

ミ

ッ
ト

の
社
会

経
済
的

背

景

は

従
来

の

サ
ミ

ッ
ト
と

違
う
。

と

く

に
、

米

ソ
の

サ
ミ

ッ
ト
で

合
意

し
た

I

N
F
全

廃

条
約
が

批

准
書

を
交

換

し
た

こ
と

を
想
起

し
た

い
。

つ
ま

り
米

ソ
が

軍
備

管

理
、

軍

縮

に
関
す

る
条
約

を
批

准

し
た

の
で
あ

る
。

敢

え
て
補

足

し
て

お
く

が
わ

た
く

し

は
世
界
経
済

の
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基

本
的

安
定

は
、

米

・
ソ
超
大

国
が

軍
縮

を
行
動

で
示

し
、

他

の
先

進
国
も

見
な

ら

う

こ
と

に
あ

る
。

つ
ま
り

世
界

の
軍

拡

か
ら
軍
縮

へ

の
政

策
路
線

が
定

着

し
な

い
限

り
、

世
界
経

済

の
基
本

的
安

定
化

は
な

い
と
考

え

て

い
る
。

す

で
に
力

の
均
衡

の
論

理
が
実

質
価
値

を
も

っ
て

い
な

い
こ
と

は
さ

ま
ざ

ま
な
論

理

に
よ

っ
て
証

明

さ
れ

て

い
る
。

と

こ
ろ

で
問
題

を
進

め

よ
う
。

改

め
て

I
N

F
全

廃

条
約

を
要
約

し

て

お
く

と
、

八
七
年

一
二
月

八

日
、

ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
書
記

長

の
初
訪

米

に
よ

っ
て
行

わ
れ
た

ワ
シ

ソ
ト

ン
で

の
米

ソ
首

脳
会

談

で

こ

の
条
約

が

調
印

さ
れ
、

八
八
年

一
月

二
五
日

か
ら

ア
メ

リ
ヵ
上
院

で

の
批

准

承
認
審

議
が
続

け

ら
れ

て

い
た
。

そ
れ
が

五
月

二
七

日

の
米

上
院

本
会
議

で
九
三
対

五

(欠
席
二
)

の
圧

倒
的

賛
成

多
数

で
承

認

さ
れ

た
。

そ

の
主

要
内

容

は
米

ソ

両

国

の
核

ミ

サ
イ

ル
の
う

ち
、

射

程
が

五
〇

〇

～
五
、

五
〇

〇

キ

ロ
の
長

・
短

両
射

程

の
地

上
発
射

中
距

離
弾

道
弾
、

巡

航

、、、
サ
イ

ル
を

条

約
発
効

か

ら
三
年

以
内

に
廃

絶
す

る
こ
と

を
定

め
た
点

で
画

期
的

で
あ

っ
た
。

そ

の
廃
絶

さ
れ

る

ミ
サ
イ

ル
数

は

ア
メ
リ

カ
側

が

八
五

九

基
、

ソ
連

側
が

一
、

七

五
二
基

で
あ

る
。

条
約

発

効

か
ら
三
〇

日
後

に
米

ソ
そ
れ
ぞ

れ

三
〇

人
ず

つ
の
査

察

専
門
官

を
相

手
国

に
送

り
、

常

駐

さ

せ
る
と

い
う
も

の
で
、

査

察

は

ア

メ
リ

ヵ
側
が

ソ
連
、

東

独
、

チ

ェ
コ
ス

ロ
バ

キ

ア
、

ソ
連

側

が

ア

メ
リ

カ
と

西
欧

に

つ
い
て
行

い
、

初

め

の
三
年

間

は
年

間

二
〇

回
、

次

の
五
年

間

は
年

間

一
五
回
、
最

後

の
五

年
間
が

年

間

一
〇

回
と

合
意

さ
れ
、

現
時

点

で
す

で

に

第

一
回

の
査

察
が
、

実

証

さ
れ

て

い
る
。

も

ち

ろ

ん
、

海

の
I

N
F

の
全

廃

を
ど

う
す

る

か
、

戦

略
核

全
廃

に
向
け

て
ど

の
よ

う
な

ア
プ

ロ
ー
チ
を
す

る

か
が

依
然

と

し

て
残

っ
て

い
る
。

薫

N
F
全
廃

条

約

の
実

施

に
よ

っ
て
も
、

全
体

の
核
廃

絶

の
三

%

に
し
か
な

ら
な

い
が
、

両

国

の
軍

縮

の
管

理

の
方

向

で
、

E

C
も

日
本

も
対

処

す

る

こ
と

、

米

・
ソ
は
も

ち

ろ

ん

の

こ
と
、

世
界

の
市
民

が
両

国

の
戦

略
核

の
全

廃

に
向
げ

て
努

力
す

る

こ
と

を
期
待

し
て

い
る

(I
N
F
全
廃
条
約
以
後

の
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
戦
略
に
つ
い
て
は
、
即
ρ

〉
罷
.帥膏
.・
撃

.
o
.嵩
酔。.団

。
=

冨

頴

臨

p

お
。。鉾

を
参
照
さ
れ
た
い
)。

同

時

に
わ

た
く

し

は
、

米

・
ソ
の
軍

縮
路
線

が

、
両

国

の
経

済
協

力

と

な

っ
て

具

体

化
す

べ

き

で
あ

る
と

考

え

る
。

八
〇
年

代
後

半

の
デ

タ

ソ
ト
を
定

着

化
す

べ
き

で
あ

る
。

こ

の
公

共
経

済
効

果

は
大
き

い
。
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こ
の
点
、
同
年
六
月

一
日
の
米

ソ
首
脳

の
共
同
声
明

の
中

で
、
貿
易

・
経
済
問
題

に
つ
い
て
も

ふ
れ
て

い
る
こ
と
を
、

わ
た
く
し
は
注

目
し
た

い
。

そ
れ

は
現
代
世
界
経
済

に
お
け
る
資
本
主
義
と
社
会
主
義

の
経
済
的
共
存
と
共
栄

の
路
線
を
確
認
し
た
点
で
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
ま

た
そ
れ

は
米

ソ
の
お
か
れ
て
い
る
厳

し

い
経
済
条
件
か
ら
生
れ
た
必
然
的
産
物
で
も
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
の
国
際
競
争
力
の
低
下

の

一
要
因
が
軍
拡

に
あ

っ
た
こ
と
は
す

で
に
証
明
さ
れ
て

い
る
。
本
年
六
月

二
日
公
表
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
の

「
競
争
力
指
標
」

に
よ
る
と
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ア
メ

リ
カ

の
平

均

的
労

,働
者

の
生
活

水

準

は
過

去

一
五
年

間

で
、

西

ド

イ

ッ
の
二
分

の

一
、

日
本

の
七
分

の

一
、

の
速
度

で

し
か
高

ま

っ

て

い
な

い
。

一
方

ソ
連

の
国

民

の
生

活

水
準

は

ア
メ
リ

ヵ

の
二
分

の

一
程
度

で
あ

る
と

い
わ
れ

る
。

い
ず

れ
も
、

そ

の
重
圧

は
、

軍
備

拡

張

に
あ

る
。

し
た
が

っ
て

「
共

同
声

明
」

で
貿
易

・
経

済

問
題

を
取

り
上
げ

ざ

る

を
え
な

い
両

国

の
経
済

的
背

景
が
あ

っ
た
と

考
え

る

べ

ぎ

で
あ

ろ
う
。

「
共

同
声
明
」

の
ポ

イ

ソ
ト
を

要
約

す

る
と

こ
う

で
あ

る
。

ヘ

ヘ

へ

第

一
に
、

米

・
ソ
双
方

ぱ
、

相

万

に
有
益

な
貿

易
と

経
済

関

係

の
拡
大

を
強

く
支

持

す

る

こ
と

を
改

め

て
確
認

し
た
点

に
あ

る

(念

の

た
め
に
補
足
す
る
と
、

ア
メ
リ
ヵ
国
際
貿
易
委
員
会
11
1
T
C
の
発
表

に
ょ
る
と
、

八
七
年

の
対

ソ
貿
易
は
年
間

一
九
億
五
、
O
e
O
万
ド

ル
で
あ

っ
た

が
、
八
八
年
は

一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
五
ヵ
月
間
で
、
一
八
億
二
、

一
〇
〇
万
ド

ル
で
あ
る
か
ら
年
間
に
す
る
と
八
七
年

の
二
倍
以
上
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は

一
九
七
九
年

の
対

ソ
最
高
貿
易
に
比
肩
す
る
)
。

第

二

に
、

双
方

は
法
律

・
規

則

に
か
な

い
、

商
業

的

に
実
行

可
能

な
合

弁
事

業

を
進

め
、

こ
の
事

業

に
よ
る
経

済

関
係
が

今

後
進

ん

で

い
く
中

で

一
定

の
役

割

を
果

た
す

こ
と
が

で
き

る
。

つ
ま
り
、

米

・
ソ
が

合

弁

企
業

の
設

立
を

め
ざ

し

て

い
る
点

で
あ

る
。

第
三

に
、

双
方

は

八
八
年

四
月

に
開

か
れ

た
米

ソ
合

同
商

業
委
員

会

の
会

議
結

果

を
歓
迎

し
、

相

互

に
有

益
な
貿

易

を
拡

大
す

る
た

め

の
よ
り

よ

い
条
件

を

確
立
す

る
。

同
委

員
会

の
結

果

で
あ

る

「
経
済

・
産

業

と
技

術
協

力

を
促
進

す

る
米

ソ
長
期
協

定

」

の
修

正
議

定
書

と

一
九

七
四
年

の
共

同
声

明

を
踏

ま
え

て
、
同

委
員

会
が

今
後

も

会
議

を
重

ね
、

さ
ら

に
発
展

さ

せ
る

こ
と

(こ
の
好
例
と
し
て
民
間
航
空



輸
送
に
悶
す
る
政
腐

協
定

の
も
と
で
、

ア
言

フ
▽

ト
と
パ
ソ
ア
メ
リ
ヵ
ソ
航
空

の
関
係
が
拡
大
し
た
点
で
あ
る
)
。

こ
こ

で
整

理
す

る
と
・

米

ソ
は
貿

易
関

係

姦

大

し
、

相

互

の
経

済

協
力

を
強

力

に
推
進

し

て

い
く

と

い
う
方
向
づ

け

で
あ

る
。

ア
メ

リ
カ
は
・

い
ま

や
対
叢

圏

戦
略

物
資

輸

出
制

限
規
定

を

取
り

や

め
、

よ
り

積

極
的

に
経

済
交
流

を
進

め
、

い
ま

の

δ

倍

の
貿

易

量
を

拡
大
す
べ
き

で
は
な

い
か
。

世界経済の ジレンマを ど うす るか55

②

}
九
八

八
年
サ

ミ

ッ
ト

の

『
経

済
宣

言
』

の
検

討

こ
う

し

た
米

ソ
の
経
済

協
力
関

係

確

立

の
あ

と

で

一
九

八
八
年

の
先
進
資

本

主
義

諸
国

の

サ
、、、
ッ
ト
が
開

か
れ
た

の
で
あ

る
。

サ
、、、
ヅ

ト
の

『
経
済
宣
言
』

の
問
題
音
識

Ω

目
景

に
は
、
潜
在
的

に
米

ソ
の
経
済
協
力
が
あ

っ
た
と
お
も
う
。

も
ち
ろ
ん
直
接
的

に
は
、
先
進
諸

国

の
経

済

摩

擦

を

ど

の
よ

う

に
解

消

す

る

か

に

あ

っ
た
。

以

下

『
讐

宣

言

』

(ヨ
Φ
毛

団
。
.藁

臼
.
鉾

・。
困
冒

コ
ρ

μ
。
・。
鉾

暫

新
聞

、

一
九
八
八

年

六
月

二
二

日
号
、
『
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
』

一
九

八
八
年

七
月

五
日
号
)

の

問

題

点

を

紹

介

し

、

検

討

し

て

み

よ

う

。

笙

は
・
参
袈

高

が

こ
れ
ま
で

面

年

に
わ
た

っ
た
サ
ー

ッ
ト
を
評
価

し
た
.」
と

に
あ

る
。

.」
の

一
四
年
間
、
「
世
界
経
済
と
経

済
政
策

は
大
き
な
変
化
を
遂
げ

た
。
楚

、
情
報
技
術
革
命
と
市
場

の
グ

・
パ
リ
ギ

シ
.
ソ
羅

済
的
相
互
依
存
を
高

め
、
各
国
政
府

が
肇

を
検
討
す
る
際
に
・
そ

の
国
際
的
広
が
り
に
つ
き
+
分
考
慮
す
る
こ
と
を
不
可
欠
な
も

の
に
し
た
」
と
。
た
し
か

笹

界
経
謹

、

七
〇
年
代
・

八
〇
年
代
に
大
き
薦

造
変
化
を
と
げ

て
い
る
。
世
界
経
済

は
七
〇
年
代

の
国
際
通
貨
危
機
、

二
つ
の
石
油
危
讐

各
国
が

ど

の
よ
う

に
対

応

す

る
か

に
追

わ

れ

た
。

サ
ミ

ッ
ト

の
誕

生

は
、

七

三
年
末

の
国

際

石
油
危

機

へ
の
反
省

か

ら
出

発

し
た

は
ず

で
あ

る
。

逆

に

い
え
ば

・

世
界

恐
慌

回
避

の
対

応
形
態

の
表
明

で
も

あ

っ
た
。

一
九

七
〇

年
代

後
半

は
、

ア

メ
リ
ヵ
、

E
c
、

日
本

の
国
際
収

支

の

不
均
衡

成
長
率
低
下
・
失
業
率

の
上
昇
、
鉱

工
業
生
産
性

の
低
下
、
不
況
下

の
物
価
高
す
な
わ
ち

ス
多

フ
レ
↓

.
ソ
が
定
着
し
た
。

こ
う
し
た
現
代
資
本
主
義

の
危
機

に
対
す
る
問
題
意
識
を
も
た
ず

に

「
イ
ン
フ
レ
、
生
産
性
上
昇
率

の
低
下
、
国
際
経
済
政
策

の
対
応

の
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ま
ず
さ
L
を
あ
げ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は

「
経
済
的
相
互
依
存
」

の
本
質
的
内
容
を
認
識

し
て

い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

第
二
は
、

八
〇
年
代

サ
ミ

ッ
ト
の
貢
献
を
表
明
し
た
こ
と

に
あ
る
。
「
一
九
八
〇
年
代

に
お
い
て
、
イ
ン
フ
レ
と

イ

ン
フ
レ
期
待

の
根
絶

が
持
続
的
成
長
と
雇
用

の
創
出

に
と

っ
て
極

め
て
重
要

で
あ

る
と

い
う
認
識
を
高

め
る
こ
と

に
貢
献
し
た
」
と

い
う
。
果
た
し
て
そ
う
か
。

一
九
七
九
年

の
第
二
次
石
油
危
機
以
降
約
四
年

間
の
世
界
不
況

の
中
で
、

ス
タ
グ

フ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
定
着
し
、

こ
の
危
機
か
ら
の
脱
出
を

解
明
せ
ず
に

「
イ

ン
フ
レ
と

イ

ン
フ
レ
期
待

の
根
絶
が
持
続
的
成
長
と
雇
用

の
創
出
」
を
も
た
ら
し
た
こ
と

の
重
要
性
を
認
識
し
た
と

い

・兄
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
イ

ン
フ
レ
根
絶

は

「
競
争
原
理

へ
の

一
層

の
依
存
と
構
造
改
革
を
通
じ
効
率
性
と
順
応
性
を
改
善
す
る
と

の

コ

、、、
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
り
強
め
ら
れ
た
」
と

い
う
。
例
え
ぽ

一
九
八

一
年

の
ア
メ
リ
カ
と

西
欧
経
済
は
不
況
下

の
物
価
高
と
失
業
者

の
増
大
、

国
際
収
支

の
赤
字

に
直
面
し
た
。

八
二
年

一
月
、

E
C
委
員
会

の
発
表

で
も
、
E
C
平
均

の
失
業
率

は
九
%
、

ア
メ
リ
カ
は
八

.
四
%
で

あ

っ
た
。

E
C

の
不
況
は
、
石
油
危
機

に
基
づ
く
生
産
性

の
低
下
、

不
況
下

の
物
価
高

に
基
づ
く
消
費
需
要

の
停
滞
、
輸
出
不
振
、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
開
発

の
お
く
れ
な
ど
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
と

め
た
う
え

で
、
構
造
改
革
を
図

っ
て
き

た
こ
と
が
論
じ
ら
れ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
。

第
三

は
、

マ
ク

ロ
経
済
政
策

と
為
替

レ
ー
ト
の
問
題
を
国
際
経
済
政
策
協
力

の
視
点
か
ら
論
じ
た
点
に
あ

る
。
例
え
ぽ

「
G
7
で
は
、

我

々
の
経
済
に

つ
い
て
、
そ

の
政
策
、
短
期
的
見
通
し
が
定
期
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
政
策
と

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
経
済
諸
指
標
に
基

づ
き
評
価
さ
れ
る
。

我

々
は
、
現
行

の
諸
指
標

の
分
析
使
用

の
洗
練

に
お
け
る
進
展
を
歓
迎
す
る
。
協
調

の
進
展
は
、
国
際
通
貨
制
度

の

機
能

の

一
層

の
改
善
に
貢
献

し
て
い
る
」
と
。

こ
こ
で
は
、
国
際
協
調

の
た
め
に
商
品
指
標
を
導
入
し
た
点
で
あ
る
。

こ
の
導
入
に
よ

っ

て
、
ど

の
程
度

の
国
際
経
済
危
機
を
回
避
で
き

る
の
か
の
見
通
し
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。

一
体
、
協
調
と
は
何
を
基
準

に
し
、
ど

の
よ
う
な
危
機
回
避
が

可
能
な

の
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き

で
は
な

い
か
。
私
た
ち
が
す
で
に
提
示
し
た
よ
う
な
国
際
通
貨
制
度

の
改
革
案
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も

示

し

て

い
な

い

(拙
著

『新
構
図
』

一
九
八
三
年
参
照
)。

第

四

は
、

イ

ソ
フ

レ
再

燃

に
対

す

る
抑

制
的
協

調

政
策

の
開

示

に
あ

る
。

「
我

々
は
、

イ

ソ
フ

レ
の

い
か
な

る
再

燃

に
対

し
て
も
警

戒

を
維

持
す

る
必
要

が
あ

る
」

こ

の
た

め

に
、
対

外

赤

字
国

は
支

出

の
伸

び

を
減

ら

し
、

対

外
黒

字

国
は

国
内

需
要

の

モ

メ

ソ
タ

ム
を
維

持

す

る
と

い
う
、

協
調
努

力

に

つ
い
て
合
意

さ
れ

て

い
る
戦

略
を

継
続

し
、

ま

た
可
能

な

場
合

に

は
、

そ

れ
を
強

化
す

る

と

の
決
意

を
再

確

認
す

る
。

「
し
か

し
、

大

幅
な
対

外

不
均

衡

の
削

減

の
た

め

に
は
、
我

々
の
協

調
努

力
だ

げ

で

は
な

く
、
新
興

工
業
経

済

を
含
む

大
幅

な
対

外
黒

字

を
抱
え

る
よ
り
小

さ
な

経
済

の
協

調
努

力
も

必
要

で
あ

る
」

(こ
の
部
分
の
原
文
を
み
る
と
、
↓
冨

「.山
鐸
.江
。冨
。
=

鱒
.・・
.

.詞
仲・,.嵩・。=

旨
,

区

窪
8
9

ぽ
。蓄

く9

零
二
一
器
ρ
爵

㊦
宕
仲
。
巳
団
。
霞

8
。畑
①翼

署

無
旦

。・噂
げ
三

巴
硫。
チ
§

。
雰

蒙

穿
冨

8
呂
巳
3

凶昆

鼠
冒
σq
冨
鼠
唄
詫

器
三
巴
や

網凶禮

9
8
0
巳
β

≦
尊

醇
αq①
Φ彗
輿
鄭
曵

跨
邑

臣
窃

と
な

っ
て
い
る
。)
と
。

こ

こ
で
は
、

国
際

不
均

衡

の
も

と

で

の
各

国

の
国
際

収
支

均
衡

論

の
立

場

か
ら

の
努

力
願

望
を

示

し

て

い
る
が
、

な
ぜ
、

不
均
衡

が

極

端

に
生

じ

た
か

の
世
界
経

済

の
構
造

的

メ
ヵ

ニ
ズ

ム
の
分

析

を
踏
ま

え

た
内
容

で
は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

た
だ

過
去

三
年

間

の
反

省

に
立

っ
て
G

7

の
結

論

を
支

持

し
て

い
る
だ
け

で
あ

る
。

つ
ま
り

「
と
く

に
日
本

と
主
要

な

欧
州

通
貨

に
対

す

る
米

ド

ル
の
下
落

は
、

実

質
的

な
貿

易
収
支

の
調
整

に
お

い
て
主

要
な

役
割

を
果

た

し
た
。

我

々
は
、

為
替

レ
ー

ト
が

過
度

に
変
動

す

る

こ
と
、

こ
れ

以
上

ド

ル
が

下
落

す

る

こ
と
、
あ

る

い
は
調
整

過
程

を

不
安
定

に
し

て
し

ま
う

ほ
ど

ド

ル
が

上
昇
す

る

こ
と

は
、

い
ず

れ

も
世

界
経

済

の
成
長

の
可
能

性

を
損

な
う

こ
と

に
よ
り
逆

効
果

と
な

る
恐

れ
が
あ

る
と

の
G

7

の
結
論

を
支

持
す

る
」

と
。

こ
こ
で

は
な
ぜ

為
替

レ
ー

ト

の
変

動
が

お
こ
る

か
を
問

い
な
が

ら
、

国

際

収
支
構

造

と
為
替

変

動

の
関

係

を
明

示

し
、

世
界
経

済

の
政

策
的

調
整

の
可
能
性

と
限

界
性

を
明

ら

か

に
す

べ
き

で
あ

る
、

と
く

に
わ

た
く

し
が
強

調

し
た

い
点

は
、

ひ
と

つ
に
は
変
動

為
替

相
場

制

の
も
と

で
、

国
際
収

支

調
整

機
能

を
通

じ

た
内

外

均
衡

の
同

時
達
成

が

政
策

調
整

に
よ

っ
て
ど

こ
ま

で
可
能

か
を
明

ら

か

に
し
な

け
れ

ば

な

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
変

動

相

場
制
が

実
施

さ

れ

て
か
ら

{
七
年

経
過

し
て

い
る
が

、
そ

の
総

括

は

い
ま

だ
に
実
施

さ
れ

て

い
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な

い
。

こ
の
間
、

先
進

国

は
た
え
ざ

る
国
際

不
均

衡

に
さ
ら

さ
れ

て
ぎ

た
。
世

界
経

済

ば

ア
メ
リ

ヵ
、

E

C
、

日
本

と

の
間

の
貿
易

摩
擦

を
起

し

て
き

た
。

黒

字

国

は
、

開

放

主
義

を
主
張

し
、
赤

字

国

は
保
護

主
義

を
主

張

し

て
き

た
。

と
く

に

ア

メ
リ

カ
は
国
際
競

争
力

が
低

下
す

る

に

つ
れ

て
、

保
護

主
義

を
主
張

す

る

よ
う

に
な

っ
た
。

そ

れ

は
G

A

T
T

の
原

理

を
放
棄

す

る
政
策

選

択

を
せ
ざ

る
を
え

な

か

っ

た
。

ド

ル
の
価
値

は
低
下

し

た

に
も

か

か
わ
ら
ず

、
基

軸
通

貨

国

の
役

割

を
果

た

し
て

い
る
と

こ
ろ

に
問
題

が

お

こ

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

こ

の
点

を
厳
し

く
検

討

し
な

い
で
、
為

替

レ
ー

ト

の
国
際
調
整

政

策

の
本
質

を
不
透

明

に
し

た

日
本

と

E
C
が

ア

メ
リ
ヵ

の
国
際
収

支

の

構

造
的
赤

字

を

カ
バ

ー
す

る
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

だ

か
ら

G

7
の
結

論

を
支

持

し
た

の
で
あ

る
。

第

五

は
、
構

造

政
策

を
政

策
協

調

に
組

み
入
れ

た
点

に
あ

る
。

構

造

政
策

は
、

「
マ
ク

ロ
経

済
政

策

を
補
完

し
、

そ

の
有

効
性

を
高

め
、

ま

た
、

よ
り
堅
固

な
成

長

の
基

礎
を
提

供
す

る
」

と

い
う
認

識

で
あ

る
。

こ

の
構
造

改
革

を
次

の
点

か

ら
追

及

し

て

い
る
。

端
障

壁

と

不
必
要
な

管

理

・
規
制

を
除

去
す

る

こ
と
、

社
会

グ

ル
ー
プ

や
地
域

へ
の

悪

影
響
を
緩

和

し

つ

つ
、

よ
り
競

争

を
増

大
さ

せ
る

こ
と
、
税

制

改
革

等

に

よ
り
労
働

、
貯

蓄
、

投
資

に
対

す

る
デ

ィ
ス
イ

ソ

セ
ソ
テ

ィ

ブ

を
除
去

す

る

こ
と
、

ま
た
教

育

と
訓
練

を
改

善
す

る

こ
と

に
よ
り
、

引
ぎ

続
き

構

造
改
革

を
追

及

す

る
L

と
。

と
く

に
O
E

C
D

(経
済
協
力
開
発
機
構
)

に
よ

る
構

造
改

革

の
監

視

を
通
じ

て
、

政
府

予
算
、

消

費
者

物
価

及
び

国
際
貿

易

に
対
す

る

構
造
改

革

の
影
響

を
明

ら

か

に
す

る

こ
と

に
よ
り
、

国

民

に
理
解

を
求

め
る
と

い
う
。

こ
の
上

か
ら

の
問
題

意
識

の
構

造
改
革

で
、

各

国

の
政
策
調

整

は

可
能

な

の
で
あ

ろ

う

か
。

O

E
C

D

の
提
案

が

各
国

の
構
造

改

革

に

ど

の
よ
う

に
反

映

し
、

調
整

で
き

る
か

の
問
題

が
あ

る
。

先
進
国

と
発
展

途

上
国

と

の
構

造
問

題

は
、
経

済
格

差

の
問

題

で
あ

り
、

こ
の
問

題

に

つ
い
て
途

上
国

の

ニ
ー
ズ

を
原

則

と
し

て
踏

ま

え
ど

の
よ
う

に
政
策

的

に
協

力
す

る
か

に
あ

る
。

こ
の
悶

題
認
識

な

し

に
、

農
業

政
策

一
般

の
問
題

と
し

て
処

理
し

て
は
な
ら
な

い
で
あ

ろ

う
。
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問
題

は
、

「
市

場
指

向
的
な

農
業

政
策

」

を
ど

の
よ
う

に
改

革

し
、

農
民

の
生

活

水
準

を
高

め
る

か

に
あ

る
。

構
造

改
革

の

一
環

と

し

て

「
金
融

と
技

術
」

の
革

新
が

取

り
上
げ

ら

れ

て

い
る
。

そ

の
内

容

は
き

わ

め
て
常
識
的

で
あ

る
。

例

え
ば
、

金
融

市

場

の
国
際

統

合

の
中

で
、

「
資
本

の
よ
り
良

き
配

分

に
貢

献
す

る

一
方
、

一
国

に
お
げ

る
混

乱
が

他

の
諸

国

へ
波
及

し
得

る
速

度

と
規

模
を
増

大

さ

せ
て

い
る
。

我

々
は
、

証
券

市

場
を
含

む

世
界

的
な

金
融

制
度

の
機
能

を
検

討
す

る
上

で
、

他

の
諸

国
と

引
き

続
ぎ

協

力

す

る
」
と

。

構
造
改

革

の
主
体

を
何

に
お
く

の
か
。

金

融
制

度

の
政
策

と

い

っ
て
も
、

国
際
的

多

国
籍

銀
行

の
行
動

様

式
を
ど

の
よ
う

に
公
的

に
監

視

す

る
か

の
国

際
的

協

調
を
も

た
な

い
限
り

、
絵

に
か

い
た
餅

で
あ

ろ
う
。

サ

ミ

ッ
ト
参

加
国

の
当
面

す

る
構
造

的
問

題

を
具
体

的

に
提

示

し
、

そ

れ

を
市
民

的

に
解
決

す

る
方
式

を

確
立

し
な

い
限
り
、

構
造

改

革

は
成
功

し
な

い

の
で
は
な

い
か
。

構
造

改

革

の
目
的

を
、

市

民

の
文
化
的

福
祉

水
準

の
向

上

に
お
き
、

そ

の
た

め

の
経

済
政

策
、

農
業

政

策
、

労
働
政

策
、

金

融
政

策
、

財

政
政

策
な

ど
が
連

関
的

効

果

を
も

つ
よ
う

に
す

る
国
際

協
調

政
策
が

確
立

さ
れ
な

け
れ
ぽ

な

ら
な

い

と
考
え

る
。

こ

の
点

の
分
析

は
な

に
も
な

い
と

い

っ
て

よ

い
で
あ

ろ
う
。

第

六
は
、
八

八
年

二
月

の
ウ

ル
グ

ア
イ

・
ラ
ゥ

ソ
ド

(新
多
角
的
貿
易
交
渉
)

の

「
成

功
」

を
踏

ま
え

て
、
貿

易

の
拡
大

と
経
済

成

長

を
導

い
た

こ
と

を
評
価

し
て

い
る
。

さ
ら

に

コ
フ
ソ
タ

・
デ

ル

・
エ
ス
テ
に
お

い
て
、

閣

僚

は
、
貿

易
関
連

投
資

措

置
と

い

っ
た
新

分
野

を
含

む

、
物

と

サ
ー
ビ

ス
の
幅

広

い
分
野

に
わ

た

っ
て
、

貿

易
を

一
層

自
由

化

し
、

ま

た
適

切
な

場
合

に
は
、

早

期
合
意

を
行

う
用

意
が
あ

る

こ
と
を
約
束

し
た
。

各
国

は
、

引
き

続
き

、

保
護

主
義

と
、

ガ

ッ
ト

(関
税
貿
易

一
般
協
定
)

の

ル
ー

ル
の
枠
外

で

一
方

的

措
置

を
と

る
こ

と

の
誘
惑

に
抵

抗

し
、

ま

た
、

適

切
な

場

合

に
は
、

早
期

合
意

を
行

う

用
意
が

な

け
れ

ぽ

な
ら
な

い

(原
文

は
こ
う
な

っ
て
い
る
。
O
。
蝦
諏梓触向め
・。

ヨ
鼠

8
三
ぎ
器

8

§

圃。。一
〇
同。
§

一一§
凶善

餌
巳

チ
2

Φヨ
讐
巴
。
昌
8

巴
。冥

毒
剛巨

①巨

日
§

霞
窃

。
霧

幕

爵
Φ
欝

§

き

蒔

。
幽
O
>
↓
リ
ヨ
一窃

餌
巳

ε

巴
δ
≦

8
『
Φ母
ζ

鋤
σq
話
ΦB
①葺
。。
芝
ゴ
Φ希

巷
箕
o
箕
禦
。.)」
。
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問

題

は
、

新

多
角

的
貿

易

交
渉

を

一
方

で
お

し
す
す

め
な
が

ら
、

他
方

で
、

保

護
主
義

と

G

A
T

T

の

ル
ー

ル
違

反

へ
の
反

対
を

ど

の

よ
う

に
連
動

さ

せ
る
か

で
あ

る
。

ア

メ
リ
カ

の
保

護
貿

易

主
義

に
対

す

る
批
判

と
、

新
多

角
的

貿

易
交
渉

の
進
展

と

の
矛

盾

を

サ
ミ

ッ
ト

は
ど

の
よ
う

に
克

服

す

る
か

の
経

済

政

策
を
展

開
す

べ
き

で
は
な

か

ろ
う

か
。

第

七

は
、

一
九

八
九
年

に
発

足
す

る
米
加

自

由
貿
易

協
定

と

一
九

九

二
年

ま

で
に
域
内

市

場
を
完

成
さ

ぜ
る
欧

州
共

同
体

の
進
展

を

歓

迎
し

て

い
る
点

で
あ

る
。

そ

の
理

由
を

こ
う
述

べ
て

い
る
。

「
我

々

の
政
策

は
、

こ
れ
ら

の
動
向

が
、

我

々
が
関
与

す

る

地
域
協

力

に
向

け

て

の
そ

の
他

の
動
き

と

と
も

に
、

開
放

さ
れ

た
多

角
的

貿

易
体

制

を
補
強

す

べ
き

で
あ

り
、

ま

た
ウ

ル
グ

ア
イ

・
ラ
ゥ

ン
ド

の
自

由
化

に
対

し
触

媒

作

用
を
及
ぼ

す

べ
き

で
あ

る
と

い
う
も

の
で
あ

る
」

と
。

周
知

の
よ

う

に
、

米

加
自

由
貿

易

協
定

は
、

二
国

間

の
貿
易
額

で
、
世

界
最

大

の
規
模

に
な

り
、

協
定

の
中
味

は
、

関

税

の
相
互
撤
廃

、

輸

出

入
制

限

の
撤
廃

.
緩

和
等

、
両

国

の
市

場

の
自

由

化

で
あ

り
、

し
た
が

っ
て
、

財
貨
、

サ
ー
ビ

ス
、

金
融
、

投
資

に
関

す

る
条
項
、

相
殺

関
税

及
び

ア

ン
チ

・
ダ

ン
ピ

ン
グ
税

に
係

る
二
国

間
紛

争
処

理

手
続
き

等

を

含
む
従
来

に
な

い
協
定

と
な

っ
て

い
る
。

ア

メ
リ
カ
は

産

業

の
生
産

性

の
低
下

、

国
際
競

争

力

の
低
下

を
克

服

す

る
た

め

の

カ
ナ
ダ

市

場

へ
の

ア
ク

セ
ス
を
確
保

し
よ
う

と
す

る

と

こ
ろ

に
メ
リ

ッ
ト
を
見
出

し
、

カ

ナ
ダ

は

ア

メ
リ

カ
市

場

で

の
活

性
化

を

通
じ

て

メ
リ

ッ
ト
を

見
出

そ
う

と

し
て

い
る
。

だ
が
米

加
自

由
貿

易
市
場

は
、

基

本
的

に
は
、

両

国

の
大

企
業

中

心

の
市

場
相

互
参

入

の
承
認

で
あ

り
、

企

業

の
集

中
、
集

積

を
通

じ

て
、

競
争

力

の
強

化

を

め
ざ
す

も

の
で
あ

る
。

一
方

、

一
九

九

二
年

の
E
C
統

一
市

場
拡

大

は
、

人

旦

二
億

二
、

O
O

O

万
人

、

G

D
P
四
兆
数

千

億

ド

ル
の
域
内

市

場

を
も

た
ら

す

も

の
で
、
科

学

技
術

の
共

同
開

発
、

域
内

市
場

の
障

壁

の
撤

廃
、
欧

州
議

会

の
機

能

の
強

化
、

E

C
理
事
会

に
お
け

る
「
特
定

多
数

決
制
」

の

導

入

な

ど

が

特

徴

的

で

あ

る

(o
。
白
駐

。・
冨

。
h
浮
㊦
穿

越

①
き

o
。
臼
旨
琶

番

"

田

善

窃
昌

国
8

き

舅

曽
罫

尋

L

Φ
。。
。。
"
2
。
・
ω
α
)
。

こ
う

し
た

ア

メ
リ
カ

.
カ

ナ
ダ

市
場

協
定
、

E
C
域

内

市
場

の
強
化

な

ど

は
、

九
〇

年

代

の
世
界

市
場

に
お
け

る

「
自

由
化
」

の
名

の
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も
と
で
の

「
新
し

い
ブ

ロ
ッ
ク
」
化

の
形
成
で
あ

り
、
世
界
経
済

の
危
機
管
理
の
統

一
市
場
圏

の
形
成
で
あ
り
、

新
国
際
資
本
蓄
積

の
発

現
形
態
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
経
済

に
お
け
る
地
域
経
済

の
協
力
化
を
歓
迎
す
る
こ
と

は
、
ブ

ロ
ッ
ク
化
を
通
じ
て
相
互
の
協
調
関
係
を
維
持
し
、

発
展
さ
せ
る
と

い
う
論
理
と
矛
盾
す
る

こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
論
理
を
前
提

に
し
て
ガ

ッ
ト
を
強
化
す
る
と

い
う

の
で
あ
る
。

「
ガ

ッ

ト
の
規
律

は
加
盟
国
が
そ

の
義
務
を
受
け
入
れ
る
よ
う
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
紛
争
が
迅
速
、
効
果
的

か
つ
衡
平

に
解
決

さ
れ
る
よ
う
確
保
す

る
も

の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
、

こ
う
し
た
原
則
が
な
ぜ
破
ら
れ
て
い
る
か
を
加
盟

国

の
政
策
担
当
者
が
自
覚
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
の
で
は
な

い
か
と
お
も
う
。

な
お
ガ

ッ
ト
と
発
展
途
上
国
と
の
次

の
関
連
性
を
強
調
し
て

い
る
点
は
妥
当
性
を
も

っ
て

い
る
と
考
え
る
。

ヘ

へ

「
我

々
は
、

開
発
途
上
国
、

特

に
新
興
工
業
経
済
が
国
際
貿
易
と
国
際
的
な
調
整
過
程

に
お
け
る
こ
れ
ら
諸
国
の
重
要
性
及
び

こ
れ
ら

諸
国

の
そ
れ
ぞ
れ

の
発
展
段
階
に
応
じ

て
、

ガ

ッ
ト
に
お

い
て

一
層

の

コ
ミ

ッ
ト
メ
ソ
ト
と
義
務
及
び

よ
り
大
き
な
役
割
を
引
き
受
け
る

よ
う
奨
励
す
る
。
同
様

に
、
先
進
国
と
し
て
は
、
開
発
途
上
国

の
輸
出

に
対
し
、

よ
り
開
放
さ
れ
た
市
場
を
確
保
す
る
よ
う
引
き
続
き
努

力
す
べ
き

で
あ

る
」
と
。

こ
こ
で
注
釈
を
加
え
る
と
、
発
展
途
上
国
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ

い
た
ガ

ッ
ト
の
適
用
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
農
業
政
策

に
つ

い
て
も
同
じ
よ
う
な
視
点
を
も

っ
て
、
農
業
を
大
資
本
の
従
属

に
お
く

の
で
は
な
く
、
農
業

に
お
け
る
生
産
性

の
確
保
と
農
業

の
安
定
性

を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提

に
保
護
政
策

の
段
階
的
縮
小
を
計
画
し
て
い
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

第

八
は
、
新
興
工
業
経
済
地
域
の
位
置
づ
け
で
あ

る
。

ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
N
I
E
S
が
世
界
貿
易

に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
点

の
評
価

で
あ

る
。
「
対
話
と
協

調
努
力
は
、
世
界
経
済

の
持
続
的
か

つ
均
衡

の
と
れ
た
成
長

に
と

っ
て
必
要
な
国
際
的
調
整
を
達
成
す
る
た
め
に
、

マ
ク

ロ
経
済
、
通
貨
、
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構

造
、

貿
易

等

の
政
策

分

野

に
焦

点
を
当

て
る

こ
と

が

で
き

ょ
う
L

と

い

っ
て

い
る
。

問
題

は
そ

の
中
昧

で
あ

る
。

こ
の
点

は
、

解
明

さ

れ

て

い
な

い
。

一
言

で

い
え

ば
、

政

策
協
調

の
国
際

的

公
準
が

理
論

化

さ
れ

て

い
な

い
。

第

九

は
、

「
開
発

途
上

国
」

と

債
務

問
題

の
位
置
づ

け

で
あ

る
。
「
開
発

途

上

国

の
将

来

に
と

っ
て
中
核
と

な

る

の
は
、
健

全
な

世
界
経

済
循

環
、

開

放

さ
れ

た
貿

易
体

制
、

適

切
な

資
金

フ

ロ
ー
、

そ
し

て
最
も

重

要

で
あ

る

の
は
、

こ
れ

ら
諸

国

に
よ
る
適

切
な

経
済
改

革

へ

の

コ
、、、
ッ
ト

メ

ソ
ト

で
あ

る
。

多
額

の
債

務

を
抱

え

た
多
く

の
開

発
途

上

国

の
問
題

は
、

経
済

的

か

つ
政
治

的
な

懸
念

を
引
き

起

こ
し
て

い
る
」

と
し

て
、

ラ

テ

ソ
ア

メ
リ

カ
、

ア

フ
リ

カ
、

及

び

太
平

洋
、

特

に

フ

ィ
リ
ピ

ン
を
あ

げ

て

い
る
。

問
題

は
、

累

積
債

務

国
家

へ
の
認

識

に
あ

る
。

こ
う

し
た
発
展

途

上
国
が

な
ぜ
対

外
累

積
債

務

を
抱

え
ざ

る
を
え

な

か

っ
た
か

の
構

造

認
識

が
な

い
。

国
際

通
貨
危

機
、

二

つ
の
石
油

危

機

の
中

で
、

途
上

国

は
、

急
速

に
交

易
条

件
が
悪

化

し
、

一
次
産

品
価

格

の
低
下

に
よ

る
外

貨

不
足
、

国
内

経
済

の
停

滞
、

構

造
改

革

の
困
難

性

、
外

国
資

金

の
導

入

を
通
じ

て

の

「
や

り

く
り
」

経

済

を
余
儀

な

く
さ
れ

て

い

る
。

こ
う

し

た

メ
カ

ニ
ズ

ム
を
通

じ

て
借

金
経

済
が

恒

常
化

し
た
。

だ
か

ら

「
巨
額

の
債

務

を
抱

え

た

い
く

つ
か

の
中
所

得
国

は
、

対

外

債
務

を
返
済

し
持
続

可
能

な
成

長

の
た

め
に
必
要

な
投

資

を
生

み
出

す
上

で
引

き
続

き

困
難

を
有

し

て

い
る
」

の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て

債

務

国

は
、

自

国
経

済

の
改
革

の
た

め

に
、

さ
ま
ざ

ま
な
努

力

を
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

だ
が

そ

の
た

め

に
は
、

先
進

国

の
公
的
資

金

が

必
要

な

の
で
あ

る
。

こ

の
点

に
関

し

て
、

『
経

済
宣

言

』

は

「
世

界
銀
行

の
七
五
〇
億

ド

ル
に

の
ぼ

る

一
般

増
資

の
完

全

な
実

施
を
強

く

支

持
す

る
」

と

い

っ
て

い
る
。

こ
こ

で
は
、

債

務
国

の
計
画

の

二
ー
ズ

に
基

づ

い
て
活
用

す

る
方

式

を

ケ
ー

ス
ご
と

に
具
体

的

に
示

す

べ

き

で
は
な

い
で
あ

ろ
う

か
。

一
方

で
、
『
経

済
宣

言
』

は
公
的

融
資

の
他

に
民
間

資

金

の
活
用

を
評

価

し

て

い
る
。

「
フ

ァ
イ

ナ

ン

ス
の
オ
プ

シ

ョ
ン

の
メ

ニ

ュ
ー

の

拡

大

は
、

民

間
銀

行

の
融
資

が
生

産
的

用

途

へ
流
れ

る

こ
と
を
促

進

し
て
き

て
お
り
、

こ
れ

を
通

じ
、

民
間
銀

行

は
、
債

務

国

の
改

革
努

力
を
支
援

す

る
上

で
重

要
な

役
割

を

果

た
し

て
き

て

い
る
。

こ
れ

ら

の
銀

行

が
引

き
続
き

関
与

す

る

こ
と
が
債

務
戦

略

上

不
可
欠

で
あ

る
。
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こ
の
点

に
関
し
、

世
界
銀
行
と
I
M
F

(国
際
通
貨
基
金
)
は
、
債
務
国
の
調
整
計
画
を
支
援
す

る

た

め
に
民
間

(及
び
公
的
)
資
金
源
か

ら
追
加
的
資
金
を
引
き
出
す
上

で
、
重
要
な
触
媒
と
し
て

の
役
割

(留

ぎ
℃
婁
9
馨

8
邑
旨
。
「。一Φ)
を
果
た
す

こ
と
が
で
き

る
。

こ
の
点
が
問
題
な

の
だ
。
民
間
銀
行
は
利
潤
動
機
で
開
発
を
進

め
る
。

現
地

の
開
発
に
役
立

っ
て
も
、
そ

の
主
体
は
利
潤
動
機
を
目
的

に
展
開
す
る
。
だ
か
ら
問
題
は
、
債
務
国
が
借
金
を
返
済

で
き

る
あ

る

一
定
期
間
、
公
的
機
関
が
債
務
国

の
自
立
を
保
証
す

る
条
件
を

つ

く
る
限
り
に
お

い
て
、
民
間
銀
行
を
活
用
し
、
民
間
銀
行
も
、

現
地

の
途
上
国

の
発
展
を
前
提

に
し
た
資
金
活
動
を
行
う
よ
う

に
す
べ
き

な

の
だ
。

途
上
国

の
自
立
化
、
計
画
化
、
工
業
化
を
主
体

に
し
た
新
し

い
援
助
と
開
発

の
方
式
を

確
立
す
べ
き
な

の
で
あ
る
。

こ
の
点
で

「
メ

ニ

ュ
i

・
ア
ブ

目
ー
チ
」

の
再
検
討
を
お
こ
な

い
、
債
務
国

の

ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
計
画
的
、
総
合
的
資
金
導

入
を
展
開
す
べ
き
な

の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
民
間
直
接
投
資
行
動
を
、
公
的

に
監
視

し
、
多
国
籍
企
業

の
最
大
限
利
潤
を
目
的

に
し
た
行
動
を

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
す
べ
き

で

は
な
か
ろ
う
か
。
と

こ
ろ
が
、

『
経
済
宣
言
』

は
こ
の
点
を
無
視
し
て
、

国
際
直
接
投
資
を

「
開
発
途
上
国

に
お
け
る
経
済
成
長
と
構
造

調
整
を
刺
激
す
る
重
要
な
役
割
」
を
果
す
と
位
置
づ
け
る
。

問
題
は
、
直
接
投
資
が
被
投
資
国

の
開
発
計
画
の
枠
内
で
展
開
し
な

い
か
ぎ

り
、
無
秩
序
な
投
資
行
動

に
お
ち

い
り
や
す

い
。

こ
の
点

で
中
国

の
外
国
投
資
受
け
入
れ
方
式
を
新
し

い
開
発

の
モ
デ

ル
に
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

第

一
〇

は
、
最
貧
国

の
債
務
問
題
で
あ

る
。
私
た
ち
は
、

『
世
界
経
済

の
新
構
図
』

に
お
い
て
も
、

こ
の
問
題
を
お
こ
し
た
根
元

は
、

先
進
資
本
主
義

の
対
外
政
策

に
あ

っ
た
の
だ

か
ら
、

最
貧
国

の
借
金
は
原
則
的
に
棒
引
き

に
す
べ
き

で
あ

る
と
主
張
し
て
き

た
。

こ
の
点
、

『
経
済
宣
言
』
は
パ
リ

・
ク
ラ
ブ

の
債
権
国
の
据
え
置
き
期
閥
、

償
還
期
間
を
延
長
し
て
債
務
繰
り
延
ぺ
を
行

っ
て

い
る
こ

と
、

I
M
F
の
構
造
調
整

フ

ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
の
拡
大
、
及
び

ア
フ
リ
カ
開
発
基
金

の
第
五
次
増
資

(
一
九
八
八
-
九
〇
年
の
期
間
、

一
八
〇
億

ド
ル
以
上
、
そ
の
う
ち

一
五
〇
億
ド
ル
が
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
融
資
)
を

評
価

し

た
。

そ

し

て

「
最
貧
国

の
債
務
返
済
費
用
を
更
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に
軽
減
す

る
た
め
に
…
…
我

々
は
、
公
的
債
権
者
が
通
常
比
較
的
短

い
返
済
期
間

に
お
け
る
譲
渡
的
金
利
と
、
商
業
的
金
利

に
よ
る
比
較

的
長

い
償
還
期
間
と
、
繰
り
延

べ
期
間
中
の
債
務
返
済
義
務

の
部
分
的
張
消

し
の
い
ず
れ
か
、
あ

る
い
は
、

こ
れ
ら

の
オ
プ

シ

ョ
ソ
の
組

合
わ
せ
を
選
択
す

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
、
相
互

に
比
較
可
能
な
枠
組
み
の
中
で
、

こ
れ

ら
諸
国

の
公
的
債
務
を
繰
り
延
べ
る
こ

と

に
つ
き
意
見

の

一
致
を
見
た
L
と
。

こ
の
点

一
歩
前
進

で
は
あ
る
。

さ
ら

に

「
い
く

つ
か
の
債
権
国
政
府

に
よ

っ
て
と
ら
れ
た
、
政
府

開
発
援
助

(O
D
A
)
融
資
を
帳
消
し
に
す
る
か
、

ま
た
は
、

O
D
A
融
資

の
重
荷
を
取
り
除
く
た
め
の
行
動
を
歓
迎
す
る
」

と
し
た
点

も
評
価

で
き

る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
開
発
援
助

の
原
則
棒
引
き

の
中
で
、

一
方
で
、
最
貧
国
の
発
展

計
画
に
対
す
る
総
合
的
援
助

を
ど

の
よ
う
に
展
開
す

る
か
を

サ
、ミ
ヅ
ト
は
共
同
の
責
任

で
示
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

こ
の
点
、

サ
ミ

ッ
ト
は
、
「
新
国
際
経
済
秩
序
宣
言
」
、

お
よ
び

一
九

八
七
年

の
U
N
C
T
A
D
の
決
議
を
基
準

に
対
応
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

南
北
問
題
、
南
南
問
題
、
東
西
問
題
、
北
北
問
題

の
さ
ま
ざ
ま
な
脈
絡

の
中

で
、
最
貧
国

の
問
題
を
、
今
後
、
世
界
経
済

の
最
重
要
課

(
2

)

題
と

し

て
位
置
づ

け

る

べ
き

で
あ

る
と
考

え

る

(そ

の
他
環
境
問
題

の
検
討
は
省
略
す
る
)。

四

途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
の
政
策
的
対
応
を
吟
味
す
る

ω

中

南

米

の
累
積

債
務

の
現
実

こ
こ
で
、

前

述

し
た
途

上

国

の
累

積
債

務
問
題

を

取
り

上
げ

る
。

い
ま
や

そ
れ

は
世

界

経

済

に
と

っ
て

重

要

問
題

で
あ

る
か
ら
だ
。

世
界
銀
行

に
よ

る
と

(芝
o噌一山

b⇔
餌昌
犀
㎞
H㊤
GQ
G◎u
"。白
o
困}儀
圃)
①げ
什
]U的げ
}①g自堕噂・)
発

展

途
上

国

の
累
積
債

務

は
、

一
九

八

七
年

末

に

一
兆

一
、

九

〇

〇
億

ド

ル
で

(第

3
表
)、

八

八
年

末

に
は

一
兆
三
、

二
〇

〇

億

ド

ル
に
達
す

る
と

推

計
さ

れ

て

い
る
。

現
時

点

の
特

徴

は
、
莫

大
な
債

務

を
抱

え

る
中

で
、
貸

付
額

が
減

少
す

る

一
方

で
、
毎
年

の
利
払

い

(第
5
図
)

は
債
務

残
高
と

と

も

に
増

大

し
、
八

二
年

以
降
元

本
返
済
額

に
匹
敵

し

て

い
る
。

I
M

F

の
統

計

に
ょ

る
と

、

返
済

負
担

の
重

さ

の
指
標

を

示
す

D
S

R

(輸
出
額
に
対
す

る
元
利
支
出
額
の
比
率
、
O
・馨
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第3表 債務残高の推移
(単位:10億 ドル,%)

1987年1986年1985年1984年1983年1982年1981年

1,X901,1201,038958894831755

 

額総

25.427.925.o23.924.025.122.2デ ッ ト ・サ ー ビ ス
レシ オ(DSR)

世 銀,"WandDebtTables"

IMF,"WoadEconomicOut:ooK{DSR}"

(注) 1.

2.

3.

デ ッ ト・サ ービス ・レシオ;元 利払 い額の輸出総額に対 する比率。

86年 は暫定値。87年 は推定値。

短期債務,民 間債務を含む

ここでは,発 展途上国全体 のDSRと して,IMFの い う資本輸入発展途上国のDSR

の値を使用 した。すなわち,1979～81年 の3年 間の平均でみた とき経常収支 が黒字であ

りかつ援助供与国であ った8ケ 国,イ ラン,イ ラク,ク ウェイ ト,リ ビア,オ マーン,

カタル,サ ウデ ィ ・アラビア,ア ラブ首 長国連邦を除いた数値である。

〔出所〕r経 済協力 の現状 と問題点』1987年,21ペ ージ。

Qり
。三

8

夘
巴
。
)

は
、

途

上

国
全
体

で
二
七

・
三

%

(
一
九
八
六
年
)

に
な

っ
て

い

る
。

だ
が

一
九

八
七
年

の
D

S
R
を

地
域

別

に
み

る
と

、

ア
ジ

ア

一
二

・
一
%
、

中
東

=
二

・
七

%
で
あ

る
が
、

ア
フ
リ

カ
三

三

・
二
%
、

中
南
米

五

五

.
四
%
と

な

っ
て

い
る
。

ア
フ
リ

カ
、

中
南

米

は
、

累

積
債

務

の
構
造

的
危

機

状
態

に
あ

る
。

『
通
商

白
書

』
(
一
九
八
七
年
)
に
ょ
る
と
、

一
九

八

六
-

八

七
年

に
債
務
危

機
が

再

燃

し
た

と

い
う
。

例
え
ぽ

メ
キ

シ

コ
が
、

一
九

八

六
年

に
原

油
価

格
下

落

に
よ

っ
て
輸

出
収

入
が

激

減

し
、

債

務
返

済
困

難

に
陥

っ
た
。

「
こ
の
危

機

は
、

国
際

機

関
、

先

進
国

政
府

、

民
間

銀
行

の
協

調

に
よ

る
救
済

融
資

に
よ

っ
て
回
避

さ
れ

た
。

こ

の
救
済

融
資

は
、

二
〇
年

間

の
繰

延

べ
、

七

七
億

ド

ル
の
新

規
融
資

に
加

え
、

従
来

は

一
%
以
上
が

一
般
的

で
あ

っ
た
。

」
I
B

O
R

M

(
ロ
ソ
ド

ソ
銀
行
間

金
利
)

へ
の
上

乗

せ
金
利

(
ス
プ

レ
ッ
ド
)
が

○

・
八

一
二
五

%

に
軽

減

さ
れ
、
銀

行

融
資

の

一
部

を
世
銀

が

保
証

す

る
等
、

メ

キ

シ

コ
に
と

っ
て

か
な
り
有

利
な

条

件

で
あ

っ
た
。
L

こ

こ
で
特

徴
的

な

こ
と

は
、

国
際

機
関
、

先

進
国

政

府
、

民

間
銀

行

の
「
協

調
」

融

資
方

式

を
採

用

し
た

点

に
あ

る
。

だ
が

こ

の
方

式

で

メ
キ

シ

コ
自
身

の
経

済
計

画

が
順

調

に
発
展

し
た

の
か
。

こ

の
点

の
内

容

ま
で

ふ
み
込

ん
だ
分

析
が

必
要

で

あ

る
。

こ

の
メ
キ

シ

コ

へ
の
協

調
融
資

方

式

は
、

フ

ィ
リ
ピ

ソ
、

ヴ

ェ
ネ
ズ

エ
ラ
、

ア

ル
ゼ

ソ
チ

ソ
等

に
も
刺

激
を
与

え
た
。

こ
れ
ら

の
国
も

緩

和
さ

れ

た
条
件

に
よ
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る
繰
延

べ
が
認

め
ら

利
は

ロ
ソ
ド

ソ
銀
行
間

の
債

務
繰

延

べ

(期

(億 ドル)

0

0

(U

∩
V

∩
V

O

O

O

∩
V

∩
V

5

5

∩
V

¶
⊥

-
占

れ

た
。

例
え
ぽ
、

ヴ

ェ
ネ
ズ

エ
ラ
は
、

八
七
年

二
月
、

民

間
銀
行

団

と

二

一
二
億

ド

ル
の
繰

貸
出
金
利
ブ
ラ
ス
○

・
八

一
二
五
%
)
が
認

め
ら
れ

た
。

フ

ィ
リ
ピ

ン
は
八
七
年

三

月

に
民
間
銀

仁

間

一
七
年
、
金
利

ロ
ソ
ド

ソ
銀
行
間
金
利
ブ

ラ
ス
○

・
八
七
五
%
の
条
件
)
で
合
意

し
た
。

一
方
ブ

弓 延

べ

(期
間

一
四
年
、
金

行

団
と

=
ご
二
億

ド

ル

フ
ジ

ル
は
、

八
七
年

二

(注)

第5図 発展途上 国への資金 フ ロー(貸 付)の 推移

ムx,243

ユ,116
一一一一 資金 の純 移転

000 一 991

923 900
887 857

一
晶

goo
一 貸

付

352
額

＼

＼ 178

71

0
81 82 83 84 85 8fi s7 「

勿 多 勿
z学31

勿 髪 髪
｠ 1

.(415) X491 ;(447) 1(468) (548} (608 (640

髪
%3071

髪
1290
元
本
分

goo 扁 債
務

(417) X489 (472> (528) (547 (556' 〔550

返⊥
盈 済
額

利
891 払

921 分
000 咽 987 997

1,095
Y ,

1.14
1,190

ワ

(毛意 ドノレ)

(注)世 界 に債務状況 を報告 してい る109ケ 国のみ。

〔出所〕 世銀,"WorldDebtTables"r経 済協力 の現状 と問題点』1987年,

22ペ ージ。
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月

に
中
長
期
債
務
六
八
〇
億

ド

ル
の
利
払

い
停
止
宣
言
を
し
た
。

八
七
年
四
月

に
は
、
米
銀
三
行
が
ブ

ラ
ジ

ル
向
融
資
を
不
良
債
権

に
す

る
と
発
表
し
た
。

八
七
年
九
月

に
は
、
①

利
払

い
の

一
〇
四
億
ド

ル
新
規
融
資

②

リ
ス
ク
の
金
利

ス
プ

レ
ヅ
ド
を

0
に
す
る
こ
と
、
③

債
務

の
長
期
債
権

へ
の
転
換
、

の
三
点
を
め
ぐ

っ
て
民
間
銀
行
団
と

の
交
渉
を
開
始

し
、
同
年

=

月

に
①

に
つ
い
て
合
意
し
た

(『
通
商

白
書
』
)

一
九
八
七
年
二
八
ペ
ー
ジ
)
。

ア
ジ
ア
N
I
E
S
を
除

い
て
中
南
米

の
累
積
債
務
が
な
ぜ
再
燃

し
た
か
が
問
題
な

の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、

こ
れ
ら
の
国

の
工
業
化

が
停
滞
し
た
こ
と
・
輸
出
が

不
振

で
あ

っ
た
こ
と
、
輸
入
が
増
大
し
、
外
貨
不
足
が
継
続
的

に
お
こ

っ
た

こ
と
、

さ
ら
に
先
進
国

の
債
務

が
累
積
し
、
元
本
返
済
額

以
上

に
利
子
支
払

い
が
増
大
し
た
こ
と
な
ど
で
あ

る
。

I
M
F
の
発
表

(♂く
OH一甑
国
60
昌
O回口
一〇
〇
葭
畠
OO
犀
鳩
同Oco㎝
)
に
よ
る
と
、
債
務
国
が
年

々
負
担
し
て
い
る
長

・
短
期

の
債
務
合
計

に
対
す

る
利

子
支
払

い
額

は
、

八
四
年
七
四
〇
億
ド

ル
で
あ
る
。
利
子
支
払

い
額

の
み
で
年
輸
出
額

の
ニ
ニ

・
四
%
を
占
め
て
い
る
。
毎
年
三
〇

%
の

増

加
率

で
推
計
す
る
と
、
'
一
九
九
〇
年

に
は
約

一
二
八
〇
億

ド
ル
に
達
す
る
で
あ

ろ
う
。

「
借
金

で
首
が
ま
わ
ら
な

い
」
と

は
こ
の
こ
と

で
あ

る
。

こ
う

し
て
み
る
と
債
務
国

の
金
利
負
担
は
限
界
を
こ
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
国
際
銀
行
団
が
金
利

の
大
幅
引
下
げ
政
策
を
示
す
べ

き

で
あ

る
。

と

こ
ろ
が

『
経
済
宣
言
』

は
、
累
積
債
務

の
危
機
状
況

に
あ

る
国

々
に
対
し
て
、
先
進
国

の
民
間
資
本

の
債
権
を
ど

の
よ
う
に
軽
減
す

る
か
と

い
う
問
題
意
識

か
ら
出
発
し
て

い
る
。

民
間
金
融
資
本
は
、
債
権

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
世
界
銀
行
、

I
M
F
な
ど

の
国
際

的
公
共
資
本
を
、
活
用
す

る
方
式
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
あ

み
だ
し
て

い
る
。

こ
の
こ
と
が
累
積
債
務
途
上
国

の
負
担
に
な

っ
て

い
る
。
そ

れ
は
途
上
国
の
企
業
経
営

の
合
理
化
だ
げ
で
な
く
、
国
民

の
税
負
担

の
強
化
と
な

っ
て
表
面
化
し
て
い
る
。
だ
か
ら
ブ

ラ
ジ

ル
に
し
ろ
、

メ
キ

シ
コ
に
し
ろ
、
ヴ

ェ
ネ
ズ

エ
ラ
に
し
ろ
、
本
来
的

に
は
、

一
定

期
間
利
払

い
を
凍
結

し
、
経
済

の
活
性
化
を
め
ざ

し
て

い
る
が
、
中
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南

米

に
と

っ
て
は
、

ア
ジ

ア
N
I

E
S
と

違

っ
て
、

経
済

運

営
が

十
分

に
機
能

し

て

い
な

い
。

例
え

ば
、

『
通

商

白
書
』
(
一
九
八
七
年
)
に

お

い
て
、

中
南

米

N
I

E

S

(ア
ル
ゼ
ソ
テ
ィ
ソ
、
ブ
ラ
ジ

ル
、

メ
キ
シ
コ
)

の
経

済
動

向

を

つ
ぎ

の
よ
う

に
紹
介

し

て

い
る
。

「
ま
ず

ア

ル
ゼ

ソ
テ

ィ
ソ
、
ブ

ラ
ジ

ル
両

国

で

は
、

八

五
、

八

六
年

に

ア
ゥ

ス
ト

ラ

ル

・
プ

ラ

ソ
、

ク

ル
ザ

ー
ト

・
プ

ラ

ン
と

言
わ

れ

る

①

通

貨

の
呼
称
変

更

と
デ

ノ
、、、
、
②

物

価
、

賃

金

の
凍

結
、

③

為
替

相
場

の
固
定

化

等
を
内

容

と
す

る
経

済
安
定

化
政

策
が

導

入
さ
れ

た
。

こ
れ
ら

の
政

策

は
、

賃
金

上
昇

と
物

価

上
昇

と

の
間

の
悪
循

環

を
断

ち
切

り
、

イ

ン
フ

レ
及
び

イ

ン
フ

レ
期
待
を

直
接
的

に
抑
え

込
む

こ

と
を

目
的

と

す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
」

(同
右
、
三

一
ペ
ー
ジ
)
。

こ

の
政
策

は
、
ト

ッ
プ
ダ

ウ

ソ
方
式

の
物

価

抑
制

に
あ

っ
た
。

一
方

で
物
価

上
昇

率

は
急
速

に
低
下

し
た
が

、
生

産
、

雇
用
、

貿

易
収
支

は
悪
化

し
た
。

政
策

の

ア

ン
テ

ィ
ノ
ミ
ー
が

表
面

化

し
た
。

こ
の
理

由

の
ひ

と

つ
は
、

累
積
債

務

に
基

づ

く
資
金

不
足
と

そ

の
負

担
増

の
や

り
く

り

に
し
ば
ら

れ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

ヲ

ル
ゼ
ン
テ

ィ
ン
に
つ
い
て
は
、
賃
金
、

物
価

の
凍
結
が

国
内
需
要

の
大
幅
な
減
退
を
も
た
ら
し
、

八
五
年

に
は

マ
イ
亥

成
長
に

な

っ
た
。

こ
の
た
め
、

八
六
年

に
入

っ
て
、
輸
出
競
争
力
の
向
上
及
び
景
気
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
為
替
相
場
の
切
下
げ
・
物
価
凍
結

の

緩
和
、
賃
金
引
上
げ
な
ど
を
内
容
と

し
た
措
置
が
数
次

に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
、

こ
の
結
果
、
生
産
活
動
は
製
造
業
を
中
心
に
回
復
に
転

じ
た
。
L

だ
が
貿
易
収
支

は
赤
字
、
財
政
収
支
も
赤
字
、
物
価
上
昇
率

は

一
七
%
と
な

っ
た
。

こ
の
背
景

に
は
、
累
積
債
務

の
重

い
負
担
が
、
経

済
政
策
運
営
を
困
難

に
さ

せ
て
い
る
事
情
が
あ

っ
た
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域

に
は
、

こ
う
し
た
三
力
国
を
含

め
て
、
八
五
年
末
で
、
約

三
、

八
五
〇
億
ド

ル
の
債
務
残
高
に
直
面
し
、
全
発

展
途
上
国

の
約
四
〇
%
以
上
を
占

め
た
。
そ

の
国
民

へ
の
重
圧

は
厳
し
い
も

の
が
あ

っ
た
。

最
近
、

ま
た
債
務
危
機
が
再
燃
し
て

い
る
。

こ
の
た
め
、

こ
う
し
た
債
務
国
は
、
債
権
国
と
累
積
債
務

に
つ
い
て
個
別
団
体
交
渉
が
展

開
さ
れ
て

い
る
。

I
M
F
方
式
や
債
務

の
多
年
度

一
括
繰
延
べ
方
式
、
利
子
支
払
条
件

の
緩
和
、
債
務

の
株
式
化
な
ど

の
債
務
軽
減
方
式
・



メ
キ
シ
コ
な
ど

に
み
ら
れ
る

マ
一=
フ
ド
ー
ラ
と

い
わ
れ
る
輸
出
能
力
の
拡
充
を
目
的
と
し
た
外
資
導
入
策

の
対
応
策
を
展
開

し
た
。
だ
が

ど

の
よ
う
に
解
決

の
見
通
し
が
図
ら
れ
る
か
は
十
分
で
な

い
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

八
七
年
二
月

に
ブ

ラ
ジ
ル
が
利

払

い
停
止
宣
言
を

せ
ざ

る
を
え
な

い
事
実
を
真
剣

に
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
中
所
得
国

の
累
積
債
務
問
題

は
、
世
界
経
済

に
ビ

ル
ト
イ

ン
さ
れ
た
性
格
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
れ
は
世
界
経
済

の
構
造
的
危
機

の
内
実

の

一
側
面
を
示

し
て

い
る
。
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②

累
積
債
務
国
救
済
方
式

の
有
効
性
と
限
界
性

①

債
務
の
株
式
化
と
は
何
か

こ
の
ブ
ラ
ジ

ル
の
拒
否
宣
言

は
、
世
界
経
済
に
お
け
る
累
積
債
務
問
題

へ
の
対
応

の
ひ
と

つ
の
限
界
を
示
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

私
た
ち
は

一
九
八
二
年

の
累
積
債
務

の
危
機

に
対
し
て
I
M
F
が
と

っ
た
救
済
方
式
を
知

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
発
展
途
上
国

に
ょ
る
緊

縮
的
な
経
済
調
整
政
策
と
新
規
融
資

・
債
務
繰
延
等

の

一
時
的
な
流
動
性
補
填

に
よ

っ
て
危
機
を
回
避
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
先

進
国

の
論
理
に
よ
る

「
危
機
管
理
」
を
前
提
に
し
て
い
る
。
だ

か
ら
債
務
国
に
お

い
て
は
、
厳

し

い
合
理
化

に
対
す

る
国
民

の
不
満
が
続

出
し
た
。
例
え
ば

ペ

ル
ー
が

「
債
務
返
済
額
を
輸
出

の

一
〇

%
以
内

に
限
定
す

る
」
と
宣
言
し
、
ブ

ラ
ジ

ル
が

一
方
的
な
緊
縮
政
策

に
対

し
て
、
全
面
的

に
放
棄

し
、
独
自

の
成
長
政
策
を
選
択
し
た
。

こ
う
し
て
八
二
年

の
I
M
F
救
済
方
式

は
、
中
南
米

の
累
積
債
務
を
解
決
で
き
な
か

っ
た
。

そ
れ
は
債
務
国

の
経
済
改
革

の

二
i
ズ

に

対
応
し
た
救
済
方
式

で
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
も
累
積
債
務
問
題
は
構
造
的
性
格
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

の
背
景

に
は
、

七
九
年

の
第
二
次
国
際
石
油
危
機

に
基
づ
く
、
輸

入
製
品

の
高
価
格
と
輸
出
価
格

の
低
下

に
ょ
る
外
貨
不
足
、
ド

ル
安
に
よ
る
自
国

の
貨

幣
価
値

の
低
下
な
ど
が
あ

っ
た
。

そ

の
後
債
務
救
済
方
式
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
が
生
ま
れ
た
が
、
注

目
を
あ
び

た
の
が
、

一
九
八
五
年

一
〇
月

の
I
M
F

.
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世

界
総

会

で
行

っ
た
、

ア

メ
リ

ヵ

の
べ

!
カ
ー
財
務

長
官

の
提

案

で
あ

っ
た
。

そ
れ

は
、
累

積
債
務

国

の
中
長
期

的
な
債

務
返
済

能
力
向

上

の
解

決

を

土
台
と

し
た

「
持
続

的
成

長

の
た

め

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
」

(べ
ー
ヵ
ー
構
想
)
の
提
案

で

あ

っ
た
。
そ

の
内
容

は
、

主
な
債
務

国

(対
象
国
は
中
南
米
の
ア
ル
ゼ

ソ
テ
ィ
ソ
、
ウ
ル
グ

ァ
イ
、

エ
ク
ア
ド

ル
、

コ
ロ
ソ
ビ
ア
、
チ
リ
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ヴ

ェ
ネ
ズ

エ
ラ
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、

メ
キ
シ
コ
、
ア
フ
リ
ヵ
の
象
牙
海
岸
、

ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
、

モ
ロ
ヅ
コ
、
そ

の
他

フ
ィ
リ
ピ

ソ
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
の

一
五

ヵ
国
)

が

成
長
指

向

・
市
場

重

視
型

の
構
造
政

策

を
取

る

た

め
に

I
M
F

の
財
政

・
金

融

・
為
替
政

策
を

採
用
す

る

こ
と
、

例
え
ぽ

政
府

部
門

の
比
重

を
低

下
し
、

税

制
改
革
、

金

融
市

場

の
発
展

等

に
ょ
る
投
資

の
効

率
化
、

外

国

か
ら

の
直
接

投
資

の
導

入
、

貿
易

自
由
化

等

を
実

施
す

る

こ
と
な
ど

で
あ

る
。

こ
う

し

た
政
策

の
代
償

と

し

て
、

I
M

F

の
信
託
基

金
、

世
銀

グ

ル
ー
プ
等

の
低
利
融

資
年

問

六
〇

億

ド

ル
か
ら

九
〇
億

ド

ル
、

総

合
的
経

済
調
整

政
策

支
援

の
た

め
と
称

し
た
民
間

銀
行

か
ら
二
〇
〇

億

ド

ル
を
融
資
す

る
と

い
う
構

想

で
あ

っ
た
。

こ
の
提
案

は
、

対
象

国

の
範

囲

の
問
題
、

新

規
融
資

の
債

務
国

別
配

分

の
問
題
、
債

権

国
別

の
資
金

分
担

の
問
題

が
あ

っ
た
。

さ
ら

に
民
間

銀

行
は

ヵ

ソ
ト
リ

・
リ

ス
ク
を
少

な
く

し

た

い
と

い
う
注
文

を
だ

し
て

い
る
。

だ
が

問
題

は
、

債
権

国
が
債

務
国

の
産

品
を
積

極
的

に
購

入
し
、

そ

の
た
め

の
資
金

フ

ロ
ー
を
保

障
す

べ
き

な

の

で
あ

る
。

こ

の
点

は

わ
め

て
不

明
確

で
あ

る
。

べ
ー
カ

ー
構

想

に
よ
る
対

象

一
五

力
国

へ
の
銀

行
貸

付

は

二

九

八
四
年

か
ら

八
五

年

に
か

け

て

二

九

億

ド

ル

か
ら
九

億

ド

ル
に
減

少

し
た
後

、

八

六
年

に
は
先
進

国

に
よ

る

二
六
億

ド

ル
の
受

け
取

り
超
過

と

な

っ
て

い
る
L
。

し
た
が

っ
て
市
場

メ
カ

ニ
ズ

ム
を
前

提
と

し

て

い
る
民

間
銀

行
貸
付

は
、

べ

ー

カ
ー
構

想

か
ら

か
な

り
後

退

し
た
。

つ
ま
り
民

間
銀
行

の
貸

付

に
対

し

て
返

済

困
難
が

予
想

さ
れ

た

か
ら

で
あ

る
。

そ

の
後

八
七
年

九

月

の
I

M

F

・
世

銀
総

会

に

お

い
て

べ
ー

ヵ

1
財
務

長
官

は

「
メ

ニ

ュ
ー

.
ア
プ

ロ
ー

チ
」

を

提
案

し

た
。

そ
れ

は

か
な
り
巧

妙
な

メ

ニ

ュ
ー
で
、

九

つ
の
オ
プ

シ

ョ
ソ
か
ら
な

っ
て

い
る
。

す
な

わ
ち
①

貿

易
金
融

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
貸
付
、

②

国
際

収
支

援

助
貸

付
、
③

オ

ン
レ

ソ
デ

ィ
ソ
グ

(。三

Φ乱
凶詔

転
換
貸
付
)
、

④

ニ

ュ
ー

・
マ
ネ

ー
債

券

(昌
鶏

日
8
2

び。
乱
)、

⑤

債
務

の

株

式
化

(紆
葺

①ρ
償
ξ

。。舞

℃
)、

⑥

債
務

国

の
国
内

株

式

に
転
換

可
能

な
証
券

、

⑦
慈

善
団

体

の
使

用

の
た
め
債
権

証
券

を
地

域
通
貨

に
転
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換

す

る
可
能

な
債

権
、

⑧

免
責

債

(Φ昌

ぎ
乙
)、

⑨

金

利

の
元

金
組

み
入
れ
、

の
九

つ
の

「
メ

ニ

ュ
ー
」

で
あ

る
。

そ
れ
ぞ

れ

の

メ

ニ

ュ
ー
は
特

徴
を

も

っ
て

い
る
が

、
あ

と

で
検

討
す

る
。

な

に
よ
り

も
ま
ず

そ

の
基

本

は
、
途

上
国

の
債
務

を

ど

の
よ

う

に
市

場

メ
ヵ

ニ
ズ

ム
を

さ

ま
ざ

ま
な
形

で
利
用

し
、
資

金

の
流
動

化
を

い
か

に
図

る
か
と

い
う

点

で
共
通

し

て

い
る
。

こ

の
点

を
、
『
経

済
協

力

の
現

状

と
問

題
点

』

(
一
九
八
七
年
)

に
基

づ

い
て
整

理

し
て

み
よ
う
。

九

つ
の

メ

ニ

ュ
1

の
代
表
的

な
も

の
は
、

「
債

務

の
株

式
化

(牙
玄

①o昏

団
。・≦
巷
ご

で

あ

る
。

そ
れ

は
、

「
メ

ニ

ュ
ー

・
ア
プ

ロ
ー
チ
」

の
中

で
注

目
さ

れ

て

い
る
手

法

(輸
出
信
用
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
ロ
ー
ソ
、
国
際
収
支
支
援
貸
付
な
ど
の
通
常

の
貸
付
を
除
く
)

で
あ

る
。

一
般

的

に
は
途

上
国

の
債
務

を
、

銀
行

な
ど

を
仲

介

に
先
進

国

企
業
が

現

地
法
人

へ
の
出
資

、
増

資
な

ど

で
株
式

に
転

換
す

る
仕
組

み

の
こ
と

で

あ

る

(第

6
図
)。

例
え
ぽ
、

A
銀
行

が
も

っ
て

い
る

B
債

務

国
向

け

の
額

面

一
〇
億

ド

ル
の
債

権

を

C
企
業

に
五
億

ド

ル
の
市

場
価
格

で

売

る
。

C

企
業

は

こ
れ

を

B
国

の
中
央

銀
行

に
持

ち

込
む

こ
と

で
、

額

面

一
〇
億

ド

ル
相
当

の
現

地
通

貨
を

手

に
入
れ

る

こ
と
が

で
き

る

と

い
う

メ
リ

ッ
ト
を
生

か
そ

う

と

い
う
も

の
で
あ

る
。

債
務

の
株
式
化

は
、

一
九

八

五
年

五
月

に
チ
リ
、

メ
キ

シ

コ
、

八
六
年

七
月

に

フ

ィ
リ
ピ

ソ
で
制
度

化

さ
れ
、

そ

の
後
も
債

務

国
が
制

度
的

に
導

入
す

る
動
き

が

み
ら

れ

る
。

と

い
う

の
は
、

こ
う

し
た
国

々
は

ア

メ
リ

ヵ
、

日
本
な

ど

の
経
済

に
依
存

す

る
体
質

を
も

っ
て

い

る
か

ら
で
あ

る
。

一
九

八
七
年

六
月
現
在

の
実

績

は
約

五
九
億

ド

ル
に
の
ぼ

っ
て

い
る

(第
4
表
)。

国
際

金
融

筋

の
推

計

に
よ

る
と
、

八
七
年

に
は

一
二
〇

億

ド

ル
か
ら

一
五
〇

億

ド

ル

(『
日
本
経
済
新
聞
』
(以
下

『
日
経
』
)

一
九
八
八
年
九

月

一
六
日
号
)

と
増

大

し

て

い
る
。

最

近
、

途

上
国
向

け
債

権
売

買

の
流
通

市
場

が
急

拡
大

し

て

い
る

の
が

特
徴

的

で
あ

る
。

例
、兄
ぽ

欧
米

で
は
、

中

小
銀
行

を
中

心

に
途

上
国
向

け
債

権

の
処

理
を
急

ぐ
動

き
が

広
が

っ
て
き

た
。

債

務

国
向

け

の
新
規
融

資

交
渉

で

は
各
行

ご
と

の
融
資

残
高

が
融
資
額

の
基
準

に
な

る
。

売

却

に

よ

っ
て
残

高

を
減

ら

せ
ば

そ

の
分
、

負
担

が
軽

く

な

る
た

め
だ
。

同
時

に

一
般

企
業
が
額

面
割

れ
債

権
を
買

う

こ
と

に



債

権

銀

行
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羅

〔出所〕 前掲書,36ペ ージ。
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債務の株式化のスキームの例

仲 ドル 投 現樋 貨 債

介 ←一 一 → 務
資 国

銀 額面翻 額面酊 露 政

行 で売却 家 で売却 府

劃隣
現 地 企 業

第4表 主要国における債務の株式化計画

計 画実 施中の国

チ リ

メ キ シ コ

フ ィ リ ピ ン

エ ク ア ド ル

コ ス タ リ カ

計画 を発表 した国

ア ル ゼ ソ テ ィ ソ

ヴ ェ ネ ズ エ ラ

交渉 中の国

ブ ラ ジ ル

ボ リ ヴ ィ ア

ジ ャ マ イ カ

ナ イ ジ ェ リ ア

1987年 半ば までの実施額

億 ド ル(a)

19

9

1

1

0

5

一

25

合 十暑'ロ 59

(a)/(b)(%)

13.6

1.1

0.5

1.1

2.S

1.5

3.2

1986年 末の対
銀行債務 ㈲

9

3

4

8

4

3

7
・

一b

5

1
凸

-
払

7
奮

噸⊥

A
U

g
U

O
O

O
プ

ら
0

ワ
臼

9

7

6

0

7

1
占

望⊥

7

1

2.2 2A673

(資 料)モ ル ガ ン銀 行,「 ワー ル ド ・フ ァイナ ン シ ャル ・マ ー ケ ッ ト」

〔出所 〕 前 掲 書,37ペ ー ジ。
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よ
り
債
務
国
に
通
常
よ
り
は
少
な

い
資
金
で
投
資
が
で
き
る

「
債
務

の
株
式
化
」
が
活
発

に
な

っ
た
た
め
、
売
却
債
権

へ
の

二
ー
ズ
も
高

ま

っ
て
い
る
。
銀
行
は
こ
れ
を
仲
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
で
き
る
ほ
か
、
手
数
料
も

か
せ
げ

る
の
で
、
新
規
業
務

(3

)

分

野

と
し

て
注

目
し
始

め

て

い
る
。

「
債
務

の
株
式

化
」
が

利
ざ

や
か

せ
ぎ

の
対

象

と
な

っ
て

い
る

こ
と

に
注

目
し
た

い
。

「
最
近

は
銀
行

間

の
債

権

ス
ワ

ッ
プ

が
盛

ん

に
な

り
、

市
場

の
多

様
化

も
進

展

し

て
き

た
。

あ

る
途

上

国

へ
の
貸

出

残
高
が

突
出

し

て

い
る
銀

行
が
、

リ

ス
ク
分
散

の
た

め
他

の
銀

行

の
保

有
債

権

と
交
換

し
た
り
、

中
南

米

に
強

い
顧

客

企
業

を
抱

え

る
銀
行

は
他

の
債

権
を

売

っ
て
中
南
米

も

の
を
買

う

ケ
ー

ス
も
増

え

て

い
る
」

(『
日
経
』

一
九
八
八

・
九

・
一
六
)
。

こ

の
点

は
、

例

え
ば
、

世

界
銀

行

に
よ
る
、

海
外

投
資

家

の
チ

リ
に
お
け

る

「
債

権

の
株

式
化
」
の
紹
介

で
も

明
ら

か

で
あ

る

(キ
。
託

⇔d
雪
ぎ

芝
巳

山
U
①〈①一〇℃
日
窪
仲
国
①℃
o芦

お
Q。
刈)。

で
は

「
債
務

の
株
式

化
」

を
ど

の
よ
う

に
評
価

し

た
ら

よ

い
の
か
。

債
務

の
株
式

化

は
、

「
債

権
銀
行

に
と

っ
て
不
良
債

権

の
売

却

に
よ

る
資

金

の

一
部

回
収
、

投
資

家

に
と

っ
て
現

地
投

資
資
金

の
割

安

な

調
達
、

債
務

国

に
と

っ
て
既
存
債

務

の
減

少
、

直
接
投

資

の
促

進
、
逃

避

資
本

の
還

流

な
ど

の

メ
リ

ッ
ト
が
あ

る
。
」

他
方
デ

メ
リ

ッ
ト

に

つ
い
て

こ
う

い

っ
て

い
る
。

「
債

務

の
株

式
化

に

つ
い
て

は
、

債

務

国

に
お
け

る

マ
ネ

ー

サ
プ

ラ
イ
増

加

に
伴

う

イ

ン
フ

レ
懸
念
、

貸

付
債

権
価

格

の
下
落

に
ょ

る
当

該

国
向

け
新

規
融
資

へ
の
悪

影
響

な

ど

の
問
題

点
が

指
摘

さ
れ

て

い
る
。

ま

た
適

切

な

投
資

案
件
が

少
な

い
こ
と
、

債
務

国

の
中

に
は
対

外
送

金
規

制

、

イ

ン
フ

レ
や
通
貨

切

下
げ

に
対

す

る
懸
念

な
ど

投
資

環
境

に
問
題

が

あ

る
国
が

多

い
こ
と
な

ど

か
ら
量
的

限

界

が

あ

る
と

い
う
見

方
も

強

い
」

(通
産
省

『
経
済
協
力

の
現
状
と
問
題
点
』

一
九
八
七
年
、
三
五
⊥

ご

六
ペ
ー
ジ
)。

メ
リ

ッ
ト
の
評
価
を

み
る
と
、
直
接
投
資
家
が
、
仲
介
銀
行
を
通
じ
て
、
貸
付
債
権
を
額
面
以
下

で
購
入
し
、
そ
れ
を
債
務
国

の
政
府

に
転
売
し
て
、
現
地
の
通
貨
を
手

に
入
れ
、
そ

の
通
貨
を
、
現
地
企
業

の
増
資
や
新
規
投
資

に
充
当
し
、
よ
り
大
き

い
利
ざ

や
を
手

に
入
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れ
る
仕
組
で
あ

る
か
ら
直
接
投
資
を
増
加
さ
せ
る
と

い
う
。
だ
が
、

こ
う
し
た

「
債
務

の
株
式
化
」
が
債
務
国

の
生
産
資
本

の
発
展
を
促

す

こ
と
が
で
き

る
か
。
そ
れ
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
も

し

.
債
務

の
株
式
化
L
が
進
行
し
て

い
け
ば
、
現
地

の
外
国
資
本

に
利
益
を
与

え
る
が
、
現
地

の
中
小
企
業
や
公
的
銀
行

は
、
打
撃
を
う
け
る
。
前
述
し
た
後
者

の

「
債
務

の
株
式
化
」

の
デ

メ
リ

ッ
ト
で
あ

る
債
務
国

に
お
け
る

マ
ネ
ー

サ
プ

ラ
イ
増
加

に
よ
る
イ
ソ
フ
レ
懸
念
が
お
こ
る
。
現

に
メ
キ

シ
コ
、

チ
リ
で
は
お
こ

っ
て

い
る
。
貸
付
債
権
価
格
が

下
落
し
て
、
新
規
融
資
も
困
難

に
な

る
。

「
債
務

の
株
式
化
」

は
、
現
地
企
業
や
政
府

の
負
担

に
な
り
か
ね
な

い
。
「
途
上
国
向
け
債
権
売
買

の
流
通
市
場
が
急
拡
大
す
れ
ば
す

る

ほ
ど
、
イ

ン
フ
レ
が

お
こ
り
、
債
権
者
が
部
分
的

に
利
益
を
あ
げ

る
こ
と
が

で
き
て
も
」
現
地

の
国
民

の
生
活
水
準
は
よ
く
な
ら
な

い
。

問
題

は
、
債
務
国
の
経
済
再
建
が
で
き

る
あ
る

一
定
期
間
、
債
権
国
に
と

っ
て
厳

し
い
が
凍
結

し
、

現
地
企
業
が
活
性
化
す

る
条
件
づ
く

り
を
す
べ
き

で
あ
る
と
、
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん

「
凍
結
」

の
あ
り
方

は
、
I
M
F
や
U
N
C
T
A
D
の
場
で
、
南
北

の
話
し

合

い
を
徹
底
的

に
や
る
べ
き
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
う
し
た
問
題
意
識

に
立
た
な

い
で
、
前
に
示
し
た
通
産
省

の
考
え
方
を

み
る
と
こ
う
で
あ
る

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
債
務

の
株
式
化

は
、
市
場

メ
カ

ニ
ズ

ム
を
通
じ
て
累
積
債
務
問
題

の
解
決

に
資
す
る

ス
キ
ー
ム
と

し
て
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
問

題
点

に
留
意
し

つ
つ
も
そ
の
メ
リ

ヅ
ト
を
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う

(鋳
点
、
筆
者
)。

こ
の
観
点
か
ら
、
債
務
国
側

の

制
度
面

の
整
備
と
と
も

に
、
先
進
国
側

の
積
極
的
対
応
が
望
ま
れ
る
。
特

に
、
債
務
の
株
式
化
に
係

る
規
制
緩
和
や
税
制

.
金
融
上
の
優

遇
措
置

(貸
付
債
権
の
売
買
に
伴
う
差
益
の
益
金
不
算
入
、
発
展
途
上
国
向
け
債
権
に
係
る
無
税
引
当
金
の
拡
充
等
)
、
適
切
な
投
資
案
件
発
掘
と
情

報
提
供

の
促
進
な
ど
が
重
要
で
あ

る
」

と
。

こ
れ
は
か
な
り
問
題
で
あ

る
。
第

一
に
民
間
銀
行
が
債
務
国

へ
融
資
し
た
基
本
動
機

は
、

利

潤
第

一
主
義

に
あ
る
。
そ
れ
は
現
地

の
企
業
な

い
し
政
府
の
政
策
を
検
討

し
た
上

で
の
融
資

の
意
思
決
定

で
は
な
か

っ
た
。
第
二
に
、
先

進
国

の
民
間
銀
行
は
現
地
企
業

の
発
展

の
条
件
づ
く
り

に
ど

の
よ
う
に
貢
献

し
た
の
か
。

こ
の
点
を
総
点
検
し
、
現
地
の
自

立
経
済
を
ど
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の
よ
う
に
考
え

て
い
た

の
か
を
明
ら

か
に
し
て
ほ
し

い
。
第
三

に
途
上
国
の

ユ
ー
ズ
に
基
づ

い
た
計
画
的
融
資
を
ど

の
よ
う
に
し
た
の
か
。

こ
う
し
た
問
題
点
を
考
慮

せ
ず

に
、
回
収
不
可
能

に
近

い
債
権
を

「
債
務

の
株
式
化
」
を
た
て
に
税
制

・
金
融
上
の
優
遇
措
置
を

図
る
べ

き
で
あ
る
と

い
え
る
の
で
あ

ろ
う

か
。
発
展
途
上
国
向
け
債
権

に
係

る
無
税
引
当
金

の
拡
充
と

い
う
発
想

の
前
に
、
民
間
銀
行

の
投
資
方

式

の
あ
り
方
が
、
透
明

に
国
民

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
途
上
国

の

二
ー
ズ
と
、
そ

の
中
味
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
債
務

の

株
式
化
を
、
投
資
家
と
銀
行

の
利
益
を
前
提

に
し
た
方
式
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
危
険
で
あ

る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

た
と
え
、

一
九
八
七
年
八
月
、

ア
メ
リ
ヵ
の
F
R
B

(連
邦
準
備
制
度
理
事
会
)
が
銀
行

の
対
外
非
金
融
会
社

に
対
す

る
出
資
比
率

規
制
を
緩
和
し
、
債
務

の
株
式
化

に
よ
る
投
資

の
う
ち
累
積
債
務
国
に
お
け
る
民
営
化
に
係
る
も

の
に

つ
い
て
は

一
〇
〇
%
出
資
が

で
き

る
よ
う
に
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ

に
よ

っ
て
、
累
積
債
務
を
解
消
す

る
条
件
を
前
提

に
し
た
民
営
化

へ
の
出
資
な

の
か
、
単
な
る
民
営
化

へ
の
出
資
は
、
現
地
の
市
場
経
済
を
混
乱
さ
せ
る
可
能
性
も
あ

る
。

問
題
は
、

「
債
務

の
株
式
化
」
が
、

累
積
債
務
そ
れ
自
体

の
解
消
を
求

め
る
た
め
の
債
権
者
と
現
地
多
国
籍
企
業

の
利
益
保
護
を
目
的

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ほ
ど

の
効
果
を
期
待
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
う

で
は
な
く
、
現
地
の
国
民
経
済

の
成
長
と
安
定
を

目
的
と
す
る

た
め
に
、
「
債
務

の
株
式
化
」
を
公
的
性
格

に
か
え

て
ゆ
く
方
式
を
考
え

る
ぺ
き

で
は
な

い
か
。

②

べ
1
力
1
の

「
メ
ニ
ュ
ー

・
ア
プ
ロ
ー
チ
し
批
判
と
今
後
の
課
題

前
に
述
べ
た
八
七
年
九
月
べ
ー
カ
ー
財
務
長
官
は
、
民
間
銀
行
貸
付
分
を
補
完
す
る
も

の
と
し
て

「
債
務

の
株
式
化
」
等

一
連

の

「
メ

ニ
ュ
ー

・
ア
プ

ロ
ー
チ
」

(九
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
)
を
提
唱
し
て
き
た
。

そ
れ
は
、

第

一
に
従
来

の
新
規
貸
付
と
同
じ
も

の
で
あ
り
、
①
貿

易
金
融

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
貸
付

(茸
巴
。
m
琶

箕
。蒼
二
。
僻湯
)
と
②
国
際
収
支
支
援
貸
付

(げ薮

冒
Φ
。
{
や・。養

.ロ
ニ
。碧
。。)
が
そ
れ

に
あ
た
る
。

こ
の
方
式

に
よ

っ
て
も
部
分
的

に
成
果
が
あ

っ
た
が
、
問
題
解
決

に
な
ら
な

か

っ
た
。
そ
れ
は
べ
ー
カ
ー
氏

の
期
待
は
ず
れ

で
あ

っ
た
と

お
も
う
。
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第

二

に
新
規

信

用
供
与

に
対

し

て
間

接
的

効
果

を
も

た
ら
す

も

の
と

し

て
、

③

の
転
貸

(8
L
①蚤

薦
)
が

あ

げ

ら

れ

て

い
る
。

そ

れ

は
債
権

銀
行

が
債

務

国
政

府

に
対
す

る
新
規

信

用
供
与

に
際

し
、
そ

の

一
部
を

当
該

国

の
中

央
銀

行

の
現

地
営
業

の
拡

大
、
収

益
向
上

に
資

す

る
と

い
う
も

の
。

こ
の
転

貸

方
式

は
、
債

権
者

が
債

務

国

の
中
央

銀
行

を
介

入

し

て
、

現

地

の
多

国
籍

企
業

に
融
資

す

る
仕
組

で
あ

る

か
ら
、

現

地

の
企
業

の
活

性
化

に
役

に
立

つ
か
ど
う

か
が

問
題

で
あ

る
。

現

地

に
あ

る
債
権

銀
行

と
取

引

し

て

い
る
多

国
籍

企
業

に
と

つ

て
有
利

に
な

る
。
④

ニ
ュ
ー

・
マ
ネ
ー
債
権

(5
霧

ヨ
8
2

げ
。巳
)

は
、

新

し

い
信

用
供
与

を
貸

付

で
は
な

く
、

そ
れ

と
同
じ
条

件

の
債

権

(長
期
国
債
な
ど
)
の
購

入

に
よ

っ
て
行

う
も

の
で
、
債

権

に
は
流

通
性

が
あ

る

こ
と
、
及

び
将

来

の
債
務

繰
延

べ

の
対
象

外

と
さ

れ

る

の
で
、

貸
付
債

権

に
比

べ
回

収
面

で

メ
リ

ッ
ト
が
あ

る

(前
掲
書
一二
九
ペ
ー
ジ
)
。

だ
が
債

務

国

に
よ

っ
て

は
、

債

務

の
繰

延

べ
を

必
要

と

し
て

い
る

の
で

メ
リ

ッ
ト

は
な

い
と
思

わ
れ

る
。

⑤

の

「
債

務

の
株
式
化
」

に

つ
い
て
は
前
述

し
た
通

り
で
あ

る
。
⑥

は
債

務
国

の
国
内

株

式

に
転
換

可
能

な
証
券

ま
た

は
債
券

(ロ。
言
。。
。「
ぎ
巳
。。
≦
凱
9

舞
Φ
68
〈
魯

囲げ冨

葺

。
§

巴

㊦ぬ
昌

楓
)

で
あ

る
。

こ

の
債

券

は
、

債

務

の

株

式
化

の
変

形

と
考

え

ら
れ

る
。

⑦

の
慈

善
団

体
が

使

用
す

る

た

め

に
債

務
証
券

を

現
地

通
貨

に
転
換

(8
暑
㊦邑
8

9

ユ
。鐸

唱巷
①H

8

§

・。一
。ロ
憎同.ロ
。団
{。
H
窃
①

ξ

。訂
門ぎ
げ
一Φ
。お
弾
コ
冨

薮

旨
)

で
き

る
債
券

は
、

新

規

信
用

供
与

に
対

す

る
間
接
的

誘

因
を
与

え

る
も

の
と
考

え

ら

れ

る
。

こ

の
債
券

に
よ

っ
て
債
務

国
が

再
建

で
き

る
か
ど
う

か

で
あ

る
。

問
題

は
債
務

国

の
経
済

再
建

に
ど

の
よ
う

に
役

立

っ
て

い
る

か
を
具

体
的

に
示
す

べ
き

な

の
で
あ

る
。

第

三

に
新
規

貸
付

ま

た

は
債
券

が

困
難

な
場

合

に
次

善

の
策

と

し
て
発
行

で
き

る
債
券

と

し

て
、

⑧

の
免
責

債

(Φ葵

ぎ
民
)

を

メ

ニ

ュ
ー

の
ひ
と

つ
と

し

て

い
る
。

「債

務

交
渉

に
お

い
て
は
、
国
際

金
融
慣

行

上
、
債

権
銀

行
団
が

そ

の
保
有

す

る
債
権

残
高

に
比
例

し

て
追
加

融
資

を
割

り
当

て
ら
れ

る

こ
と
と

な

っ
て

い
る
が

、

こ

の
追
加

融
資

組
織

を

円

滑
化

す

る
た

め
、

資
金

力
が

弱
く
新
規

融
資

に
消

極
的

な

中
小

銀
行

を
対
象

と

し

て
、

保

有
債
権

の
上

限
を
定

め

て
低

利
長

期

の
証
券

に
転
換

さ

せ
、

当
該

債

権
分

に

つ
い
て
は
新

規

の
追

加
融
資

義
務

を
免

除
す

る
も

の
。

さ
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ら

に

ニ

ェ
ー

・
マ
ネ

ー
債

権

と
同
様

に
回
収

面

で
も

ズ
リ

ヅ
ト
が

あ

る

(前
掲
爵
、
三
九
ペ
ー
ジ
)

と

い
う
。

免

責
債
も

、

ニ

ュ
ー

・
マ
ネ

ー
債

権

と
同

様

に
債

務
繰

延

べ
が

で
き

な

い
と

い
う

点

で
、
途

上

国

に
と

っ
て

メ
リ

ッ
ト
が

な

い
と
考
え

ら
れ

る
。

⑧

の
金

利

の
元

本
組

入
れ

(団韓
寓
婁

。巷
凶琶
欝

仲腕呂
)

に

つ

い
て
は

こ
う
説

明
す

る
。

「
新
規

信

用
供
与

の
代

わ
り

に
、

既
存

債
務

の
金
利
相

当
分

を
元

本

に
組

み
入
れ

る
も

の
で
、

債
務
者

の

一
方
的

利

払

い
拒
否

を

回
避

し
う

る
。

も

つ
と
も
、
債

務

国

に
と

っ
て
は
自
動

的

に
利

払

い
の
た

め

の
新

規

信
用

供
与

を
受

け
ら

れ

る
に
等

し

い
も

の
で
あ

り

、
自

助
努

力
を

阻
害

す

る
面
も
あ

る
と

の
観

点

か
ら

べ
ー

ヵ
ー
演

説

に
お

い
て
も

極

め

て
限
定

的

に
取
り
扱

わ
れ

て

い
る
」

(前
掲
書
、
三
九
t

四
〇
ペ
ー
ジ
)、

九
番

目

の

メ

ニ

ュ
ー
は
、

途
上

国

に
と

っ
て

は
、

累
積

債
務

の

金

利
を
元

本

に
組

み
入

れ
ら
れ

る

の
で
、
負

担

が
倍

加

し
て

い
く

。
債

権

者

の
論

理
で
、

い
か

に
債

権

の
負
担

を
軽
減

す

る
か
を

考
え

た

も

の
で
あ

る
。

問
題

は
累

積
債

務

国

の
全

体

の

ニ
ー
ズ

と
論

理
と

の
妥

協

の
産

物

と

し
て

の

「
メ

ニ

ュ
ー
」

を

考

え

る

べ
き

な

の

で
あ

る
。

問
題

は

メ
キ

シ

コ
、
ブ

ラ
ジ

ル
、

ア

ル
ゼ

ソ
テ

ィ
ソ
、

チ

リ
、

フ

ィ
リ
ピ

ソ
、

エ
ク

ア
ド

ル
、

ボ

リ
ヴ

ィ
ア
な

ど
累

積
債

務
国

の
国

際
収
支

を

黒

字

に
す

る

こ
と
、

国
内

の
農
業
改

革
、

工
業

化

目
近

代
化

の
た

め

の
改

革
を

着
実

に
進

め
る

こ
と
と
連

動

し

て
債

務
を

軽
減

す

る
方
式

を

考
え

る
べ
き

な

の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
八

六
年

六
月

の

ア

メ
リ

カ
議
会

サ
ミ

ッ
ト

に
お

い
て
、

ブ

ラ

ッ
ド

レ
ー
上
院
議

員

で
さ
え
も

、

べ
ー

ヵ
1
構
想

を

批
判

し
た

の
で
あ

る
。

「
べ
ー

ヵ
1
構

想

に
お
け
る
新

規

融
資

の
増

加

は
、

債
務

国

に
対

し
債

務
負

担
を

上
乗

せ
す

る
も

の
と
指
摘

し
、

債
務

国

の
経
済

成

長
及
び

返

済
能

力

の
向
上

を

図
る

た

め
債
務

免

除

の

ス
キ

ー

ム
を
提

案

し
た
。

こ
れ

は
、

具
体

的

に
は
、

債
務

国

は
貿

易
自

由
化
、

資

本
逃
避

の
反
転
、

国
内

投
資

促

進
策
、

成

長
促

進
等

の
改

革
を

実
施

し
、

債
権

国

は
、

民
間

銀
行

債
権

及
び

政

府
間
債

権

に

つ
い
て
金
利

・
元
本

を

三

%
免
除

し
、

国
際

開
発

金
融
機

関

に
よ
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
融

資

・
構

造
調

整
融

資

を

三
〇
億

ド

ル
追

加

す

る
と

い
う
も

の
で
あ

る
」

(前
掲
書
、
四

一
ペ
ー
ジ
)。

だ
が
ブ

ラ

ッ
ド

レ
ー
氏

の
べ

ー

カ
ー
批
判

は

一
面

で
妥
当

性
を

も

っ
て

い
る
も

の
の
、

先
進

国
が
債

務

国

の
イ

ソ
フ

レ
抑
制
、

失
業
率

の
低
下
、

国
内
設

備
投

資

の
促

進
、

農
業
改

革

の
実

施
な
ど

を
ど

の
よ
う

に
共
有

し

て
、

先
方

の

ニ
ー
ズ

に
対
応

す

る

メ

ニ

ュ
ー
を
作

る
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か
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
と
く

に
、
債
権
国

の
債
権
銀
行

は
、

公
的
な
国
際
金
融
機
関
、
I
M
F
、
当
該
国
の
公
的
金
融
機
関

の
援
助
を

受
け
な
が
ら
、
債
務
国
の
債
務
免
除
を
、
短

・
中

・
長
期

に
計
画
を

立
て
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ
う
し
た
政
策
を
踏
ま
え
て
累
積
債
務
問

題

の
抜
本
的
解
決
を
図

っ
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

の
基
本
的
政
策

は
、
債
務
国
自
身
が
、
国
民
的
合
意
を
踏
ま
え

て
、

返
済
能
力
を

向
上
さ
せ
、
自
立
的
経
済
発
展
を
志

向
す

る
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
債
務
危
機
対
策
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
I
M
F

コ
ソ
デ

ィ
シ

ョ
ナ
リ
テ

ィ
の
批
判
を
展
開
し
て

い
な

い
点
も
片
手
落

で
あ
る
。
超
緊
縮
政
策

に
よ
る
合
理
化
、
耐
乏
生
活
、
所
得
分
配

の
不
平
等
拡
大

政
策
を
批
判
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
債
務
国
が
す
で
に

一
九
七
四
年

の

「
新
国
際
経
済
秩
序
宣
言
」

U
N
C
T
A
D
の
累
積
債
務

の

繰
延
べ
方
式
や

一
時
的
凍
結
方
式
、
貿
易
収
支
黒
字
部
分

の
返
済
方
式
な
ど
、
途
上
国

の
立
場
か
ら

の
累
積
債
務
削
減
策
を
踏
ま
え

て
、

累
積
債
務
問
題
解
決
を
図
る
べ
き

で
は
な

い
で
あ

ろ
う
か
。

こ
こ
で
、

一
九
八
八
年
九
月
末

の
西
ベ

ル
リ
ン
に
お
け
る
国
際
通
貨
基
金

・
世
界
銀
行
総
会
で
、
日
本
代
表
が
示
し
た
累
積
債
務
対
策

を
取
上
げ
る
。

そ
れ
が

い
わ
ゆ
る

「
宮
沢
構
想
」

で
あ

る
。

こ
の

「構
想
」
を
検
討
す
る
。

こ
の
構
想

に
よ
る
と
、
途
上
国
の
債
務

の

一
部
を
亙
M
F
に
設
け
た
特
別

口
座
を
担
保

に
し
て
、
債
券

に
換
え
て
売
り
出
す

一
方
、
債

務
国
が

I
M
F

の
経
済
運
営
指
導
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
残
り

の
債
務

の
返
済
繰

り
延

べ

(リ
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
)
を
進
め
る
。

メ

キ
シ
コ
な
ど

一
部

の
債
務
国
が
実
施
し
て

い
る

「
債
務

の
証
券
化
」
を

I
M
F
制
度
と
し
て
取
り

入
れ
、
国
際
的
な
支
援
体
制
の
下

で
累

積
債
務

の
負
担
を
軽
く

し
よ
う
と

い
う

ね

ら

い
だ

(『
朝
日
新
聞
』

一
九
八
八

・
九

・
二
四
、
『
日
経
』

一
九
八
八

・
九

・
二
四
)。

こ
の
宮
沢
構

想

は
、

べ
ー
カ
ー
氏

の

「
メ
ニ
ュ
ー

・
ア
プ

ロ
ー
チ
」

に
沿
う
も

の
で
あ
る
。

だ
が
宮
沢
構
想

は
債
務
を
二

つ
に
分
け
て
処
理
す
る

の
が
特
色
で
あ
る
。
「
累
積
債
務
国
が

そ

の
外
貨
準
備

を
I
M
F
に
供
出

し
て
特

別

口
座
を
設
け
る
。

こ
の
口
座
を
担
保
に
し
て
長
期
国
債
を
発
行
し
て
債
務

の

一
部
と
交
換
す
る
。

例
え
ぽ

二
〇
億
ド

ル
の
借
金
が
あ
る

国
は
、
う
ち
半
分

の

一
〇
億
ド

ル
を
債
券
化

し
て
債
権
国
や
銀
行
団

に
九
億

ド

ル
で
買

っ
て
も
ら
う
。

八
億
ド

ル
で
も
戻

っ
て
く
れ
ぽ

い
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い
と
思

っ
て
い
た
債
権
銀
行
か
ら
み
る
と
損
が

一
億

ド

ル
少
な
く

て
済
む
わ
け
だ
し
、
債
務
国
も
借
金
が

一
億
ド

ル
分
減
る
と

い
う
仕
組

み
だ
。

次

い
で
、
残
り

の
債
務

に

つ
い
て
は
I
M
F
が
仲

立
ち
し
て
債
権
国
や
銀
行
団
と

の
間
で
リ
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
進

め
る
が
、
そ

の
際
、

五
年
と
か

一
〇
年

に
わ
た

っ
て
返
済
を
猶
予
す
る
。

そ
の
代
わ
り
、
途
上
国
が
輸
出

で
乎

に
す

る
外
貨

の
う
ち

一
定
額
を
I
M
F
の
勘
定

に
積

み
立
て
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
安
心
感
を
与

え
る
と

い
う
L

(『
朝
日
新
聞
』
八
八

・
九

.
二
四
)。

で
は
、

こ
の
構
想

の
問
題
点

は
ど

こ
に
あ
る
か
。

第

一
は
、
従
来

の
累
積
債
務
問
題

の
解
決

か
ら

一
歩
進

ん
で
、

I
M
F

へ
の
特
別

口
座
を
担
保

に
し
、
債
券
を
発
行

し
、
I
M
F
の
指

導
を
受
け
て
、
返
済

の
繰
り
延
べ
を
進

め
る
と
い
う
特
色
を
も

っ
て
い
る
。
問
題

は
、
累
積
債
務
国

に
と

っ
て
、
貿
易
収
支
も
赤
字
で
あ

り
、
保
有

し
て
い
る
外
貨
準
備
を
I
M
F
に
ど

の
程
度
拠
金
で
ぎ

る
の
か
。
特
別

口
座
を
担
保

に
し
て
、
ど
れ
ほ
ど

の
額

の
長
期
国
債
を

発
行

し
、
債
務

の

一
部
と
交
換
で
き
る
の
か
。
I
M
F
を
仲
介
と
し
て
債
権
国
や
銀
行
団
と
の
間
で
リ

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
進

め
る
と

い
う

が
、
そ

の
保
証
を
ど

の
よ
う

に
す
る
か
の
問
題
が
残

っ
て
い
る
。
債
権
銀
行
に
と

っ
て
、
債
務
国

に
と

っ
て
も
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
I
M
F
と
累
積
債
務
国
と
の
信
頼
関
係
を
強
固

に
作
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
。

第

二
に
、

こ
の
構
想

は
、
債
務
国

の

一
次
産

品
輸
出
所
得
安
定
化
制
度
、
貿
易
自
由
化

の
保
障
、
国
内
投
資
促
進
策
、
安
定

し
た
雇
用

制
度
、
成
長
保
証
な
ど
と
連
動
し
た
政
策

で
展
開

し
な

い
限
り
、
定
着
し
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、

I
M
F
と
世
界
銀
行

が
、
改

め
て
債
務
国
の
自

立
し
た
経
済
運
営
を
ど

の
よ
う

に
図

っ
て

い
く

か
を
、
債
権
国
の
債
権
銀
行

の
論
理

の
み
で
は
な
く
、
債
務
国

の
論
理
を
踏
ま
え

て
さ
ま
ざ

ま
な

シ
ナ
リ
オ
を
示
す

べ
き

で
は
な

い
か
。

本
質
問
題
は
、
中
所
得
国

の
経
済
自
立
を
ど
う
す
る
か
な
の
で

あ

る
。

中
所
得
国
自
身

の
政
策
体
系
と
I
M
F

・
世
界
銀
行
と
が
議
論
し
て
、
再
建
を
図
る
べ
き

で
あ

る
。

い
ま
世
界
経
済

の
難
問
で
あ

る
中
所
得
国
の
累
積
債
務
問
題
は
、

U
N
C
T
A
D
の
決
議
を
踏
ま
え
て
、
先
進
国
は
救
済
方
式
を
具
体
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的
に
示
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

世
界
経
済

の
ジ

レ
ン

マ
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
問
題

は
、
以
上

の
課
題
を
踏
ま
え

て
、
改
め
て
市
民
主
体

の
経
済
政
策

の
論
理
化
を
し

て

い
く

べ
き

で

は
な

か

ろ
う

か
。

も

ち

ろ

ん
、

通

貨
問
題

、
資

源

問
題

、
最

貧

国
問
題

な

ど

に

つ
い
て
も
世

界
経
済

の
構
造

の

一
環

と

し

て
考
え

る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

の
み
な
ら
ず
、
市
民
主
体

の
世
界
経
済
政
策

の
視
点
か
ら

の
把
握
が

大
切
な

の
で
あ
る
。

(補
足
注
)

(1
)

今
日
の
協
調
政
策
を
み
る
と
、
例
え
ば

一
九
八
五
年
九
月

の
プ

ラ
ザ
合
意
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ソ
ス

の
五

ヵ
国
蔵
相
が

ニ
ェ
ー

ヨ
ー
ク
の
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
集
ま

っ
て
、
ド

ル
高

の
修
正
の
協
議
を
し
た
。

つ
ま
り
G

5
で
あ
る
。
以
来
五

ヵ
国
と
イ

タ
リ
ア
、
ヵ
ナ
ダ
を
含
め
た
七

ヵ
国

(G
7
)
が
国
際
協
調
政
策
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
政
策
協
調
は
、
国
際
通
貨
の
不
安
定
の
原
因
と
も

い
わ

れ
た
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
と
日
本
と
西
ド
イ
ッ
の
貿
易
黒
字
と
の
調
整
を
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
が
う
ま
く
機
能
し
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
八
六
年

九
月

一
五
日
か
ら
二
〇
臼
ま
で
ウ

ル
グ

ァ
イ
の
プ
ソ
タ

・
デ

ル

・
エ
ス
テ
で
開
か
れ
た
G
A
T
T
閣
僚
会
議
で
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
貿
易
関
連
投

資

に
つ
い
て
の
新
国
際

ラ
ウ
ソ
ド

(ウ
ル
グ

ァ
ィ

・
ラ
ゥ
ソ
ド
)
が
発
足
し
た
。
こ
こ
で
は

「保
護
主
義
、
貿
易
拡
大
を
歪
め
る
動
き
を
防
ぎ
開

放
的
、効
果
的
そ
し
て
永
続
的
な
多
角
的
貿
易
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
を
確
認
し
、知
的
所
有
権
胴
題
も
交
渉
の
対
象
と
し
た
。
だ
が
国
際
的
協
調

政
策
は
限
界
に
直
面
し
た
。
プ
ラ
ザ
合
意
か
ら
八
七
年
二
月
二
二
日
の
ル
ー
ブ

ル
合
意
ま
で
の
国
際
政
策
協
調
路
線
の
目
的
は
ド

ル
高
を
抑
制

し
、

各
国
の
金
利
差
を
縮
小
す

る
こ
と
に
あ

っ
た
。」
と

こ
ろ
が

先
進
国
に
デ

フ
レ
傾
向
が
懸
念
さ
れ
、
各
国
は
金
利
を
引
き
下
げ
て
景
気
振
興
を
図

る
政
策
に
出
た
。

一
国
だ
け
が
独
自

に
公
定
歩
合
を
引
下
げ

る
と
再
び
米
・日
、
米
・E
C
に
金
利
差
が
開
き
、
為
替
相
場
の
不
安
定
要
因
に
な

る
。

し
た
が

っ
て
金
融
政
策
で
足
並
み
を
揃
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ド

ル
高
是
正
が
進
み
、
逆
に
ド

ル
安
不
安
が
出
て
き
た
。
こ
の
た
め
ル
ー
ブ

ル
合

意
で
は

「為
替
相
場
を
当
面
の
水
準

の
周
辺
に
安
定
さ
せ
る
。
日
米
、
米
欧
の
金
利
差
拡
大
が
手
法
と
し
て
選
ば
れ
た
」
(『
日
経
』

一
九
八
八

・

九
.
一
九
)
。
そ
れ
は
八
七
年

一
〇
月

一
九

日
の
ブ

ラ
ッ
ク
・
マ
ソ
デ
ー
と
な

っ
て
表
面
化
し
た
。
協
調
政
策
は
機
能
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
市

場
原
理
を
優
先
し
、
国
際
投
資
家
、
多
国
籍
銀
行
の
株
式
市
場
の
占
有
率
を
め
ぐ
る
激
烈
な
競
争
が
あ

っ
た
こ
と
、
し
た
が

っ
て
そ
れ
は
国
際
政

策
協
調

の
限
界
を
示
す
も

の
に
な

っ
た
。

八
七
年
九
月

の
米
公
定
歩
合
引
き
上
げ
が
、
ブ

ラ
ッ
ク

・
マ
ン
デ
ー
の
契
機
を
作

っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

ブ

ラ
ッ
ク

.
マ
ソ
デ

ー
以
降
、
G
7
は
、株
式
暴
落
に
よ
る
デ

フ
レ
効
果
を
避
け
る
た
め
に
金
融
緩
和
政
策
を
採
用
し
た
。
し
た
が

っ
て
八
八
年

一
月
か
ら
七
月
ま
で
、
米
国

の
輸
出
の
好
調
、
日
本

の
内
需
拡
大

に
ょ
る
製
造
業
中
心
の
設
備
投
資
の
活
発
化
、
E
C
の
再
活
性
化
と
い
う
傾
向
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を
示
し
た
が
、
イ
ソ
フ
レ
懸
念

の
台
頭
で
西
ド
イ
ツ
、

ア
メ
リ
ヵ
が
そ
れ
ぞ
れ
○

・
五
%

の
金
利
を
引
き
上
げ
た
。

一
九
八
八
年
九
月
三
〇
日
の

時
点
で
、
世
界
経
済

の
動
き
を
み
る
と
、

「各
国
が
自
国
の
責
任
で
イ

ソ
フ
レ
を
防
止
す
る
こ
と
」
に
力
を
注
ぐ
よ
う

に
な

っ
た
。

欧
米
諸
国
が

金
融
引
締
め
政
策

に
対
し
て
、
日
本

の
み
景
気
拡
大

の
中
で
、
独
自
な
政
策
を
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
政
策
協
調
政
策
は
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
さ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
わ
た
く
し
は
、
「『
好
調
』
世
界
経
済

の
不
安
定
な
成
長
構
造
」

(『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
八
八
年
九
月
二
〇
日
号
)
で
、
予
想

に
反
し

て
活
性
化
著
し

い
米
国
経
済
、
市
場
統
合
に
向
け
て
歩
き
始
め
た
E
C
経
済

は
、
表
面
的
な
好
調
さ
の
中
で
、
構
造
問
題
を
解
決
し
て
い
な
い
し
、

日
本
経
済
も
同
じ
体
質
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
論
理
的
に
展
開
し
た
つ
も
り
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
各
国
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ソ
フ
レ
懸
念

へ

の
警
戒
感
と
中
東

の
石
油
価
格

の
低
下
、

一
バ

レ
ル

一
〇
ド

ル
以
下
の
情
報
が
、
イ
ソ
フ
レ
懸
念
を
鎮
静
化
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
体

質
は
、
「安
定
化
」
し
て
い
な
い
。
ブ

ラ
ヅ
ク

・
マ
ソ
デ
ー
後

一
年
が
経
過
し
て
、

株
価
は
再
暴
落
は
な
い
と

い
う
見
方
が
多

い
。

八
九
年
三
月

頃
ま
で
は
、

ノ
ー

・
ク
ラ
ッ
シ

ム
・
パ

ッ
ト

・
ダ

ル
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
金
利
上
昇
、
国
際
協
調
体
制

の
動
揺
な
ど
を
み
る
と
、
情
勢
を
楽

観
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
J

・
ハ
イ
タ
ワ
ー
と
S
・デ

マ
ク

ロ
は
、
「
ア
メ
リ
カ
は
新
た
な
不
況
に
向

っ
て
ま

っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
ん
で
い
る
。
過

去
七
年
間
の
経
済
政
策
は
ア
メ
リ
カ
史
上
、
最
も
急
激
で
最
も
逆
累
進
的
な
富
の
再
分
配
を
も
た
ら
し
た
。
…
…
政
府
は
、
中

・
低
所
得
層

の
人

々
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
多
く
の
お
金
を
取
り
上
げ
、
最
も
裕
福
な

一
〇
%
の
人

々
に
与
え
た
。
そ
し
て
今
、
こ
の
頭
で

っ
か
ち
に
な

っ
た
ア
メ
リ
カ

経
済
は
、
自
ら
を
支
え
切
れ
ず
、
我

々
の
頭
上
に
崩
れ
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
」
(..鑑
。
≦

8

賢
①<
Φ馨

静
。
臼
器
ゴ
。{
.。。㊤
㌔

窃

陰
霞
。。ゲ
a

げ

ひ
Φ
〉
曾
9
象
P

ζ
暫
ざ

↑O。。。。
・)
と
手
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。

(2
)

い
ま
途
上
国
に
お
い
て
は
、
先
進
国
の
多
国
籍
企
業
が
開
発
を
進
め
る
過
程
で
環
境
破
壊
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
世
界
銀
行
の
融

資
、
民
間
銀
行
の
協
調
融
資
を
通
じ
て
の
開
発
も
、
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

「
サ
ミ

ッ
ト
」
の

『経
済
宣
署
』
で
も
、

取

り
上
げ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
て
い
る
。
「
我

々
は
、

環
境

の
保
護
及
び
増
進
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
に
合
意
す
る
。

環
境
と
開
発

に
関
す

る
世
界

委
員
会
の
リ
ポ
ー
ト
は
、
地
球
上
に
人
類
が
生
存
し

つ
づ
け
る
た
め
に
は
、
環
境
上

の
考
慮
が
経
済
政
策
決
定
の
す
べ
て
の
分
野

に
お
い
て
組
み

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
強
調
し
た
。
…
…
環
境

に
対
す
る
脅
威
は
国
境
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
緊
要
性

に
照
ら
し
す
べ
て

の
国
に
国
際
協
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
多
く
の
環
境
分
野
に
お
い
て
重
要
な
進
展
が
み
ら
れ
て
い
る
。

オ
ゾ
ソ
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す

る

モ
ソ
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
は
画
期
的
な
も

の
で
あ
る
。
す

べ
て
の
国
は
、
こ
れ
に
署
名
す
る
よ
う
奨
励
さ
れ
る
。

一
層

の
行
動
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
地
球
的
規
模
で
の
気
候
変
動
、
大
気
汚
染
、
海
水
及
び
淡
水
の
水
質
汚
濁
、
酸
性
雨
、
有
害
物
質
、
森

林
減
少
、
絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種

の
問
題
が
優
先
的

に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。…
…
」
こ
う
し
た
問
題
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
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地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

こ
の
問
題

に
真
剣
に
考
え
、
行
動
す
べ
き
で
あ

る
と
訴
え
た
点

に
あ
る
。
だ
が
、
中
所
得
国
や

最
貧
国
に
お
い
て
、
開
発
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
環
境
破
壊
が
進
ん
で
い
る
か
の
実
態
を
把
握
し
、
環
境
破
壊
防
止
の
ア
セ
ス
メ
ソ
ト
を
行

い
、

開
発
の
あ
り
方
を
、
全
面
的
に
点
検
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
具
体
化
す
る
方
式
を
示
す
べ
き

で
あ

っ
た
。

い
ま
世
界
経
済
に
お
い
て
、
環
境
保
全
と
人
権
重
視
を
前
提
に
し
た

「
開
発
」
を
ど
う
進
め
る
か
に
あ

る
。
こ
の
点
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

開
発
は
市
場
原
理
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
環
境
保
全
を
前
提
と
し
た
国
民
参
加
の
計
画
経
済
を
実
践
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
当

面
、

一
部
の
多
国
籍
企
業
が
途
上
国
の
開
発

に
も
と
つ
く
森
林

の
消
滅
、
土
着
農
業
の
破
壊
、
資
源

の
略
奪
、
貧
困
を
ど

の
よ
う
に
抑
止
し
て
い

く
か
を
政
策
の
課
題
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

(3
)

「債
務

の
株
式
化
利
用
」

に
つ
い
て
の
最
近
の
日
本
の
第

一
勧
銀
の
ブ

ラ
ジ
ル
銀
行

へ
の
出
資

の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

一
九
八
八
年

一
〇
月

五
日
、
第

一
勧
業
銀
行
は
ブ
ラ
ジ
ル
第
三
位
の
商
業
銀
行
ウ

ニ
パ

ソ

コ
・
グ

ル
ー
プ
の
株
式

一
〇
%
取
得
で
同
グ

ル
ー
プ
と
合
意
し
、
五
、
五
〇

〇
万
ド

ル
を
払
い
込
み
、
こ
の
払

い
込
み
資
金
は
同
行
が
保
有
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
向
け
融
資
債
権
を
売
却
し
て
調
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
い

わ
ゆ
る

「債
務

の
株
式
化
」

(ぽ
σ
什
①程
ξ

。。蓄

℃
)
方
式
で
あ
る
。
日
本
の
銀
行
が
こ
の
方
式
を
利
用
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
ウ

ェ
パ

ン
コ

は
近
く
関
係
子
会
社
を
合
併
し
て
総
合
銀
行

に
な
る
計
画
で
、
第

一
勧
銀
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
強
力
な
地
歩
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
ウ

ニ
パ
ソ

コ
は

商
業
銀
行
を
中
核
に
投
資
銀
行
、
消
費
者
金
融
、
証
券
会
社
な
ど
を
抱
え
る

一
大

コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ

・
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ

ル
政
府
は
国
内

の
銀
行
を
合
併
さ
せ
総
合
金
融
機
能
を
持
た
せ
る
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
ウ

ニ
バ

ン
ロ
・
グ

ル
ー
プ
も
総
合
銀
行
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

と
こ
ろ
で
、
債
務
の
株
式
化

は
累
積
債
務
国
向
け
融
資
債
権
を
も

つ
企
業
や
金
融
機
関
が
そ
の
国
の
中
央
銀
行
で
債
権
を
現
地
通
貨
化
し
株
式

を
購
入
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
毎
月
七
、
五
〇
〇
万
ド

ル
の
枠
で
、
債
務
を
株
式
化
す
る
た
め
に
必
要
な
公
開
入
札
を
行

っ
て
い

る
。
第

　
勧
銀
は
、
九
月
二
九

目
の
公
開
入
札
で
、
自
行

の
債
権
と
引
き
換
え

に
五
、
五
〇
〇
万
ド

ル
分
の
株
式
購
入
権
を
落
札
し
、
こ
の
権
利

を
ウ

ニ
バ

ソ
コ
・
グ

ル
ー
プ

へ
の
出
資

に
充

て
る
こ
と
に
し
た

(『
日
経
』

一
九

八
八

・
一
〇

・
九
)
と
い
う
。

問
題
は
、

第

一
勧
銀
と
ウ

ニ
バ

ソ
コ
と

の
提
携
強
化
と

一
石
二
鳥
を
図

っ
た
も
の
で
、
現
地
の
経
済
の
再
建
を
ど

の
よ
う
に
計
画
し
、
現
地
の
地
域
経
済

の
活
性
化
を
ど
の
よ
う

に
は
か
り
、
庶
民
の
生
活

の
必
要
に
応
じ
た
産
業
融
資
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
か
は
不
明
で
あ

る
。
自
行

の
債
務
負
担
を

い
か
に
図
る
か
を

考
え
た

「
債
務
の
株
式
化
」
で
あ
る
。
問
題
は
、
今
後
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
の
再
建
を
ど
の
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
か
の
方
式
を
踏
ま
え
た
債
務
の

株
式
化
利
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
点
ブ

ラ
ジ

ル
政
府

の
方
針
は
明
確
な
経
済
計
画
を
も

っ
て
い
な

い
。
こ
の
点
を
究
明
す
べ
き
で
あ

る
。

「
債
務

の
株
式
化
」
が
、
債
権
者

の
論
理
で
考
え
て
い
る
限
り
、

問
題
は
残
る
で
あ
ろ
う
。

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
が
国
民
の

二
ー
ズ

に
基
づ

い
て
活

性
化
し
な

い
限
り
、
前
途
は
暗

い
。
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こ
こ
で
途
上
国

の
問
題

一
般
を
述
べ
る
つ
も
り
は
な

い
。
途
上
国
と
先
進
国
と
の
格
差
は
拡
大
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
世
界
銀
行
が
発
表
し
た

一
九
八
八
年
の
年
次
報
告
を
み
て
も
、
途
上
国
の
経
済
成
長
が
全
体
と
し
て
鈍
化
す
る
中
で
、
成
長
を
続
け
る
東
ア
ジ
ァ
地
域
と
そ
の
他
の
地
域

と

の
格
差
が
よ
り
目
立

っ
て
き
た
。
特
に
ア
フ
リ
ヵ
の
サ

ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
ア

フ
リ
ヵ
諸
国
は
八
七
年

マ
イ
ナ
ス
成
長
に
転
落
し
、
国
際
収
支
も

ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
南
南
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

八
七
年

の
途
上
国
全
体
の
国
内
総
生
産

(
G
D
P
)

の
伸
び
率
は
平
均
四

・
五
%
で
、
八
六
年

の
四

・
九
%
を
下
回

っ
た
。
先
進
国
の
実
質
成

長
率
が
三

・
二
%
と
八
六
年
の
二

・
八
%
を
上
回

っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
、
中
国
を
含
む
東

ア
ジ
ア
が
八

.
六
%
増
と
前
年

(七

・
三
%
増
)
を
上
回
る
高
成
長
で
あ
る
。
と
く
に
韓
国
、
台
湾
、
番
港
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
の
ア
ジ
ァ
新
興
工
業
地
域
は

一
〇
%
以
上
で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
イ
ソ
ド
な
ど
南
ア
ジ
ア
ニ

・
七
%
増
、
欧
州

・
中
東

・
北
ア
フ
リ
ヵ
の
途
上
国

(三

・
一
%
増
)、
中
南
米
二

・
五
%
、
サ

ハ
ラ
以
南

の

ア
フ
リ
カ

(人

口
三
億
九
、
○
○
○
万
人
)
は

一
・
五
%
の
ワ
イ
ナ
ス

「
成
長
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
八
七
年

の
経
常
収
支
は
東
ア
ジ
ア
地
域
が

三

一
五
億
ド
ル
の
黒
字
と
、
前
年

(
=

四
億
ド

ル
)
の
三
倍
近
い
黒
字
を
計
上
し
た
の
に
対
し
、南
ア
ジ
ア
は
六
九
億
ド

ル
の
赤
字

(前
年
は
七

四
億
ド

ル
の
赤
字
)、
サ

ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
リ
ヵ
は

一
〇
八
億
ド

ル
の
赤
字

(同
八
二
億
ド
ル
の
赤
字
)
で
あ

っ
た
。

一
方
G
N
P
に
対
す
る
債
務

額
の
比
率
は
、
途
上
国
全
体
で
三
八

・
五
%
、
メ
キ
シ

コ
な
ど
累
積
債
務
国
は
五
六

・
九
%

に
達
し
て
い
る

(≦
o「箆

しロ
き
r

O
銭

。
。r

お
。。。。)
。

ま
さ
に
最
悪
で
あ

る
。
東
ア
ジ
ァ
の
好
調
も
、
先
進
国
が
不
況

に
直
面
し
、
輸
出
が
激
減
す
る
と
、
成
長
率
も
低
下
す
る
ぜ

い
弱
な
経
済
構
造
に

あ
る
。

こ
う
し
た
経
済
体
質
を
ど
の
よ
う
に
改
革
し
、
国
民
経
済
を
安
定
化
す
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
一
九
八
八
年

一
〇
月

一
五
日
脱
稿
)

(追
記
)

わ
た
く
し
に
、
貯
本
の
国
際
経
済
学
会
が
こ
う
し
た
問
題

に
大
胆
に
取
り
組
む
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

一
九
八
八
年
秋

の
大
会

に
、

わ
た
く
し
も
参
加
し

「共
通
論
題
」
で
本
稿

の
問
題
を
踏
え
て
、
報
告
者
に
対
し
て
、
論
理
の
共
有
的
対
岐
を
迫

っ
た
。
だ
が
、
も
う

一
歩
、
報
告

者
は
世
界
経
済
の
構
造

に
手
を
ふ
れ
て
ほ
し
か

っ
た
。
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